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			プロローグ

　大陸の北西に位置するレイアドルは、服飾文化によって発展した王国だ。

　人口の三分の一が服飾関連の仕事についており、貴族のベストやドレスはもちろん、騎士服や平民の衣服に至るまで、服飾における流行は全てレイアドルから生まれると言われて久しい。

　その文化を支えるのは、歴史ある三つの大商会と、そこにそれぞれ所属する三人の宮廷付き仕立て屋だ。

　中でも王家の針と糸と呼ばれ、神の手とまで謳われた仕立て屋、ガドリン商会のエドガー・ランハートは平民から成り上がり、一代貴族の称号を得た国民の英雄である。




　エドガー・ランハートの爵位授与式が終わった後、王宮の広間では受勲を祝うパーティーが開かれた。

　レイアドル国の王女であるレオノーラは、広間の一段高い場所に座りながら、忙しなく視線を動かしてエドガーの姿を捜していた。立場上、あちらこちらと歩き回るわけにはいかないが、どうしても彼の姿をひと目見てみたかったのだ。

　だが、レオノーラはそもそもエドガーに直接会ったことがない。爵位授与式にも国の規定で王女は参列できなかった。

　巨大なシャンデリアが輝く王宮の広間は、服飾大国レイアドルの名に相応しく煌びやかな衣装を纏う貴族らで埋め尽くされている。その様子はまるで一面の花園で、眺める分には良いが、形も分からぬ花を一輪見つけ出すのは至難の業だ。レオノーラには、誰がエドガーかと目処をつけることすら難しかった。

「ほら、レオノーラ。あの赤のベストが目立っている……、黒いくせっ毛の男がエドガーだよ」

　そんなレオノーラを見かねたように、隣に座る兄がくすっと笑って広間の一点を指差した。

　視線を向けると、そこでは兄の言う特徴にあった若い男性が貴族らと談笑している。

　レオノーラは思わず胸に手を当て、息を呑んだ。

　──あれが……。

　その手で数々の流行を作り出し、レイアドルの長い歴史のなかでも、最も優れた腕を持つといわれる仕立て屋。

　年はまだ二十五歳。

　耳にかかる長さの黒髪は柔らかそうなくせ毛で、前髪は紳士らしく後ろに流しており、形のいい額が露わになっている。非常に整った顔をしているが中性的な感じはなく、意志の強そうな眉と、夜の海を思わせる底の知れない黒い瞳が印象的だ。

　すらりとした長身と、長い手足はまるで彫像のようにバランスが良く、前面に華やかな金糸の刺繍がはいった黒いコートと、赤いベストを見事に着こなしている。

　レオノーラは目を輝かせてその姿に見入った。

　胸が激しく高鳴っている。彼をとても素敵だと思った。どんなお伽噺のなかにも、彼より心惹かれる人はいないだろうと。

　たとえこの時、レオノーラが彼に強く憧れていなかったとしても、きっと同じことを思ったに違いない。




　それは、いまから三年前のこと。

　十二歳になったレオノーラは、近く社交界入りすることが決まり、そこで着るドレスをどうするかに頭を悩ませていた。

　レイアドルでは、王族の衣服は三大商会に所属する〝宮廷付き仕立て屋〟が用意する決まりになっている。また仕立て屋が担当する王族も一年ごとに変わっていく。

　この決まりはレイアドルにある三大商会を平等に扱う為のもので、王族が勝手に贔屓の仕立て屋を指名できないようになっている。

　レイアドルで作られたレースの一切れは、時にダイヤモンドよりも価値を持つ。長い間守られてきた服飾文化は、レイアドルの国力そのものなのだ。

　だからこそ服飾の製作、流通を担う三大商会の力のバランスは、王家の権威のもと慎重に守られてきた。

　しかし、決まりのなかにも例外はある。

　王族は生涯において、ある三つの場面シーンでのみ仕立て屋を指名することができる。

　その一つが社交界デビューだ。

　レオノーラにはこの時、特別に気に入っている仕立て屋がいなかったので、両親の勧めに従って三人の宮廷付き仕立て屋にデザインを依頼し、出来上がったものの中から一つを選ぶことにした。

　だがいざ彼らが用意したデザインを見ると、レオノーラの心には迷いが生まれた。

　仕立て屋たちが考えたドレスは、どれも黄色やピンク、水色といった淡い色合いで、ふんだんにレースやフリルをあしらっている。

　十二歳の少女が着るドレスなのだから可愛らしいデザインなのは当然だが、レオノーラはそのどれもが自分に似合うとは思えなかった。

　レオノーラは、同じ年頃の少女よりも大人びた顔つきをしていた。

　白金色のまっすぐな髪に、大きな菫色の瞳、丸い頬に、小さな唇。ひとつひとつのパーツは子供らしさを残しているのに、それが小さな輪郭のなかに収まった途端、不思議と大人っぽさを醸し出す。

　その為あまり子供らしいデザインのドレスを着ると、まるで前髪を切りすぎた時のようなアンバランスな印象になってしまうのだ。

　もう一度依頼をかけ『もっと大人っぽいデザインを』と頼んでみたが、結局は子供用の範囲から出てこない。

　当然だ。仕立て屋たちが優先して考えるのは〝レオノーラに似合うドレス〟ではなく、〝レイアドル王女の社交界デビューに相応しいドレス〟なのだから。

　十二歳の王女の社交界デビューには大人っぽいドレスより、可愛らしいドレスが似合うのだ。

　レオノーラの纏うドレスは王家の品位に直結し、その評判は仕立てた職人の今後を左右する。

　だから彼らは決して、〝王家〟の望むドレス以外を用意したりはしない。

　レオノーラも、そんなことはよく分かっている。

　ただ、がっかりしないわけではないというだけで。

　思い返せば、この時のレオノーラはまだ、子供らしい反抗心を残していたのだと思う。用意されたデザインがどうしても気に入らず、中々ひとつを選ばずにいると、侍女のひとりがふとこう言った。

「いま王都では、エドガー・ランハートという仕立て屋がとても評判なのですよ。ガドリン商会の所属で、次の〝宮廷付き〟になるのは彼に違いないともっぱらの噂で……」

　レオノーラは「そう」と何でもなさそうに頷いたけれど、内心では強く興味を惹かれていた。

　街の仕立て屋なら、〝宮廷付き〟よりも柔軟にデザインを考えてくれるかもしれない。そして次の〝宮廷付き〟にと期待されるぐらいなら、腕も確かだろう。

　まずはデザインだけでも見てみたい。レオノーラは「試しに」と前置きをしてから、エドガーにデザインの依頼をした。

　その際、エドガーから求められたのはレオノーラの肖像画の貸与と、採寸の情報だけ。

　やがて送られてきたエドガーのデザインを見たとき、レオノーラはまるで雷に打たれたような衝撃を受けた。

　エドガーが用意したデザインは一枚のみ。

　これがただ一つの正解であるとばかりに差し出されたデザインは、すっきりとしたシルエットの漆黒のドレスだった。

　見本布は光沢のある黒糸のシルクサテン。これはレイアドルでは成人した女性が好んで使う生地である。リボンやフリルといった飾りは控えめに、代わりに袖や胸元にはふんだんに黒のレースを用いている。

　肌の露出こそ少ないが、どう見ても艶あでやかさを意識して考えられたデザインであり、十二歳の少女のドレスとは思えない。王女の社交界デビューのドレスとしては、あまりに規格外なデザインだ。

　この様なドレスを着て社交界に出た日にはいったいどんな評判が立つことか。

　そう考えた時、レオノーラの胸にはこれまで感じたことのない高揚感がわき上がってきた。

　このドレスを着たレオノーラを見た人は、きっと誰もが最初に息を呑むだろう。

　そして次に、レオノーラを賞賛するに違いない。

〝王女の社交界デビューのドレスはこうあるべき〟という常識を覆すほど、このドレスは自分に似合う。レオノーラはそう確信できた。

　ひと目見た瞬間から、レオノーラはこのドレスの虜になっていたのだ。

　どうしても、エドガーの仕立てたドレスを着てみたい。

　レオノーラは彼に仕立てを依頼すると決めた。

　父母は反対したけれど、仕立て屋を選ぶ権利は自分にあるからと、生まれて初めて我が儘を通した。

　出来上がったドレスは、レオノーラが予想した通りにとても素晴らしい物だった。全体の作りはまさにデザイン通りだし、レースはきめ細かく、裏地も丁寧に処理をされている。

　胸を高鳴らせながらドレスに袖を通したレオノーラは、鏡を見てもう一度驚くことになった。

　その漆黒のドレスを纏ったレオノーラが、とても少女らしい愛らしさを持って見えたからだった。

　レオノーラの髪や肌の色、顔つき、スタイル。ドレスはその全てを見事に活かしていた。

　おそらくレオノーラ以外の誰が着ても、これほど似合うことはないだろう。

　レオノーラはただただ、鏡のなかの自分に釘付けになった。

　そこに映るのは〝レオノーラ王女〟ではなく、〝レオノーラ・レイアドル〟という一人の人間の姿だ。

　エドガーの仕立てたドレスが、これまで世界のどこにもいなかった〝レオノーラ〟の輪郭をこの世に浮き上がらせたのだ。

　この世界でただ一人、エドガーだけがレオノーラを見つけてくれた。

　それはレオノーラにとって、まるでこの世に生まれ直したような衝撃で、エドガーに強い憧れを抱くには十分すぎる理由だった。

　ドレスはレオノーラに似合うだけでなく、高貴さと品位も備えており、両親もそれ以上は文句を言ってこなかった。二人がレオノーラに内緒でもう一着、〝王女らしい〟ドレスを仕立てさせていたことは知っていたけれど、結局それを見ることすらなかった。

　エドガーのドレスを纏って社交界デビューを果たしたレオノーラは予想通りに──いや予想を遙かに超えて評判となり、喝采と共に社交界に受け入れられた。

　エドガーもまたレオノーラのドレスを切っ掛けに、名を広く深く社交界に刻み、その翌年にはガドリン商会を代表する宮廷付き仕立て屋の地位を手に入れたのだった。


　それからエドガーは、レイアドルという国が動かす、流行という名の巨大な時計の中心となった。

　彼にドレスを仕立ててもらった貴婦人が社交界の中心となり、明くる週には同じデザインのドレスを誰もが着ている。そんな日々が続いた。

　誰もがエドガーの作る衣装に熱狂し、たった二年の間にその名声は国中に響き渡ったのである。

　エドガーはごく普通の平民で、そこもまた多くの国民から支持されるところだった。レイアドルにおいて、優秀な仕立て屋は限りない尊敬を集める。エドガーの国民からの人気は日に日に高まり、とうとう国王である父も放っておけなくなったようで、一代限りではあるが、爵位の授与をするに至ったのである。



　そして現在、エドガーを前にレオノーラは息もできずにいた。

　初めてあのドレスに腕を通した日から、ずっと彼に憧れ続けてきたのだ。

　エドガーが仕立てたドレスのデザイン画は全て入手してきたし、実物が見たくて舞踏会や社交の場にも足繁く通った。

　だが実際に彼の姿を見るのはこれが初めてだ。

　初めてのドレスの仕立てでは直接会うことはなく、彼が〝宮廷付き〟になってからのこの二年も、レオノーラの担当にはならなかった。

　エドガーを知る人から話を聞いて姿を想像してはいたが、こうして見る彼はその何倍も素敵だった。

　──次は、私が彼に仕立ての担当をしてもらう番だわ。

　その事を思い出し、レオノーラは踊り出したくなるのを必死に堪えて、胸の前で手を合わせた。

　エドガーのドレスをまた着られることはもちろん、仕立てを口実に彼に会う機会が得られることが堪らなく嬉しい。

　夢見心地で見とれていると、視線に気付いたとばかりにエドガーがこちらを振り返った。

　レオノーラは王族の席に座っていたから、エドガーにもすぐに自分が誰か分かったはずだ。レイアドルただ一人の王女であると。

　エドガーはこちらに歩み寄ると、まず王太子に挨拶をしてレオノーラに話しかける許可を得た。そしてレオノーラの前に恭しく膝を突き、頭を下げた。

「エドガー・ランハートです。レオノーラ王女殿下、お会いできて光栄です。この栄誉を賜る機会を、ずっと待っておりました」

　まさか彼の口から『会いたかった』という言葉が出るなんて。

　ずっとエドガーに憧れていたレオノーラにしてみれば、心臓が口から飛び出そうな程の衝撃だった。

　しかし考えてみればおかしなことではない。エドガーにとって、レオノーラは成り上がりの切っ掛けになった人物だ。むしろ特別な思い入れがあって当然だろう。

　込み上げる優越感に、余計なことを沢山喋ってしまいそうだった。

「私も会いたかった」とか、「あのドレスは今でも大切にとってある」とか、「あなたは想像よりずっと素敵だった」とか。

　だがレオノーラはレイアドル王家の一員だ。

　ひとりの仕立て屋を贔屓にすることは許されない。

　レオノーラは話したいことを全て飲み込んで、出来る限り王女らしい笑みを浮かべた。

「初めまして、エドガー。社交界入りの時は素敵なドレスをありがとうございました。あのドレスはいまでも大切にとってあります。次の一年、私の衣服の仕立てをよろしく頼みます」

　少し心の声が漏れてしまったが、まあ許容範囲だろう。

　兄も不思議がってはいないし、きっと取り繕えているはずだ。

　形式通りの台詞を口にできたことにほっとしていると、エドガーは僅かに眉をあげたあと、にっと口端をあげた。

「ええ、お任せください」

　頷く彼の深い黒色の双眸は、美しさの裏で自信と野心をみなぎらせている。

　その瞳をのぞきこんだ瞬間、レオノーラの心は大きく揺さぶられた。

　エドガーは、レオノーラにとってまるで雷そのもののような男だった。

　眩いほどに鮮烈で、レオノーラを夢中にさせてしまう。

　離れて見ている分にはまだ良いが、いざ触れてしまえばこの心臓などひとたまりもない。

　レオノーラはどうしようもなく、彼に恋に落ちてしまった。

　だが、あまりに不毛な恋だ。

　この初恋が実る日は絶対に来ない。

　エドガーは貴族の位を得たとはいえ、一代限りで領地も持たない。

　いくら国民から讃えられようとも、平民出身の仕立て屋にすぎないのだ。

　かたやレオノーラは、生まれながらに義務と責任を負った王族の人間だ。

　つい先日、隣国アナンテアの王太子と婚約が決まったところでもある。

　そう、レオノーラは三年後の春には、かの国の王太子妃になることが決まっているのだ。

　この恋は生まれた時から死んでいる。

　──だけど……。

　嫁ぐまでの間だけ、ひっそりと胸をときめかせるぐらいは誰も咎めないのではないか。

　幸い、本心を隠すのは得意だ。だからきっと大丈夫。

　レオノーラはそう自分に言い聞かせながら、慣れた微笑みを浮かべた。

「エドガー。私は三年後、アナンテアに嫁ぎます。……その時には、婚礼衣装を作ってくれますか？」

　婚礼用のドレスは、王族が仕立て屋を指名できる数少ない機会のひとつだ。

　レオノーラは彼の作ったドレスで嫁ぎ、それを脱いだ時に、この胸に抱えた想いを捨てようと決めた。

　するとエドガーは、自信に満ちあふれた表情で頷いた。

「ええ、もちろん。殿下を世界で一番幸福な花嫁にしてみせます」

　大国アナンテアの、王太子妃の花嫁衣装。それはまさにレイアドル一の仕立て屋に相応しい仕事だろう。

　エドガーはその仕事を軽やかにこなし、さらに名声を高めるに違いない。

　彼の頭にあるのはその野心だけで、もちろんレオノーラの想いに気付くことなどない。

　そのことに、火で炙られたように胸がチリチリと痛んだけれど、レオノーラはおくびにも表情に出さなかった。


　それからさらに三年の間、レオノーラはエドガーに焦がれ続けた。

　彼のドレスを着る度に胸をときめかせ、その姿を垣間見る度に飛び跳ねたくなるぐらいに嬉しくなって、噂を耳にする度に誇らしい気持ちになった。

　幸福な日々だった。

　たとえ結ばれなくても、この想いを告げることすら許されなくても、エドガーのことを考えるだけで心が満たされた。

　彼を想う時だけ、レオノーラは王女でなく、ひとりの人間になれた。

　そう、幸福な日々だったのだ。

　この思い出だけを糧に、これからの人生を送れると信じられるぐらいに。

　レオノーラが十八歳になった年の春、王弟が反乱を起こし、この身に処刑が言い渡されるその瞬間までは──。



	
			１章　王家の針と糸

　エドガーにとってこの世の全ては、ただの線と色の集合体だ。

　豚も人間も、その辺の石ころも変わらない。

　そこに彼にとっての線引きがあるとすれば、それは〝エドガー・ランハートのセンスを理解できるか〟ということだけだ。

〝人間〟の多くは、そういう意味においてのみ、エドガーにとって価値のあるものだった。

　そしてレオノーラ・レイアドルという女は、そういう意味において、エドガーにはよく分からない存在だった。


　エドガーの店は王城からほど近い場所、いわゆるレイアドルの一等地にある。

　客を出迎える店内にはシャンデリアが輝き、赤いビロードのソファが置かれている。壁に掛けられた絵やタペストリーはもちろん、カーテンのレールからドアノブに至るまで店内にあるものは全て最高級の品物だ。

　さらに奥には約三十人が仕事をできる工房と、エドガー個人の仕事部屋がある。

「……で、何の用ですか？」

　エドガーは仕事部屋の硬いソファに腰掛け、不機嫌を隠そうともせずに足を組んだ。

　正面に座るのは、五十代半ばの、恰幅も頭髪の後退具合も気前のいい男。

　エドガーが所属するガドリン商会の社長、オズミック・ガドリンだ。

「何度連絡してもお前が返事をよこさねえから、わざわざこうしてオレが来てやったんだろうが。このクソ野郎が」

「こっちは大口の仕事が消えて機嫌が悪いんですよ。あんたも商人なら、それぐらい察したらどうですか」

　チッと舌打ちをして、オズミックの売り言葉を安値で買い叩く。

　椅子を蹴り上げて暴れ出さなかっただけ褒めてほしいぐらいなのに、なぜかオズミックは額に血管を浮き上がらせた。

「相変わらずだな、エドガー。娼館に生まれて、ぼろ切れ同然にこき使われていたお前を見いだしてやったオレに対する恩はまるでないと見える」

　恩は感じているが、そういうのを一々愚痴っぽく言葉にするのは人間が小さいと思う。

「……はあ、すみません。で、何の用ですか？」

　オズミックに一刻も早く帰ってほしい一心で、エドガーはそう言った。

　とはいえ今は相手にしたくないだけで、エドガーはオズミックが嫌いなわけではない。

　彼はエドガーの最初の理解者だ。

　だからどれだけ人間が小さかろうが、金に細かかろうが、輪郭が豚に近かろうが、心からオズミックを疎むことはこれからもないだろう。エドガーにとって、オズミックは価値のある人間だ。例えば彼が極悪非道の商人で、裏で人身売買を繰り返し、薬の密売に手を染めていたって、エドガーはオズミックを肯定するだろう。もちろんオズミックにそんな度胸はないし、十分稼いでいるので、わざわざ悪事に手を染める必要もないのだが。

　反対に、どれほど愛情をそそがれようと、エドガーのセンスを理解しない人間はまるで価値がない。

　それは例えばエドガーの母親のように。

「エドガー、お前は今、この国がどういう状況だか分かっているのか？」

「分かってますよ。王家でクーデターが起こって大変なんでしょう？」

　そのせいで仕事が飛んだんだから、分かっていないはずがないだろうが。腹だけじゃなくて、頭にまで脂肪がついてるんじゃないのか？　この薄らハゲ。

　そんなささやかな悪口を飲み込んで、エドガーはもう一度舌打ちをした。

　レイアドルはここ三百年、他国からの侵攻を受けたことがない。

　だがそれは、ずっと平和であったという事ではない。

〝服飾文化〟という特殊な資産価値を持つレイアドルは、常に他国によって奪い合いの対象になってきた。特にレイアドルと国境の一部を接する二つの大国、アナンテアとマランツは長年の遺恨を抱える敵国同士であり、レイアドルはその二カ国間の戦いに常に翻弄され続けてきたのである。

　レイアドルはまるで褒賞品のように、戦争に勝った方の属国となることで生き延びてきた。そしてここ五十年はずっと、アナンテアの属国として過ごしてきたのだ。

「マランツ派の公爵閣下が、陛下がアナンテアに国を売り渡そうとしているとイチャモンをつけて暗殺し、王妃と王太子もその折に起きた暴動で亡くなった。そして議会はそれを受け入れた。つまりマランツ国の軍事工作がレイアドルの中枢にまで浸透していて、まもなくアナンテアとの戦争が始まるってことでしょう」

「……分かってるじゃねえか」

「まあ、これでも宮廷付きなんでね」

　王族はもちろん、貴族とも深い繋がりがあるのだから、ある程度の話は耳に入ってくる。

「……マランツが、アナンテアと戦争をおっぱじめる前にレイアドルに干渉してきたということは、今度の戦いではウチが戦場になる可能性が高い。すでに荷物を抱えて逃げ出している商人も少なくねえ」

　まあそうだろうな、とエドガーは頷いた。

　それだけマランツは次の戦争に本気なのだろう。レイアドルを押さえておけば、当然アナンテアへの攻撃ルートが増える。レイアドルの文化を破壊し、他国からの強い非難を浴びてでも勝ちたいと考えるほど、マランツも何か追い詰められているのだろう。

　だが、そんなことは全てエドガーにはどうでもいいことだった。

「……で？　オレに新しい陛下への服を仕立てろとでもいうつもりですか？」

　エドガーは、俯きながら黒いくせ髪を手で乱した。

　この様な事態の中、オズミックがわざわざエドガーを訪ねてきた理由が他に思い浮かばなかった。

　新しく立った王は、前王の腹違いの弟で、エドガーは大変気に入られていた。彼が数年前に公爵位を与えられてからは毎月のように呼び出されて服を仕立てていたものだ。

　だがエドガーにとって、あの男は道ばたの石ころにも劣る存在だった。

　彼はエドガーのセンスを好んで仕事を依頼していたわけではないからだ。

　エドガーを流行もの程度にしか見ておらず、用意したコートやベスト、愛人のドレスに一々物知り顔で注文をつけてくる。しかもその注文のセンスが悪いときているのだからどうしようもない。エドガーの一番嫌いなタイプの人間だ。

　性格も享楽を好む、絵に描いたようなぼんくらで、エドガーは何度〝薄汚い豚は裸で餌でも食ってろボケ〟という言葉を飲み込んだかわからない。

　だがオズミックは、エドガーの予想に反して首を横に振った。

「新陛下にはまだそこまでの余裕はねえよ。仕事は別口からだ」

「……別口？」

「レオノーラ王女だ」

　エドガーは、ゆっくりと顔を上げてオズミックを見つめた。

「……王女は裁判の途中じゃないのか？」

　前王ただ一人の娘、レオノーラ・レイアドル。

　彼女もまた公爵が起こしたクーデターに巻き込まれ、命こそ助かったものの、売国行為への加担を疑われて裁判を受けている──エドガーはそう話を聞いていた。

　その所為で、エドガーはここ一年をかけてきた仕事をふいにされたのだ。

　エドガーは部屋の隅に繋いだロープにかけてある、一着のドレスに視線をやった。

　艶やかな銀の絹地に、職人が百人がかりで仕上げたレース、最高品質のダイヤモンド。

　エドガーが腕によりをかけるのに相応しい一流の素材で仕立てた、完璧な婚礼用ドレスがそこにある。一年がかりで用意をしたというのに、今回の政変で全て無駄になってしまった。

　レオノーラ王女の婚約を、新王が一方的に破棄したためだ。

　──ふざけやがって。

　思い出すたびに腹がたつ。すでに仮縫いも終わり、仕上げをするばかりだったというのに。

　いくら素晴らしいドレスでも、着る人間がいなければどうしようもない。

　苛立つエドガーを見て、『オークションにでも出したらどうだ？』と声を掛けてくる者もいたが、正直『ああ、頭が悪いんだな。可哀想に。生きていくの大変だろうな』としか思えなかった。

　レオノーラが一番美しく映えるように作ったドレスなのだから、レオノーラが着なければ意味がないというのに、そんなことも分からないなんて。

「……レオノーラ王女から、お前に黒衣を仕立ててほしいとご依頼があった」

　改めて豚──新陛下に怨嗟の念を飛ばしていたエドガーは、思わず「は？」と顔をしかめた。

「黒衣……死装束か？」

「ああ、そうだ」

　それが何を意味するのか。

　間抜けにも、エドガーは答えに辿りつくのに少し時間を要した。

「……王女が処刑されるってことか？」

　まさかと思いながらの問いかけに、オズミックが無言で頷いた。

　──度が過ぎてる。

　エドガーはきつく眉根を寄せた。

　レオノーラはこれまで模範的な王女だった。

　王宮の奥で規律と節度を守って静かに暮らし、国と国民を愛し、人前では常に微笑んでいる。

　それはレイアドルの人々にもよく知れ渡っていて、ついた呼び名は〝白百合の微笑み〟。

　つまり、国民から大変人気のある王女さまだったのだ。

　確かにレオノーラはアナンテアの王太子妃になる予定であったし、アナンテアの現王妃は彼女の叔母だ。だが彼女がアナンテアと繋がり、ましてレイアドルを売り飛ばそうとしていたと言われても、誰も信じるものはいないだろう。

　政変に巻き込まれた哀れな王女。それがレイアドル国民の共通の認識だ。

　そんな彼女を殺めるのは、新政権にとってもリスクがあるはず。

　レオノーラは修道院に入れられるのではないかというのが世間の予想であり、エドガーもそうなるだろうと思い込んでいた。

「……アナンテアは何をしている？　助けに来ないのか？」

　訊ねた声は、動揺によって僅かに上擦ってしまった。

　レイアドルはアナンテアの属国であったので、当然、アナンテアの軍があちこちに駐在している。彼らはいったい何をしているのか。

「知らねえが、今回の政変で軍部も混乱しているらしいからな。それどころじゃねえんだろう」

　なんということだ。クソの役にもたたない。

　エドガーは心からそう思った。

　そして、自分が大きな衝撃を受けていることに驚いた。

　エドガーにとって、レオノーラはいまいち理解しがたい人物だった。

　彼女が、エドガーという仕立て屋を気に入っていることは間違いない。

　社交界デビューに婚礼ドレスと、王族が仕立て屋を指名できる貴重な機会を二度もエドガーに使っているのだから。

　だがレオノーラはどんな時も同じ微笑みを浮かべているから、その本心を読み解くことが難しいのだ。エドガーの仕立てたドレスを纏う時も、その他のドレスを纏う時も、彼女の笑みはなにひとつ変わらない。

　ドレスのデザインにもなにひとつ口を出してきたことはない。エドガーがどんなドレスを仕立てても『素敵なドレスですね』と微笑んで受け取るだけだ。

　エドガーは、それがずっと面白くなかった。

　普通の貴婦人は、エドガーのドレスを見れば揃って頬を染め、美辞麗句の限りを尽くすものだ。

　──社交界デビューの時は、わかりやすいお嬢さんだと思ったんだけどな。

　初めて彼女がデザインの依頼をしてきたとき、エドガーはすぐにピンときた。

　彼女は理解されることを求めているのだと。

　エドガーに依頼する時点で、当時の宮廷付きたちのデザインでは満足ができなかったということだ。一流の──エドガーほどではないとはいえ、確かな腕を持った仕立て屋たちが考えたデザインなのだから、王女のドレスとして相応しくなかったということはないだろう。どれもそれなりに素晴らしいものであったはずだ。

　それで満足ができなかったということは、レオノーラが求めるものは〝王女のドレス〟ではなかったということ。

　だからエドガーは〝レオノーラ〟に最も似合うドレスを用意したのだ。

　エドガーは正直、良い気分だった。

　すでに王女のなかの王女と呼ばれるほど自分を律していた彼女が、宮廷付き仕立て屋を差し置いてエドガーのドレスを選んだのだ。それはレオノーラがエドガーのセンスを理解していたからに他ならない。

　なかなか見る目のある女だと思った。

　だから初めて顔を合わせた時には、思う存分に賞賛の言葉をかけさせてやろうと思ったのだ。

　彼女はいったいどんな言葉で自分を褒め称えるのか。さあ来いと待っていたのに、レオノーラはエドガーを前にしても、お決まりの世辞を少し言葉にしただけで、あとは静かに微笑むだけだった。

　エドガーは勝手に、自分は王女の特別な存在なのだと信じ込んでいた。

　彼女が求めるものを唯一確かに差し出せる存在だと。

　けれど彼女がエドガーに浮かべる笑みは、他の塵芥に浮かべる笑みとまるで変わらなかった。

　それがエドガーには面白くない。昔も、今も、ずっと面白くない。

　──あの婚礼ドレスで、その笑顔の裏を暴いてやれると思っていたのに。

　そう考えた時、エドガーはようやく、自分が今回の仕事がなくなったことに、ここまで苛立っている理由に気付いた。エドガーは彼女の頬を染めてやりたかったのだ。〝白百合〟なんて胡散臭い呼び名の笑顔の裏を暴いてやりたかった。

　だが、レオノーラは処刑されるのだという。

　死んでしまったら、もちろんエドガーの服を着ることはできない。エドガーの不満が解消される日は永遠にこないということになる。冗談じゃない。

「……いいですよ、王女の黒衣の仕立て、請け負います」

　エドガーは、オズミックを睨むようにしてそういった。

　いま、まだ王女は生きている。

　彼女をエドガーのドレスの前に跪かせる機会は、まだ残されているはずだった。




　レイアドルには、服飾における幾つかの特殊な文化がある。

　その一つが黒衣の存在だ。

　処刑が決まった王族には、その品位を守る為という名目で、黒衣と呼ばれる死装束を誂えることが許されている。

　刑の執行を控えた王族は、処刑の前に約ひと月、王宮の東にある塔に幽閉され、そこで自らが選んだ職人と共に黒衣を仕立てるのだ。

　王族の女性が仕立て屋を指名できる機会は、社交界デビューと婚礼時のドレス、そして黒衣と呼ばれる死装束を仕立てる時の三度だけ。つまりレオノーラはその全てを、エドガーに依頼したことになる。

　──確かに、随分顔ぶれが変わったな。

　久しぶりにあがった宮殿内部を見渡しながら、エドガーはそう一人ごちた。

　歴史あるレイアドルの王宮は、古さを感じる所もあるが、それを補って余りあるほどに煌びやかだ。センスの良さを何より尊ぶレイアドルらしく、壁の色や廊下の模様まで細かく気を使われていて、まるで絵画の中を歩いているようである。

　少し前までは、この美しい宮殿の中を着飾った宮廷人たちが行き交っていた。女官や文官はもちろん、軍人までもが纏う衣装の華やかさを競っていたものだ。

　その様子を見て、仕事を舞踏会か何かと間違えているのではないかと思うこともあったが、あれは確かにレイアドルという国らしい光景だった。

　そしていまは、同じ宮殿を歩いていてもまるで別の国のように感じる。

　すれ違う者の多くは武装をした無骨な軍人たちだ。当然、飾り気など一つもない。

　彼らは、クーデターの混乱に乗じてやってきたマランツの軍人だろう。花園に解き放たれた毒虫のように、この宮殿には異質な存在だ。

　エドガーはこれでも有名人なので、以前は顔を見る度に女官たちが黄色い声をあげていたものだが、今はそれもない。そもそも女官が殆どいないのだ。

　以前は多くいた顔見知りの姿はほぼ消えており、たまにレイアドルの人間と思わしき文官とすれ違うが、エドガーに気付く様子もなく忙しそうに走り回っている。

　──まあ、どうでもいいけど。

　所詮他人事と、エドガーは軽く顎をあげた。

　娼館に生まれ、腕一本でここまでのし上がってきたという自負があるエドガーは、愛国心というものを欠片も持ちあわせていない。危なくなればさっさと国を出るつもりなので、王宮で何が起ころうと関係がない。幸い手に職も、まとまった財産もある。後はどうぞ御勝手に、だ。

　エドガーは守衛室に向かうと、幾つかの面倒な手続きの後に、レオノーラが幽閉されている塔の鍵を受け取った。

　これからこの鍵を持って、エドガーひとりでレオノーラの元に向かう。

　不用心に見えるが、これも〝黒衣の仕立て〟という儀式のひとつなのである。黒衣の仕立ては神聖なものであり、俗世の物は立ち入ってはならないとされている。

　エドガーも、黒衣の仕立てを受けた後に教会から一時的に神父の職を与えられている。神父といっても名目的なもので、仕立て以外のことをするわけではないが。

　つまりいまのエドガーは神聖な儀式を執り行う教会の徒であり、その儀式は鍵を受け取る所から始まっているというわけだ。

　仕立ての作業も、仕立て屋と依頼人である王族の二人きりで行われる決まりだ。

　最期の瞬間まで衣服のことだけを考えていたいという、いかにもレイアドルらしい考えのしきたりだとエドガーは思う。

　エドガーは手に持った鍵を空中に投げながら、黒い瞳を細めた。

　宮殿の建物から、レオノーラが幽閉されている東の塔に行くまでには一つ門があって、そこには当然門番がいる。塔にも見張りがいるから、鍵を持っていた所で王女を逃がすことはできない。

　少なくとも、エドガーには不可能だ。

　エドガーは態度こそでかいが、喧嘩は生まれてこのかた一度もしたことがない。

　仕事の為にそれなりに体力をつけているので見た目は弱々しくみえないが、腕力はこれっぽっちもない。十三歳ぐらいの裏路地の子供には、殴り合っても絶対に勝てない自信がある。まあ──十二、いや十一……十歳ぐらいの子供ならギリギリ勝てるだろう。

　そんなエドガーが鍵一つ持たされた所で、王女さまを助け出す騎士のような真似は到底できない。もちろん鍵を持って逃げる事も無理だ。エドガーがうろちょろとできる範囲には必ず人目があるし、帰る時にも身体検査がある。

　つまりエドガーにできるのは、本当にただ、レオノーラに会って黒衣を仕立てることだけなのだ。

　エドガーは王女の顔を脳裏に思い浮かべて、ちっと舌打ちをした。

　──……王女さまはどんな顔をしているかな。

　処刑を待つ身だ。さすがの〝白百合の微笑み〟も青ざめた顔をして震えているに違いない。

　王族も貴族も平民も、死の前にはみな平等になるものだ。

　エドガーの顔を見ると、華やかしい時の自分を思い出して泣いてしまうかもしれない。

　エドガーのドレスを褒め称える為だけに存在する〝女〟という生き物の涙に心を動かされたことは今まで一度もないが、何となく、レオノーラの涙を見るのは気が滅入ると思った。

　面倒だな──なんて考えながら門をくぐり、東の塔に辿りついたエドガーは、塔の下にいる見張りに声を掛けた。「きっちり仕事してんじゃねえよ」と八つ当たり気味の文句を内心でタラタラと呟きながら、今日何度目かの身体検査を済ませる。

　塔に足を踏み入れると、すぐに石と黴かびの匂いがした。

　季節はもうすぐ春といった所だが、石造りの建物特有の冷気が足下に絡みついてきて寒い。

　まるでここに閉じ込められ、断頭台へと送られていった王族たちの恐怖と怨念が残っているようで、思わず背筋がぞっとする。そしてこんな所にあの王女が閉じ込められているのだと思うと、言いようのない怒りが胃の底をふつふつと焼くようだった。

　──まあ、これで付き合いも長いからな。

　自分の感情を、エドガーはそう理解することにした。

　直接会話をした回数こそ少ないが、付き合い自体はそれなりに長い。そういった相手が置かれた理不尽な境遇に怒りを覚えるのは、人間として当然のことだろう。自分にも人間らしいところがあったということだ。

「ふん」と鼻を鳴らし、感傷を誤魔化すように大股で塔の階段を上がっていく。

　やがて最上階に辿りつくと、エドガーは大きく息を吐いてから、目前の鉄の扉を三度叩いた。名乗るとすぐに「どうぞ」と返事がくる。

　エドガーは、初めて針に糸を通したときのような慎重さで、鍵穴に鍵を差しこんだ。

　近くで顔をみるのは二年──いや偶然に会うことは何度かあったから、一年とちょっとぶりか。順番で言えば今年の春からエドガーはレオノーラの担当になる予定だったが、そもそも春には彼女は嫁いでいくはずだった。

　──泣いてくれるなよ、頼むから。

　面倒はごめんだと、祈るような気持ちでエドガーは鍵を回し、扉を開けた。

　答えを先伸ばしにするように、すぐに顔を伏せて礼をする。

「ご無沙汰しております、レオノーラ王女殿下。エドガー・ランハートでございます」

「ええ、よく来てくれましたね」

　少なくとも、王女の声は震えていない。

　エドガーはほっとして、それから恐る恐る顔を上げ──息を呑んだ。

　シンプルな白いドレスに身を包んだレオノーラは、記憶にあるよりずっと美しい女性になっていた。

　以前会った時は、まだどこか少女らしいあどけなさを顔付きに残していた気がするが、今はまるで羽化をした蝶のようにみえる。

　エドガーは衣服のみならず、様々な物事の美醜に敏感だ。

　この世の全てが線と色の集合体に見えるというのは本当だが、同時にその並びの均整がとれているのか、そこに何を重ねればより美しくなるのかが手に取るように分かる。

　それは人間の姿形にしても同じことだ。

　美醜はエドガーにとって必ずしも善悪ではないが、それでもつい目を引かれてしまうぐらい、レオノーラは特別美しい人間だった。

　まず、全体の輪郭が美しい。

　小さな頭に、細い首、まろやかな曲線を描く肩から胸のシルエット、女神像の彫刻のような完璧な腰と尻と、そこから伸びる完璧な脚のライン。

　顔の造形もよくできていて、小さな顔のなかに、こぼれそうなほど大きなアメジストの瞳が、小さな鼻と、ぷっくりとした唇と一緒にバランスよく収まっている。

　色の具合も見事で、白金色の長い髪は極上の絹糸のように煌めき、肌の白さと瞳の美しさを際立たせている。およそケチのつけようがない。思わず近くに置いておきたいと思うほどの造形美だ。

　エドガーはこれまで、レオノーラを女として見たことがない。

　元々あまり女が好きではないというのもあるが、年が離れていて、出会った時は子供だったし、そもそも身分が違う。相手は王女で、婚約までしていたのだ。

　だというのに、いまのレオノーラの美しさには、思わず女を感じてしまうほどの迫力があった。

　しかし、いまエドガーの感情を揺さぶっているのは、そこではなかった。

「……婚礼のドレスの件は、本当に申し訳ありませんでした。どうぞこれからひと月、よろしくお願いします」

　そういった彼女が、微笑んでいたからだ。

　いままでと全く同じ、絵に描いたような王女らしい微笑みを浮かべていたからだ。

　──ふざけるな。

　エドガーは目を見開いたまま、声もなく、ただ胸のなかでそう吐き捨てた。

　なぜこの女は笑っているのか。もうすぐ断頭台へと送られる女が。その死装束を作りにきた男に。

　理解ができない。

　彼女の笑顔も、自分の腹から湧き上がる怒りの理由も。

　ただただ、全てが理不尽であるように思えて、エドガーはこの世界を盤上ごとひっくり返してやりたい衝動に駆られた。

「……エドガー？」

　言葉を失うエドガーを、レオノーラが驚いたような表情で呼ぶ。

　その時になって初めて、エドガーは自分の頬を涙が伝っていることに気付いたのだった。




　一年程前のことだ。

　エドガーはその日、王宮の庭で一人クサっていた。

　王太子の服を仕立てる為に王宮に上がったが、そこでたまたま、王弟である当時の公爵閣下に出くわしてしまったからだ。

　彼はエドガーを呼び止めると、前に仕立てた服について、あれこれと感想を述べてきた。

　やれ『あそこの刺繍の糸は違う色がよかった』だとか、やれ『ボタンはもう少し小さい方がよかった』だとか、半分はイチャモンだ。

　賢さかしら顔で分かったようなことを言い、それにエドガーが『さようでございますね』『さすがでございます』『勉強が足りませんでした』と謙へりくだるのを見て気分を良くしているのである。

　仮にも王から爵位まで賜った仕立て屋相手に分かったような口を利くなんて、普通なら恥ずかしくて死んでしまうと思うので、あれはあれで尊敬に値すると思う。しかし才能チビのクソ男に、靴の上げ底扱いされるのは毎回鬱憤が溜まるものだ。

　エドガーは少し頭を冷やそうと、王宮にある庭で休憩をすることにした。

　王宮に勤めるものたちなら誰でも入れる場所だが、その時は時間帯もあってか、エドガーの他に人はいないようだった。

　ありがたく遠慮なく舌打ちをして、四阿あずまやの側にある池に小石を蹴り飛ばす。

　背後に人の気配を感じたのは、調子よく「くたばれ、クソ野郎！」と吐き捨てた時だった。

　振り返ると、レオノーラが丸い目をしてエドガーを見つめていた。今のは、間違いなく聞かれただろう。

　──マズいか。

　これでもエドガーは紳士で通している。何と言ってもお得意様は王侯貴族の皆様であるし、そう振る舞った方が彼らの金払いがいいからだ。

　エドガーの表の顔しか知らない王女は、きっと眉を顰ひそめてエドガーの口の悪さを軽蔑するだろう。何より面倒な噂がたつのが厄介だ。品行方正な王女があれこれ吹聴して回るとは思えないが、側には侍女もいるはずだった。

「……申し訳ありません。その、エドガーを王宮の庭で見かけるのは珍しいと思ったものですから」

　だがレオノーラはなぜか謝ると、言い訳じみた説明を口にした。

　エドガーも少し冷静になって周囲を見渡す。どうやら近くにいるのは王女だけのようで、侍女たちは離れた場所から不思議そうにこちらを見つめていた。

「……彼女たちには聞こえていないと思います。婚礼ドレスのことで、あなたにだけ伝えたいことがあると言ってきましたから」

「はあ……そうですか」

　エドガーは、バツの悪い思いで頭をかいた。

　普段ならさっと膝をついて調子のいいことを捲し立てる所だが、いまの場面を見られた後では流石に白々しい。

　二の句を継げず視線を彷徨わせるエドガーに、レオノーラが笑った。

　それは普段の〝白百合〟ではなく、どこか嬉しそうな、ついこぼれ落ちてしまったような微笑みに見えた。

「……あなたにも、本当のあなたがあるのですね」

　レオノーラはぽつりと言葉をこぼすと、はっと口元を押さえ、「失礼しました」と言って去って行った。

　結局、エドガーにだけ伝えたかったという婚礼ドレスのことは、何も言わずに。


　──妙なことを思い出したな。

　色あせた木製のテーブルの上にデザイン画を並べながら、エドガーは内心で舌打ちをした。ずっと忘れていたし、そんなことがあったと気にも留めていなかったはずなのに。

「歴代の黒衣のドレスです」

　涙は目にホコリが入ったと誤魔化して、エドガーは何もなかったかのようにそう言った。

　いや、誤魔化すも何も、自分でもなぜ泣いていたのか分からないのだから、本当に目にホコリが入ったのかもしれない。そんな気もしてきた。

　レオノーラもそれ以上何も言ってはこなかったので、エドガーはこれ幸いと仕事を始めることにした。

　ずっと年下の女の前で涙を流してしまったという恥ずかしさから、腹に渦巻いていた謎の怒りも収まり、頭も随分冷えている。

「……思ったより、色々あるのですね」

　レオノーラは向かいの椅子に座ると、驚いたような表情でデザインを見比べた。

　エドガーはその様子を少し見つめてから、気付かれない程度のため息をつき、そしてやり場をなくしたように部屋を見渡した。

　──当然だろうが、殺風景だな。

　室内は外から見るよりは広く、間取りもきちんと壁で区切られていて、寝室も別にあるようだった。だが今いる部屋にはテーブルと椅子が二つ置かれているだけで、花の一つもない。窓もあるにはあるが小さくて日当たりが悪く、嵌められた鉄格子がとても嫌な感じだ。

　罪を犯して処罰を待つ者の幽閉先としては十分すぎる気もするし、王族用と考えると寂しい気もする。

　──しかし、決まりとはいえ、王女さまが男と二人きりになるっていうのはどうなんだ。

　どうせ先のない身だから何かあっても仕方ないということだろうか？

　まあ、ここに捕らえられた王族が直接仕立て屋を選ぶのだから、そうそう信頼できない者が来ることもないのだろうが。

　エドガーは、何となく落ち着かない気持ちで眉を寄せた。

　ちなみに窓近くの天井からは紐が垂れているので、おそらく天井裏に鐘があって、何かあった時にはあれを引いて見張りを呼べるようになっているのだろう。テーブルの上にも、とてもよく響きそうなベルが置かれている。

「生地の色は、黒でなくても構わないのですか？」

　ぼんやりと考え事をしていると、ふいに王女から質問が来て、エドガーは慌てて笑みを浮かべた。

「ええ、黒衣というのは名称だけで、これまでも色んな色のドレスを仕立てているようですよ」

　エドガーも知らなかったので、今回調べてみて驚いた。

「五十年前に異母姉を殺めて処刑された王女メオリアはベルベット生地の深紅のドレス、三十五年前に愛人や恋敵を毒殺し、さらには王をも手に掛けようとした悪女ルミネは、ドレスの長い引き裾に華やかな孔雀の尾の刺繍を施していたとか」

　そもそも王族の女性が処刑された例が少なく、生地や刺繍の柄まで詳細に残っているのはその二人ぐらいだ。よほど当時の人間も衝撃的だったに違いない。

「そういえば、そんな話を聞いたことがあるような……」

　レオノーラは口元に手をあてて話に相づちをうっている。

　あまりに普段通りの様子に、エドガーの治まりかけていた腹の虫がまた騒ぎ始めた。

「ただパニエは使用できません。断頭台でうつ伏せになるときに邪魔になりますから」

　だから、強くその時を連想させる言葉を使ったのは、エドガーの完全なる八つ当たりだった。

　自分でも何に腹が立つのかよく分からないが、少なくともこの王女は、もっと悲嘆に暮れているべきだと思った。泣いて、青ざめて、黒衣のデザインを破り捨て、平然とそんなものを用意したエドガーを怒るべきだ。

　だがレオノーラは、わずか一瞬息を詰めたものの、すぐに表情を笑顔に戻して頷いた。

「ええ、そうですね。一度しか着ないものですから、私にはそれほど高価なものや、華やかなものは必要ありません。王室の品位を落とさない程度のもので……」

「王室の品位……」

　──なんだそりゃ。

　もはや自分を抑えることができず、エドガーは鼻でせせら笑った。

　王家の都合に振り回されて、恐らくは何も悪いことなどしていないのに、殺されかかっているというのに、この期に及んでまだそんなことを言っているのか。この女は。

　まだ最期に好き勝手ドレスを仕立てた、歴代王女たちの気持ちのほうが理解できる。

「……これからその王家に殺されるっていうのに、まだそんなものを守る必要があると？」

　エドガーは口端をつり上げてそう言った。

　十も年の離れた、近く死を控えた女相手にかける言葉ではないという自覚は、頭の隅にあった。彼女にはもっと優しい言葉をかけ、あらゆる恐怖を和らげてやるべきだ。黒衣の仕立てとは、本来そうあるべきだろうと。

　けれどエドガーは、どうしても納得ができない。

　何がというなら何もかもだが、今はまずこの女の態度がだ。

　たとえ傷つけてでも、レオノーラの本音を聞き出したいという自分勝手な欲求を堪えることができない。

　それなのに──それでもレオノーラは微笑みを崩さなかった。

　王女らしい柔らかな笑みを浮かべたまま、毅然とエドガーを見つめてうなずいた。

「ええ、それが王家に生まれるということだと……私はそう思います」




　外から聞こえていた叩き付けるような雨音が、扉の開く音と共に一瞬大きくなる。

　がらんとした店内でソファに横になっていたエドガーは、ゆっくりとそちらに顔を向けた。

「……オズミック」

「何だ、エドガー。随分荒れてるじゃねえか」

　それはよれた服を着て昼寝をするエドガーのことを言っているのか、それとも片付けもせずに散らかした店内のことを言っているのか。

　まあ両方だろうと思いながら、のろのろと体を起こす。

「……納期の迫った仕事があるもんでね」

　エドガーは、ちらとテーブルの上に視線を向けた。そこにはデザイン画やら型紙やらが乱雑に置かれている。全てレオノーラの黒衣のものだ。

「これが王女の黒衣か？」

　オズミックがデザイン画を手に取って眉を寄せた。

「これぐらい、お前なら一週間もあれば仕立てられるだろう。何をもたもたしてやがる」

　舌打ち混じりに言われ、エドガーは両目を揉むように手の平で覆った。

「仕方ないでしょう。王女が自分で刺繍をしたいっていうんだから」

　初めてレオノーラの元を訪れてから一週間──。

　打ち合わせの結果、ドレスは白色の絹地を使ったシンプルなデザインに決まった。

　レオノーラからは『王家の品位を落とさないもの』という他に希望がなかったので、エドガーから『白の絹地を使ってはどうか』と提案をした。清廉な白色は〝王家の品位〟を保つに相応しく、彼女の美しい肌にも合う。

　彼女は初め〝黒衣〟ということで黒色のドレスにすることも検討していたようだが、それを口にした後、少し考えてから自分でそれを撤回した。『社交界デビューの時に着たドレスの色だから』と微笑んで。

　そうしてすんなりとデザインは決まったのだが、まだ縫製には入っていない。

　理由はオズミックに述べた通り、レオノーラがドレスの裾に刺繍を入れたいと言い出したからである。

　そもそもエドガーは、今回の黒衣は自分ひとりで仕立てるつもりでいた。

　黒衣は王族と共に仕立てるという決まりだが、これまでの例を見る限り、実際はデザインや生地の相談をするぐらいで、あとは仕立て屋が持ち帰って作業をしていたはずだ。針子も使っていただろう。でなければ期限内に仕上げるのが難しいデザインや刺繍柄のものがあった。

　だが規則上、レオノーラが自分で刺繍をしたいと言い出せば断ることはできない。

　レオノーラが希望したのは簡単な図案であったし、エドガーも手伝うので、期限に間に合わないということもない。

「それで、毎日のように王女のところに通っているってわけか？」

　呆れたようにオズミックが言う。

「王宮で噂になってるらしいぞ。お前がレオノーラ王女に入れ込んでいるってな」

「……知るか、文句ならそれこそ王宮の奴らに言いやがれ」

　エドガーは本心からそう答えた。

　確かにエドガーは、ほぼ毎日レオノーラの元に通っている。

　記録を見ると、これまでの仕立て屋は週に一度塔に通う程度だったようなので、今回のエドガーは異常なのだろう。

　だがそれは、全て王宮の規則のせいだ。

　なにせ針と鋏はさみは、持ち込みはできるが置いて帰ることができない。

　つまり王女は、エドガーがいる時にしか刺繍ができないのである。

　そのことをしっかりと説明し、見張りにも毎回刺繍の道具を見せている。

　──オレだって、いい迷惑だ。

　足繁くレオノーラの所に通っているせいで、エドガーは何をしている時もつい、彼女のことを考えてしまう。刺繍をしている手元をよく見ているせいか、目を閉じていても、彼女の白く細い指先や、小さな爪が頭に浮かんで離れない。

　エドガーが塔にいる間、レオノーラはずっと刺繍をしていて殆ど喋ることはないが、時折ふと思い出したように話しかけてくることがあった。それは大体これまでエドガーが仕立ててきたドレスのことで、『あの時のドレスのデザインはどうやって思いついたのか』だとか、『あの方が無理な期日で仕立てを依頼したと聞いているが、どう乗り切ったのか』だとか、レオノーラが気に留めているとは思ってもみなかった話ばかりだ。

　彼女は、考えていたよりもずっとエドガーのことを気に入っていたのかもしれない。話をしていくうちに、そんな風にも思うようになった。そしてその度に、腹の底に澱のようなものがたまっていく。少なくとも、勝ち誇った気分にはほど遠い。

　つまりエドガーにとって、今のレオノーラに会うのはあまり気分のいいことではなかった。

　週に一度程度の面会で済むなら、そのほうがいいに決まっている。

「……なるほど。この程度の刺繍の図面で、お前が手伝っても毎日行かなくちゃ間に合わないというなら、レオノーラ王女はよほど不器用なんだろうなあ」

　オズミックが刺繍の図面を手に取り、含みをもたせたように呟く。

　エドガーはチッと舌打ちをして、側の椅子を蹴り飛ばした。

「何が言いたいんだよ」

「……あまり情をかけると、後が辛いだけだってことだ。お前は自分が思っているより、他人を切り捨てることが上手くない」

　ああ、そりゃどうも。大きなお世話だクソ野郎。

「いいか、エドガー。黒衣はあと一週間で仕上げろ。そしてその後は荷物をまとめて国を出ろ。十日後にウチから行商隊を出すから、それに紛れて行け。国を出た後はアナンテアへ向かえ。取引先の商家に、落ち着いたらそっちでお前が店を出せるように話を通してある」

　命令が多すぎて渋滞している。

　エドガーはオズミックの言うことを少し考えてから、眉を寄せた。

「……レイアドルは、もうそんなにマズい状況なのか？」

「ああ。軍部はすでにマランツ派が制圧していて、どうやら国内にアナンテアの兵は残っていないらしい。国境ではすでに小競り合いが発生しているって話だ。アナンテアはいま別の国との戦争中だから、そっちとある程度カタがつき次第、うちに攻め入ってくるだろう。そう遠くないうちに、レイアドル国内で戦争になる」

　軍部でどういうやり合いがあってそんなことになったのかは、いち仕立て屋には興味も関係もないことだが、確かに情勢はかなり緊迫しているようだ。

「すでに入出国の取り締まりはかなり厳しくなっている。お前はそれで有名人だからな。国を出るなら、仕立ての儀までが勝負だ」

　──ああ、仕立ての儀か。

　エドガーは俯いて顎を撫でた。

　仕立ての儀とは、五年に一度行われるレイアドルの式典の名だ。同盟国の使節団がやってきて、レイアドル王に外交大使の礼服の仕立てを依頼するのである。

　独特な文化だが、かれこれ百五十年以上続く伝統ある儀式だ。

　期間は三日で、その間に代わる代わる同盟国の使節団がレイアドルへやってくる。

　今年はその年だが、何しろ血生臭い政変のあった直後だ。例年通り行うのかは議論もあったようだが、長年続いた儀式であることと、新王に友好を示す国をはっきりさせる為に決行することにしたらしい。

　もちろん例年のようなお祭り騒ぎにはならないだろうし、やってくる使節団の長もマランツの同盟国のみになるだろう。

　だがそれが終わるまでは、国境の封鎖はできない。国を出るならそこまでが勝負ということだ。

「……オズミック、あんたはどうするんだ？」

「オレは、これでもガドリン商会の代表だからな。尻尾巻いて逃げるわけにはいかねえだろう」

　確かにオズミックが国を出れば、その瞬間からレイアドルの経済は混乱するだろう。国家を支える三商会の代表には、それだけの影響力がある。

　──だからって、国と心中するのか。馬鹿らしい。

　エドガーは頭を抱えて俯いた。

　どいつもこいつも──そう思ったときに浮かんだのはやはり、一人の女の白い顔だった。

　オズミックが「分かったな」といって刺繍の図面をテーブルに投げ捨てる。エドガーはそれを胡乱な目で見つめながら、ぼそりと口を開いた。

「……なあ、オズミック。レオノーラ王女は本当にアナンテアに軍事情報を売っていたと思うか」

「さあな。誰もがまさかとは思っているだろうが、真実はわからねえ。裁判で有罪になったということは、それなりに証拠もあったんだろう。……案外、何十年後かには、国を滅ぼした悪女として名を残しているかもしれねえな」

　悪女。あの王女がか。死が迫って尚、国と王室のために微笑み続けるあの女が。

　非常に馬鹿らしい妄想に思えたが、死ぬというのはそういうことだ。生者の都合のいいように記憶や記録を改ざんされても、文句をいう口もない。

　あまりの憂鬱に胃がずんと重たくなった時、ふいに店の入り口から声が聞こえた。

「王女殿下は無実ですよ」

　振り向けば雨に濡れた黒い外套を纏い、目深にフードを被った男が二人そこに立っている。

　いつの間に店に入り込んでいたのか。オズミックと話しこんでいた所為で全く気づけなかった。

「レオノーラ王女殿下は、レイアドルを愛しておられた。そんな方が、たとえ嫁ぐ先であったとしても、国を売り渡すような真似をするはずがない。……違いますか？」

「……誰だ？」

　エドガーは問いに答える代わりに首を傾げた。

　すると喋っていた男がフードを外し、エドガーに向かって微笑みかけた。

「失礼いたしました。アナンテア国王太子の使いの者です。あなたがエドガー・ランハート。レオノーラ王女が選んだ黒衣の仕立て屋ですね？　そして、そちらはガドリン商会のオズミック殿」

　アナンテア！

　エドガーは床を蹴るようにして立ち上がった。心臓が壊れたように早鐘を打っている。

　──王女を助けに来たのか！

　アナンテア王太子の使いが、黒衣を仕立てるエドガーに会いに来る理由など、他に考えられない。きっと何らかの協力を求めにきたのだろう。

　エドガーは「遅っせえよ！」と怒鳴り散らしたい気持ちを抑え、慎重に男を睨み付けた。

　まずは話を聞くべきだというぐらいの理性はある。協力するか決めるのだってそれからだ。

「……それがどうした」

　エドガーは男二人を睨み付けるようにしてそう言った。

　使いと名乗った男は、よく見ればやけに整った顔をしていた。鮮やかな金色の髪に、形のいい目にピタリとはまった深い青色の瞳。甘やかな顔つきだが品が良く、立ち姿からして育ちがいいのが分かる。

「あなたを信頼して、王女殿下に渡していただきたいものがあります」

　──渡していただきたいもの？

　助け出す段取りを書いた手紙か何かか。

　エドガーは思わず顔をしかめた。

「手紙を届けるのは無理だぞ。厳しい身体検査があって、仕立てに関係のないものは一つも持ち込めない」

「……これならどうです？」

　使いの男はそう言うと、エドガーに近付き、胸元から小さなブローチを取り出した。

　赤いルビーのはまった、見るからに高価で貴重と分かる代物だ。だが王女を救い出すのに役立つようには見えない。

　──これが王女を救う際の、何かの合図になるのか？

　訳がわからず首をひねるエドガーに、男は静かに言葉を続けた。

「これなら、黒衣の飾りだといえば持ち込めるのではありませんか？　このブローチは亡くなったレイアドル王妃……レオノーラ王女の母君が、妹であるアナンテア王妃に贈ったものです」

　アナンテア王妃は、亡くなったレイアドル前王妃の妹だ。

　レオノーラにとってアナンテア王妃は叔母であり、婚約者だったアナンテア王太子は従兄弟にあたる。

「このブローチの宝石は、レイアドル前王妃が子供の頃から大切にしておられたもので、王女にとっては母君の形見になるはずです。我が国の王太子から、少しでも心の慰めになればと……」

「待て」

　黙って話を聞いていたエドガーは、そこで思わず口を挟んだ。心の慰め？　それはつまり……。

「お前たちは、レオノーラ王女を助けに来たわけじゃないのか？」

　全身の血が一気に冷えていくようだった。

　エドガーの問いかけに、使いの男は驚いたように瞬きをした後、はっきりと頷いた。

「ええ。アナンテアがレオノーラ王女殿下を助けることはありません」

　強い口調で断言されて、エドガーは一歩前に足を踏み出した。

「……なぜだ？　レオノーラ王女は、お前らの国の王太子妃になるはずだったんだぞ」

「はずだった……その通りです。すでに婚約は一方的に破棄されている。いまやアナンテアにとって、レオノーラ王女は敵国の姫に過ぎません」

「敵国の姫って……」

「このブローチは、レオノーラ王女と血縁のあるアナンテア王妃と王太子の、個人的な感傷による贈り物です。アナンテア国自体には、レオノーラ王女を助ける理由は一つもない」

　使いの男は青い瞳を僅かに揺らし、さらに言葉を続けた。

「なにより、助ける手立てがありません。レイアドルに駐在していたアナンテア兵はすでに撤退している。元々アナンテアはいま別の国と交戦中で、レイアドルには殆ど兵を置いていませんでした。その隙をマランツに突かれたのです。一からレイアドルに軍を進めるにはまだ少し時間がかかる……とてもレオノーラ王女の処刑までには間に合わない」

「……別に、軍を使わなくとも、少人数で忍び込んでとか……あるだろう」

　いつの間にかエドガーの口の中はカラカラに乾いていて、絞り出した声も上ずっていた。

　使いの男もまた、憂鬱そうに首を横に振る。

「……王女が幽閉されているのは王宮の奥ですよ。いまはアナンテアの人間がレイアドルに入国するだけでも難しく、王宮に出入りができるのも、あなたのような例を除けば、マランツ派であることを証明できる人間だけです。それでどうやって王宮に忍び込み、さらに見張りの目を盗んで王女を助け出すというのです。アナンテア派の貴族や官僚はみな王都を追い出され、協力を仰げる人間もいない。しかも塔の鍵は厳重に管理をされていて、定められた人間以外は入手できず、隠し場所も分からないときている」

　──随分詳しいな。

　もしかすると、彼らも一度はレオノーラを救う術があるかと考えたのかもしれない。

　だとしても、そんなことは何の慰めにもならないが。

「……少なくともアナンテアの王太子は、個人的な感情で無謀な救出を試み、自国の兵士を危険に晒すつもりはありません」

　エドガーはそれでも何か言い返そうと口を開いたが──何も思い浮かばずにそのまま口を閉じた。

　ため息をついて頭を抱え、しばしの沈黙の後にこぼれ落ちたのは、自分でも嫌になるほど情けない声だった。

「……だからって、何もせずに見捨てるのか。王太子にとっちゃ、もうすぐ……あとひと月もしないうちに、結婚式を迎えるはずだった女じゃないのか！」

　そうだ。アナンテア王太子との結婚式があともう少し早ければ、レオノーラ王女が処刑されるなんてことにはならなかった。せめて少しぐらい、あがいてやってもいいではないか。

「……我が王太子殿下は、レオノーラ王女を愛していらっしゃいました」

「なら、何か……！」

「ですがエドガー、責任は愛よりも重たいのです」

　どこかで聞いたような言葉に、エドガーは小さく体を震わせた。

『それが王家に生まれるということだと……私はそう思います』

　脳裏に蘇る王女の声にかぶせるように、使いの男が言葉を続ける。

「レオノーラ王女殿下は、そのことを誰よりも分かっていらっしゃる方です。王太子殿下のお気持ちも、きっとご理解くださることでしょう」

　打ちのめされるとは、きっといまのエドガーのような事をいうのだろう。

　声もなく項垂れるエドガーの肩を、それまで黙って話を聞いていたオズミックが慰めるように叩いた。

「すみませんね、アナンテアの使いの方がた。こいつは随分、レオノーラ王女殿下に肩入れしちまっているみたいで……」

「……いいえ、だからこそ王女も彼を選んだのでしょう」

　どことなく、オズミックと使いの男との間に流れる空気は親しげだ。エドガーはふと、この二人は顔見知りなのではないかと思った。オズミックはアナンテア王家とも取引をしていたから、王太子の使いと知り合いであってもおかしくはない。

「ランハート殿、どうかこれを王女に」

　使いの男が、テーブルの上にブローチを置いてそう言った。

「我々も、せめて少しでも長く王女の傍に……。仕立ての儀が始まるまでは、この国に留まるつもりでいます」

　男はそう言い残すと、もう一人と共に店を出て行った。

　エドガーは扉が完全に閉まるのを待ってから、テーブルの上に置かれたブローチを手に取った。

　──こんなものが……。

　こんなものが、一体なんの役に立つ。死ぬまでの僅かな時間を心穏やかに過ごせるように。そんなことが、彼女の為にできる唯一のことだというのか。

　──ふざけるな！

　エドガーは癇癪を起こした子供のようにブローチを投げ捨てようとして──握りしめた。

　こんなもの捨ててしまえと思うのに、できない。代わりに壊れたように涙が溢れてくる。嗚咽を殺して体を震わせるエドガーの頭を、オズミックが背後からぽんと叩いた。

「……いい黒衣を仕立ててやれ。お前にできるのはそこまでだ。エドガー」




　エドガーの母は娼婦だった。父はその客のひとりだろうが、どの種が当たったのかは分からない。母は呑気な女で、妊娠が分かった時にはすでに堕胎ができないほど腹が膨れており、産むしか選択肢がなかったのだという。

　だが、エドガーは決して愛されなかったわけではない。母は娼館に住み込みの娼婦だったが、エドガーを捨てることはせず、無理を通して手元で育てた。仕事が終わるとよく自分を膝に乗せ、歌をうたっていたのを覚えている。

　少し物事が分かりだしてくると、エドガーはそのまま娼館で下働きをするようになった。

　最初は掃除やらの雑用ばかりだったが、エドガーの手先が器用なことが分かると針子の仕事も任せられるようになった。

　娼館という場所は流行を知るのにうってつけの場所で、華やかなドレスを間近で見ることもできた。

　エドガーは独学で服の作りを理解し、七歳の時に初めてドレスを仕立てた。娼婦が捨てたドレスの生地を再利用し、端切れを集めて作った、母の為のドレスだった。

　母はもちろん手を叩いて喜んだ。エドガーは嬉しくなって、それから二年の間に五着のドレスを仕立てた。母は毎回「上手」「すごい」「エドガーは天才ね」と褒め称えてくれた。

　だが結局、母は一度だってエドガー以外の前でそれを着ることはなかった。

　仕事に着ていくのは店が用意した派手なドレスばかり。

　最初のドレスはともかく、最後に作ったドレスは後から思い返しても中々の出来だったし、母に似合ったはずだ。けれど母にとっては所詮、子供が作ったものにすぎなかったのだろう。

　母はエドガーを愛していたから、エドガーの作る物ならなんだって喜んだ。ただそれだけのことだった。その善し悪しを判断するほどの感性は母になかったのだ。

　そのことを理解すると、エドガーは途端に全てがつまらなくなった。母のことを、見る目のない馬鹿な女だと思った。これまでに作ったドレスも無意味に思え、母が仕事に出ている間に全て捨ててやろうと決めた。

　オズミックと出会ったのは、ちょうど裏路地のゴミ捨て場にドレスを投げ捨てた時だ。

　当時すでにガドリン商会の跡継ぎとして悠々自適の生活をしていたはずのオズミックが、なぜ娼館のゴミ捨て場にいたのかは知るよしもないが──彼はエドガーが捨てたドレスを見て眉を上げた。それをどうしたのか、なぜ捨てるのかと訊ねられ、エドガーは「自分が仕立てた服で、もう必要がなくなったから捨てた」とだけ答えた。

　オズミックはすぐにエドガーの才能を認め、ガドリン商会の工房で見習いができるように取り計らってくれた。母は「さすが私のエドガーだわ」と喜んだが、エドガーの胸には白々しいものが残ったままだった。

　それからエドガーは必死に仕立ての技術を学んだ。オズミックからは、娼婦の息子であることは言うなと口止めをされた。曰く「お前はいつか王侯貴族の服を仕立てるようになるから」と。だからオズミックに引き取られて以降の知り合いで、エドガーの出自を知るものは誰もいない。ガドリン商会の力を使って新たな戸籍も用意されたので、気付く者もいなかっただろう。王でさえ騙せたから、エドガーは後に貴族になれた。

　そしてオズミックの元で働くようになって数年が経ち、ある程度暮らしが立てられる様になった頃、エドガーは母を迎えに行った。オズミックは「出自がバレるかもしれない」といい顔をしなかったが、いくら感性が悪かろうと母は母だ。だが久しぶりに会った母は、娼館の隅で死にかけていた。

　聞けば随分前から病を患っていたが、医者にかかることをせず弱っていったのだという。

　エドガーも仕送りをしていたから、医者にかかる金がなかったということはないはずだ。なぜこんなになるまで母は我慢をしていたのか。エドガーが困惑していると、母は別れた日と同じ笑顔を浮かべ、枕の下に隠していた金を取り出してこちらに押しつけてきた。ただ一言、「あなたに服を仕立ててもらいたくて」と告げて。

　服の善し悪しも分からないくせに、薬も飲まずそんな金を貯めてどうするのか。

　母を心底馬鹿だと思ったし、くだらない女だと思った。

　だが、母の最後の願いを聞いてやらないほど薄情にもなれなかった。

　エドガーは仕方なく母の為のドレスを仕立てた。昔とは比べものにならない出来の、一流のドレスだ。社交界に着ていっても恥ずかしくないぐらいに。

　だというのに、それを受け取った母が浮かべた笑みは、エドガーが子供の頃に作ったドレスを受け取るのと全く同じものだった。母の愛は最後まで無償で、無邪気で、だからこそエドガーには意味がないものだった。

　そして、すでに起き上がることもできなかった母は、そのドレスに袖を通すことなく死んだ。

　母は結局、最後までエドガーに笑顔以外を見せなかった。自分は母の笑っている時以外の顔を知らない。そのことに気付いた時、エドガーは初めて少しだけ泣いた。母を嘘つきだと思った。辛いことばかりの人生だったくせに。

　──女の笑顔は信用ができない。

　エドガーが女の笑顔を苦手に思うようになったのは、多分、それからだ。


「エドガー？」

　くだらない夢を見ていたエドガーは、名前を呼ばれて薄く瞼を開いた。

　塔に黒衣の仕立てに来ていたが、王女の手元をぼんやりと眺めている間にうとうととしてしまっていたらしい。仕事中の居眠りはさすがに気まずく、エドガーは頭を下げた。

「……申し訳ありません」

「いえ……私の方こそ。きっとあなたに無理をさせているのでしょうね」

　王女はそう言うと、申し訳なさそうに目を伏せた。

「ここに来るようになってから、あなたは目の下にクマができて、やつれているように見えます。他の仕事も抱えて、寝る暇もないのでしょう？　刺繍なら間に合わなくても構いませんから、毎日来なくても……」

「大丈夫ですよ」

　王女の言葉を、エドガーは軽く一蹴した。この時勢で新たに服の仕立てを依頼してくる者もいないので、他に抱えている仕事なんてない。エドガーがやつれているのは、単に夢見が悪いからだ。

　王女はあまり納得のいっていない顔で頷いてから、再び刺繍を進めはじめる。布地に針を刺す手つきは、淀みなく滑らかだ。

　──ああ、認めるさ。

　エドガーは手にブローチを握りしめながら、内心でそう吐き捨てた。

　もう認めるしかない。エドガーは確かに、レオノーラに特別な感傷を抱いている。

　エドガーの心の中にはざらついた部分があって、レオノーラはそこに触れる存在だった。

　多分、出会った時からエドガーはレオノーラが気になっていた。その笑顔が偽物であるように見えて、その裏を知りたいという想いを常にどこかで抱えていたように思う。

　彼女が美しく成長していくにつれて、その想いのなかに濁りのようなものが混ざっていったのも事実だ。エドガーは常に王女であろうとするレオノーラを国民として尊敬していたし、時折──本当に時折見せる普通の女としてのレオノーラをもっと知りたいと思っていた。

　だがその感情は、彼女が結婚をして幸せになってくれたなら、それ以上には決してならないはずのものだった。幸せにさえなってくれれば、それで良かった。十分だった。幸せにさえなってくれたなら。

　──こんな想いに、生涯気付かずにいられたのに。

　エドガーは運命を呪いながら、ブローチをテーブルの上に置いた。

　小さな窓から僅かに差しこむ光に、赤い宝石が煌めく。

　レオノーラは作業の手を止めて、首を傾げた。

「それは？」

「アナンテア王太子からの預かり物です」

　エドガーは出来る限り淡々とした口調で、ブローチを受け取るに至った経緯を説明した。

　昨日使いの者がエドガーに会いに来たこと、これがレオノーラの母の形見になること。

「……せめて、殿下の心の慰めになるようにと」

　それで、きっとレオノーラには分かっただろう。

　ブローチが彼らからの餞別の品であること。そして、彼らが自分を助けにくることはないということを。

「そうでしたか……。届けてくれてありがとう、エドガー」

　レオノーラはそう言ってブローチを手に取ると、日にかざすように掲げた。その表情は、少なくとも誰かを恨んでいるようには見えないし、穏やかに見える。

　エドガーは彼女の指先に触れたいと思った。冷たくなっているのではないだろうか。本当は震えだしそうなのを、必死に堪えているのではないのか。けれど王女の肌に、仕立て屋が触れることなど許されない。

「……アナンテアは、あなたを助けにこないということですよ」

　気がつけば、エドガーの口からはそんな言葉がこぼれ落ちていた。

　また余計なことを──と後悔がよぎらないではなかったが、謝罪をする気にもなれなかった。本当のことだからだ。アナンテア王太子の言うことはつまり、「そのブローチをつけて死ね」ということではないか。

　──怒れよ。

　助けにこない元婚約者に。余計なことを言う仕立て屋に。

　だがレオノーラは、ただ困ったように眉を寄せるだけだった。

「当然のことです。私ひとりのために、大勢を危険にさらすわけにはいかないのですから」

　そして、そんな決まりきったことを口にする。

　──ああ、そうか。

　エドガーはようやく理解した。

　そう、決まりきったことだったのだ。王女は死ぬ。あとひと月もしないうちに断頭台へ送られて、この世から消えてしまう。皆が分かっていて、すでに諦めている。レオノーラ本人でさえも。納得をしていなかったのはエドガーだけだ。エドガーだけが諦めきれずにいる。

　──だが、オレが諦めなければ何かが変わるのか？

　エドガーとて、自分に出来る手は尽くしていた。

　宮廷付きという仕事の伝手を辿り、協力者を得られないかと方々探ってはみたのだ。

　だがアナンテアの使いが言った通り、アナンテア派の貴族は多くが粛正され、生き残った者もすでに王都には残っていなかった。政変はあまりに突然であったし、そこからまだ日が浅い。王女を助けたいという思いを持つ貴族は多いだろうが、今は誰もが自分の身を立て直すのに精一杯なのだ。

　結局の所、エドガーもアナンテアの王太子と変わらない。

　いや、他人の力を当てにするしかない分、自分のほうがずっとくだらない。

　エドガーはどこまでいってもただの仕立て屋で、王族のような権力もなければ、騎士のように剣を振るうこともできない。いくら上手に服を仕立ててみせても、女を牢から救い出すことはできないのだ。

　自分の無力さに愕然としていると、王女はそっと、秘密の箱を開けるように口を開いた。

「私は十分です。こうして……心に想った方が、私のことを気にかけてくれているのだから」

　──心に想った方？

　何のことだと、少し考えてから「ああ」と納得した。アナンテア王太子のことに決まっている。

　王族同士の政略結婚だからといって、愛が芽生えないということはない。特に二人は従兄弟同士で交流もあっただろうし、現に王太子もレオノーラのことを愛していると言っていた。順調に進めば、二人は愛し愛される夫婦になっていたのだろう。

　そう考え至った時、エドガーの胸を理不尽なまでの痛みが襲った。

　──勘弁してくれ。

　この痛みは何だ。愛し合う二人が引き裂かれる、残酷な運命に胸を痛めているのか？　それとも。

　──やめてくれ、もう十分だ。

　エドガーは祈るように頭を抱えた。頼むから、これ以上自分に余計なことを気付かせないでくれ。

　──もういいだろう、本人だって状況を諦めているんだ。受け入れろ。理解しろ。王女はもうすぐ死ぬ。

　自分に言い聞かせていると、ふいにオズミックの言葉が脳裏に蘇った。

『いい黒衣を仕立ててやれ、お前にできるのはそこまでだ』

　そうだ、その通りだ。

　自分は王女の黒衣をあと六日で仕上げる。その後は、オズミックの言うとおりこの国を出ればいい。

　エドガーは彼女が手に持つブローチへ視線を向けた。

　ブローチには針がついているが、短く弱いものなので危険はないと、ここへ置いていく許可は得ている。

　アナンテアの使いが言っていた通り、ここで過ごす残り短い日々の心の慰めになることだろう。

　エドガーは世界から光を消し去るようにきつく目を閉じた後、静かに口を開いた。

「……そのブローチは、きっと黒衣に合うと思います。最後に胸元につけましょう」

　それは自分で笑ってしまうほど、仕立て屋らしい台詞だった。




　その日から、エドガーの胸はつかえがおりたようにすっきりとした。やるべきことがはっきりとしたからだろう。人間諦めが肝心とはよくいったものだ。

　王女の為に黒衣を仕立てる。それが仕立て屋として、彼女のためにできる唯一のことだった。

　レオノーラの前でも、自然に振る舞えるようになったと思う。

　自分をきちんと取り繕い、まるで紳士であるかのように接することができるようになった。レオノーラの話に笑顔で頷き、時に優しい言葉をかけ、質問に冗談を交えて返す。彼女が残された時間を少しでも楽しく過ごせるように、正しいことができている。

　二日前には侍女を呼び、仮縫いを終えたドレスの試着も行った。白くすっきりとしたシルエットのデザインに、楚々とした刺繍を裾にいれたドレスは、レオノーラにとてもよく似合った。自分でも感心するほどの出来だ。

　きっと神さまも、この服を着てきた彼女を温かく迎えてくれることだろう。

「おい、エドガー」

　気がつけば、レイアドルからの出国は明日に迫っていた。

　その日の午後、完成したドレスを王女のところへ持って行くために準備をしていると、オズミックが店にやってきた。

　このご時世に、人の店にちょこちょこと顔を出す暇があって結構なことである。

「……暇なんですか？」

「馬鹿言え！　お前の準備ができてるか確認しに来たんだよ！　分かってるんだろうな、行商隊を出すのは明日だぞ」

「分かってますよ」

　肩をすくめて、飄々と頷く。

　オズミックは胡散臭そうに顔をしかめたあと、疑わしげに店内を見渡し、あらかた片付けられているのを確認して頷いた。

「ちゃんとやってるじゃねえか」

　だからそう言ってるじゃねえか。その耳は飾りかよ。

「……ん？　おい、なんであのドレスがまだそこにある」

　だがオズミックはそこで、部屋の隅にかけたままのレオノーラの婚礼ドレスにめざとく気付いたようだった。

「あれはこっちで処分していいって言われているんだろう？　金になるから荷物に詰めとけと言ったはずだぞ」

「……分かってる。まだ、忙しくて……手をつけていないだけだ」

　エドガーは軽く視線を彷徨わせて返事をした。

　オズミックが舌打ちをしてエドガーの肩を掴む。

「おい……馬鹿なことは考えるなよ。今日はその黒衣を届けたらすぐに帰ってこい」

「だから……！　分かってるって言ってるだろうが、しつこいんだよこのハゲ！」

「分かってるって顔じゃねえから言ってんだろうが、クソガキが！　死人みたいな顔をしやがって！」

　誰が死人みたいな顔だ。ふざけんな。今はこんなにもすっきりとした気持ちだというのに。

　エドガーはオズミックの体を片手で押しのけると、もう一度「分かってる」と繰り返した。

　黒衣を衣装用の箱に詰め、オズミックを振り切るように店を出る。

　──分かってるさ。レオノーラ王女に会うのは、今日が最後だ。

　そう自分に言い聞かせながら王宮に向かう。

　そしていつものように守衛室に鍵を受け取りに行った時、教会の神父とすれ違った。王宮に神父が来るのは珍しい。エドガーもいまは一応神父の肩書きだが、教会の仕事は本物にしかできない。豚──新陛下が心を入れ替えて告解でもするのだろうか。

「……あれは？」

　守衛室の兵士に、なにげなく訊ねる。

　彼は元からのレイアドルの兵士で、マランツ派としてここに残っている。

　そのためエドガーの事もよく知っていて気安い。

「ああ、レオノーラ王女のところへ来られていた教会の神父さまですよ。今日は断髪の日でしたから」

「……断髪の日？」

「女性は……ほら、断頭台にのったあと、髪が邪魔になるでしょう？　ぼくも知らなかったんですけど、王族の方が処刑をされる時には、こうして少し前に髪を切って教会に納めるんですって」

　初耳だった。レオノーラからも、こういう儀式があるとは聞いていない。いや、彼女も知らなかったのかもしれない。元々処刑の段取りを詳しく知っていたとも思えないし、今の彼女に親切に教えてくれる者もいなかっただろう。

　エドガーは鍵を受け取ると、殆ど走るようにして塔へ向かった。急く気持ちで身体検査を受けて、塔の階段を駆け上がる。いまレオノーラがどんな気持ちでいるのかを考えると、一刻も早く彼女の元に行かなければと思った。

　エドガーはいつものように名乗ることも忘れて、震える手で鍵を回し扉を開け放った。

「エドガー？」

　窓辺に立っていたレオノーラが、驚いたように振り返る。

　その姿を見て、エドガーは思わず膝から崩れ落ちそうになった。

「……髪」

「え？」

「髪が……」

　レオノーラの、あの美しかった白金色の髪が、首の上で切り揃えられて短くなっている。

　呆然と震える声を絞り出すエドガーに、レオノーラはやはり微笑んだ。

　困ったように眉を寄せ、穏やかにうなずく。

「ああ、先ほど、教会の方が来られたのです。断髪した髪を教会に納めてもらうのですって。そういう儀式があるとは知らなかったから、私も少し驚いたのですが……」

　エドガーの頭の奥で、鐘が鳴り響く。許せるのか、こんなことが。いや許せるもなにもない。断頭台へ向かうのだから髪を切るのは当たり前ではないか。分かっていたことを目の当たりにしたからといって腹を立ててどうする。

　エドガーは脳内の鐘の音を振り切るように、俯いて片手で顔を覆った。

　大きく息を吸い、吐く。落ち着けと、心のなかで繰り返す。

　忘れてはならない。いま自分にできることは黒衣を渡すことだけ。それだけなのだ。

　エドガーはよろよろとテーブルに歩み寄ると、その上に衣装箱を置いた。

　改めて王女に向き直り、挨拶もなく部屋に入った非礼を詫びてから、箱の蓋を開ける。

「黒衣が、出来たのでお持ちしました。……試着されますか？　いま侍女を呼んで……」

　喉は痛むほどに乾いていたが、なんとか言葉を絞りだすことができた。

「……いいえ。あなたが作ったドレスだもの、間違いがないのは分かっています。着るのは……当日で十分だわ」

　レオノーラが、僅かに目を伏せて呟く。彼女が言葉に感傷を滲ませたのは、エドガーが知る限り初めてだ。

　その事に、エドガーは自分でも信じられないぐらいに強く動揺した。

　両手をきつく握り、これから言おうとしている言葉に耳を塞ぎたくなる衝動を堪える。

「……ですが殿下、私は明日王都を去ります。何かあっても、仕立て直しができません」

「……え？」

　王女が、心底驚いたというように声を漏らした。忙しく視線を泳がせ、ぎゅっと両手を胸の前で合わせる。

「あ、ああ……。そうなのですね。もう、そんなに国内の状況はよくないのですね」

「……はい」

「そうでしたか。……そんな中、今日までありがとう、エドガー。黒衣は確かに受け取りましたし、これであなたの仕事は終わりです」

　王女は菫色の瞳をまっすぐにエドガーに向けると、胸を張り、堂々とした笑顔を浮かべてそう言った。エドガーは素直に彼女を立派だと思った。

「では……私はこれで」

　最後にかける、気の利いた言葉も思いつかなくて、ただそう頭を下げる。

　レオノーラが笑顔のまま頷いてくれたので、これを幸いと素早く背を向け、鉄の扉に手をかけた。

　エドガーはこれまで、この部屋を去るときに一度だって後ろを振り返ったことがない。多分怖かったのだ。この冷たい塔のなかに、彼女をひとり残していくことが。

　──いつものようにすれば良い。

　頭の中で鐘が鳴っている。

　エドガーは扉を開いて、部屋と外との境目を見つめた。一歩ここを出れば、エドガーにとっては全てが終わったことになる。

　この後は店に戻り、残った荷物を片付けて、明日この国を出る。きっとしばらくは王女のことが気になるだろう。だがここから離れた土地で彼女の処刑の報を聞き、それなりに悼んだ後は、ゆっくりと忘れていくことができるはずだ。数年もあれば、そんなこともあったと人と話せるぐらいにはなるだろう。

　そこまで考えた時、エドガーはぴたりと動きを止めた。

　──できるのか、本当に。

　脳裏に母の顔が蘇る。同じように、これからは何かある度にレオノーラの顔が浮かぶのだろう。

　そして後悔する。自分という人間のくだらなさに吐き気を催す。エドガーにこの先待っているのは、そういう人生だ。

　気がつけば、エドガーは背後を振り返っていた。

　そして窓辺でぽつんと立ったままの王女を見つけ、顔をゆがめる。

「……なんだ、それは」

　レオノーラは泣いていた。大きな紫色の瞳からぽろぽろと涙を流して、声を漏らすのを堪えるように両手で口を覆って。その途方にくれた表情は、まるで母親に置いて行かれた子供のようだ。

　──なんだよ、それは……！

　エドガーは、自分でも誰に向けているのかわからない言葉を胸のうちで吐き捨てた。

　レオノーラは、エドガーが振り返るとは思わなかったのだろう。驚愕に目を見張り、一歩後ずさる。

　それを見た瞬間、エドガーの胸に溜まり続けていた葛藤が弾けた。

　鉄の扉の先に続く人生にはっきりと背を向け、エドガーはレオノーラへと駆け寄ったのだった。



	
			２章　糸を噛む

　レオノーラの世界はその日、前触れもなく一変した。

　父が討たれ、一緒にいた母と兄も混乱の最中に斬られて亡くなった。

　報せを聞いたとき、レオノーラは自分の部屋でゆったりと紅茶を飲んでいた。朝からアナンテアへと嫁ぐ準備で忙しく、ようやくひと息ついた所だった。

　危急を告げにきた兵は「急いでお逃げください！」と叫んだが、レオノーラは即座に動けなかった。

　父たちが殺されたということをすぐに理解できなかったし、急に逃げろといわれてもどこへ行けばいいか分からない。共にいた侍女たちと顔を見合わせている間に叔父の兵が部屋に押し寄せてきて、レオノーラは訳もわからないまま塔に閉じ込められてしまった。

　レオノーラは、ただ呆然とするのみだった。

　たった一日の間に起きた変化を理解するのに精一杯で、悲しみや恐怖を感じる余裕すらなかった。

　──本当に、お父さまたちは殺されてしまったの？

　その遺体も見ないままだから、どうしても信じることができなかった。母も兄も、本当は無事に逃げおおせているのではないだろうか。家族はみんな生きていて、どこかでレオノーラを助ける準備をしているに違いない。そう考えるほうがよほど真実味がある気がした。

　自分が塔に閉じ込められているのだっておかしな話だ。何も悪いことはしていないのだから。大丈夫、心配はいらない。レイアドルは今アナンテア派が主流だ。そこへ王太子妃として嫁ぐ予定のレオノーラを、国内にいるアナンテア派の権力者たちが放っておくはずがない。きっとすぐに誰かが自分をここから出してくれる。

　レオノーラは愚かにもそう信じていた。

　けれど待てど暮らせど助けはこない。

　そして知らぬ間に自身の裁判が終わり、抗議の一言すら許されず断頭台へ送られることが決まった時、レオノーラはようやく現実を悟ったのだ。

　国はすでにマランツ派に占領されていて、レオノーラを助ける余力のある者などいない。自分はアナンテア派の象徴として処刑されるのだと。

　足下が崩れ落ちていくような絶望だった。

　家族の事を思うと胸は張り裂けるように痛んだし、自分によくしてくれていた者たちがどうなったのかを考えると背筋が凍った。

　これから自分を待つ運命が恐ろしくて堪らなかった。理不尽だと泣いて叫びたかった。けれどできなかった。方法が分からなかったからだ。

　ずっと、王女として生きてきた。王女として振る舞うことが正しいと信じてきた。そこに矜持や誇りなどと立派なものがあったかは分からない。ただそう振る舞っていれば誰もが自分を認めてくれたし、褒めてくれた。だから、いざ誰も〝王女〟を求めなくなっても、それ以外の在り方が分からなかったのだ。

〝レオノーラ〟がどう振る舞うのか、分からなかった。

　そもそも〝レオノーラ〟など、最初からどこにも存在していなかったのかもしれない。自分自身を含めた、誰の心の中にも。

　叔父の使いが塔にやってきたのは、そんな風に自分という人間の空っぽさを嘆いていた時だった。

『黒衣の仕立て屋を選んでください』

　使いの言葉に、レオノーラは目を瞬かせた。

　黒衣──死装束。

　この世でレオノーラが着る最後のドレス。

『エドガー』

　その名前がぽつりと口からこぼれ落ちた時、レオノーラは思い出したのだ。

　昔──まだ子供の頃に、一度だけ我が儘を言ったこと。

　王女ではなく、レオノーラのためにドレスを仕立ててくれた人がいたことを。

　そうだ〝レオノーラ〟は確かにいた。何の特徴も、取り柄もない普通の女だけれど、彼が作るドレスの一番のファンだった。

　彼を想う時〝レオノーラ〟は確かにこの心の中にいたのだ。

　エドガーの顔を頭に思い浮かべた時、レオノーラは幽閉されてから初めての涙をこぼした。

　彼に会いたいと思った。顔を見たいと、声を聞きたいと。そしてそれが叶うことに心から感謝をした。

　レオノーラはエドガーに黒衣の仕立てを依頼した。

　だが、彼には断られるかもしれないと思った。いまさらレオノーラのドレスを仕立てても彼には何の得もないし、婚礼用のドレスの仕立てが無駄になったことで怒っているかもしれない。なにせ一年がかりの仕事だったし、色々と無理も言った。

　けれどエドガーは仕事を引き受けてくれた。

　嬉しかった。憧れの人との間に与えられた奇跡のような時間を、レオノーラは絶対に大切にしようと決めた。

　だからエドガーが初めて塔に来てくれた時、レオノーラは微笑んだのだ。いざ顔を見ると泣いてしまうかもしれないと心配だったが、そこはこれまで培ってきた王女としての自分が支えてくれた。

　そしてエドガーは、そんなレオノーラの為に泣いてくれた。まるで胸が震えるような感動だった。自分はまだ価値のある存在なのだと思えた。少なくとも彼にとっては──それで十分だ。〝レオノーラ〟には。

　おかげで勇気が湧いて、一緒に刺繍がしたいと我が儘も言えた。

　彼が明日も来てくれると思うと、暗闇に明かりが灯るような気がした。

　ひとりの時間の静けさも、小さな窓から覗く空の遠さも、冷たく硬いベッドで過ごす眠れない夜の長さも、乗り越える意味があるものに思えた。

『アナンテアの王太子から贈り物です』

　ただ、そう言ってエドガーが母の形見のブローチを差し出してきた時は、さすがに動揺をしてしまった。

　アナンテアが救出に来てくれると、いまさら期待していたわけではなかったが、〝助けに来ないだろう〟と思っていることと、〝助けに来られない〟と告げられるのとでは必要とする覚悟が違う。自分は甘えた人間だから、どこかで最後まで信じていたかったのかもしれない。もしかしたらと。

　だからついやりきれない気持ちになって、あんなことを言ってしまったのだ。

『私は十分です。こうして……心に想った方が、私のことを気にかけてくれているのだから』

　あなたが、エドガーが、私をこうして気にかけてくれているのだから。

　うっかりそう口を滑らせなかったのは幸運だった。

　エドガーはそれをアナンテアの王太子のことだと勘違いしたようだったけれど、訂正もしなかった。

　元々、決して口にするつもりのなかった感情だ。

　彼の仕立てた婚礼ドレスを脱いだ時に、捨てるはずだった想いだ。

　それを死を間際にした感傷から告げた所で、彼を困らせるだけだとレオノーラはよく理解していた。

　レオノーラは、彼の前では決して泣かないと決めていた。

　全てが終わっても、彼に綺麗なまま覚えていてもらえるように、出来る限り笑顔でいようと──。



「……なんだ、それは」

　顔を歪めてエドガーが吐き捨てる。

　振り返るはずのない人と視線が絡まって、レオノーラは思わず後ずさった。

　──どうして……！

　あまりの驚きに、レオノーラの心臓が大きく跳ね上がる。

　エドガーはこの部屋を出る時、一度だってレオノーラを振り返ったことがなかった。どれほど心の中で呼びかけても、一度も。

　だから今日も、同じことが繰り返されると信じていたのに。

　──だって、今日が最後の別れだとは思わなかったから。

　レオノーラは混乱しながら、誰にともなく心のなかで言い訳をした。

　黒衣のドレスは完成してしまったけれど、レオノーラの処刑まではまだ十日以上ある。

　エドガーはきっと、何か口実を作ってまたレオノーラに会いに来てくれる。約束があったわけでもないのに、レオノーラはどうしてかそう信じてしまっていた。

　自分の身の上に、エドガーがそれだけ感傷的になってくれていると思い込んでいたのだ。

　けれど外の状況はレオノーラが考えていた以上に緊迫しているようで、エドガーは明日国を出ると言った。もちろん、引き留めてはいけない。彼には才能も未来もあるのだから。

　分かっているけれど、悲しかった。今ここで別れたらもう二度と会えない。

「行かないで」という言葉を必死に飲み込んだ時、ふと首元に冷たい風が当たった。処刑の十日も前に髪を切ることがあるなんて知らなかったから、本当に驚いた。大切にしてきた髪を切られたことは単純に悲しかったし、刻一刻と己の処刑の日が迫っていることを思い知らされるのは耐えがたい恐怖だった。

　それでも今日をやり過ごせば、明日もまたエドガーに会えるかもしれない。そう思うことだけが、レオノーラの希望だった。

　胸のなかで渦巻いていた様々な感情が、彼が背中を向けた瞬間、レオノーラの胸で弾けてしまった。

　──お願いだから、どこにも行かないで。

　怖い、寂しい、お願いだから傍にいて。どうか手を握っていて。

　少しでも口を開けば、悪い夢をみた子供のように泣いて縋ってしまいそうだった。だから必死に口を押さえて堪えようとしたのだ。彼がその扉の向こうへ消えてしまうまではと。

「違います、これは……」

　レオノーラは手の甲で涙を拭った。こんなはずではなかったから、咄嗟に取り繕う言葉がでてこない。

　だが、言葉を選ぶ余裕がないのはエドガーも同じであったらしい。

「なにが違う！　ここまで来て取り繕って何になる！」

　エドガーはレオノーラの前まで戻ってくると声を荒げた。

　彼の黒い瞳にはありありと怒りが浮かんでいて、レオノーラは身を竦ませた。

「死ぬんだぞ！」

　背後の壁に勢いよく手を突いてエドガーは叫んだ。

　分からない、エドガーはどうしてそんなことを言うのだろう。レオノーラが泣いたから？　彼に縋り付きたい気持ちが透けていたから、苛立ったのだろうか。

「わ、わかっています……けれど」

「分かっていない！　死ぬんだよ、お前は！　どれだけ立派に生きても、王家とやらの務めを果たしても、誰も感謝なんてしない！　お前のことなんか忘れて、都合のいいように記録されてそれが真実になる！　お前がどんなに立派に生きてもだ！」

　胸を石槌で叩かれたようだった。誰かにこんな風に怒鳴られたことも、感情をぶつけられたこともない。彼が話す内容はもちろん、それが衝撃で目には再び涙が浮かんだ。

　同時にカッと視界が赤くなるような怒りが湧きあがり、気がつけばレオノーラは彼の頬を勢いよく平手打ちしていた。

「どうしてっ……そんなことを言うのです！」

　あまりに酷すぎる。いくら見捨てられた王女が相手でも、言って良いことと悪いことがあるはずだ。

　エドガーを、優しい人だと思っていたのに。

　レオノーラはきつく唇を結んだ。

　──私が我が儘を言ったから？

　刺繍をしたいと言って彼を困らせたから、こんなことを言われなくてはならないのだろうか。

　確かに、エドガーは時折なにかに苛立っていた。だがレオノーラはそれを自分に都合よく解釈していた。彼はレオノーラの状況を憂いてくれているのではないかと。

　まさか、ここまで酷いことを言われるほど恨まれているなんて思わなかった。それならそうと、もっと早くにきちんと伝えてくれていれば良かったのに。こんな言い方はせずにだ。

　エドガーは、レオノーラの反撃に怯むことなく、目を血走らせたまま言葉を続けた。

「本当のことだからだ……！　お前が、いつまでたってもお綺麗に取り繕おうとするから！」

　もう一度、レオノーラは彼の反対の頬を叩いた。

　その唇が切れて血が滲んだけれど、エドガーが悪いと思った。

「他にどうしろというの！」

　レオノーラはひりりと痛む手の平を握りしめると、エドガーの胸を殴るようにして叩き付けた。

「私は王女としてしか、生きてこなかった……！　今更……他の生き方なんて分からない！」

　言葉にすると酷く情けない気分になって、目からぽろぽろと涙が溢れてくる。なにが『エドガーに綺麗な自分を覚えていてもらいたい』だ。結局、それ以外の振る舞い方が分からなかっただけのくせに。

　レオノーラはエドガーを叩く手を止めると、その胸元にしがみ付いた。

「私は……私は王女だから死ぬのでしょう！　それなのに、王女であることをやめてしまったら、どうして死ななくてはならないのか分からなくなる……！」

　そうだ。父も、母も、兄も──生まれ持った役割ゆえに死んだ。だから自分もそうなのだと信じ込むことで、レオノーラはこの恐怖を乗り越えようとしていた。けれどそれで良かったはず。これまでのレオノーラの振る舞いを、きっと誰もが褒めてくれるだろう。立派だった、偉かったと。エドガー以外は、みんな。

「私は……私には！　王女として死んでいくことしかもう……！」

　癇癪を起こしたように泣き叫ぶレオノーラの腕を、エドガーが掴んで引き寄せた。

　手の甲に、あたたかい滴が落ちてくる。

「だから、なんで諦めるんだ……」

　震える声が聞こえてレオノーラが顔を上げると、エドガーが泣いていた。

　苦しげに表情を歪め、黒い瞳からはいくつもの涙が流れている。

「……エドガー？」

「まだ、生きているだろう……」

　エドガーは腰をかがめると、掴んだままのレオノーラの手を、そっと自分の頬に当てた。

「生きているのに……！」

　嗚咽混じりの声でそう言って、エドガーが崩れ落ちるようにその場に膝をつく。

　レオノーラは驚いて鼻をすすった。

　エドガーが声を上げて泣いている。肩を震わせ嘆く様子は、まさに慟哭という言葉がふさわしい。

　先ほどまで怒って暴言を吐いていたのに、いまはどうしたというのか。彼のことがちっとも理解できない。

　だがエドガーがあまりに泣くものだから、レオノーラはつい腹を立てていたことを忘れて、その頭を撫でた。ああ、柔らかいくせっ毛だ。

　そう感じた時、彼がレオノーラの腰に腕を回した。まるで壊れやすいガラス玉に触れるような慎重さで。

　レオノーラの腹にエドガーの顔が触れる。温かなぬくもりに、無性に愛おしさを感じて、レオノーラはおずおずと彼の頭を抱きしめ返した。

　小さな窓から差しこむ日差しに伸びた影が、音もなく重なる。

　そのまま、どれだけそうしていたのだろう。彼がふと口を開いた。

「……オレが、助け出す。何とかして、あなたをここから助け出してみせる」

　奥歯の間からすり抜けてきたような苦しげな声に、レオノーラは静かに瞬きをした。

　次に、じわりと胸に温かいものが広がっていく。それは傷口に水がしみるような痛みを伴ったけれど、構わなかった。

　──ああ、そうか。

　エドガーは、まだレオノーラを諦めていないのだ。

　おそらく、この世界でただ一人。それはどれほどの孤独だっただろうか。

「……いいの、エドガー。危険なことはしないで。あなたは明日、この国を出るの」

　自然と口から滑り落ちた言葉に、レオノーラはほっとした。

　自分がいま、心からそう思えていることに。

　エドガーに生きていてほしい。たとえ傍にいられなくても。生きて、幸せになってほしい。

　黒いくせっ毛を撫でながら考えていると、エドガーは涙でボロボロになった顔を上げた。目は真っ赤だし、あちこち涙で濡れているし、全然格好よくない。でも好きだと思った。昨日よりも、ずっと。

「……レオノーラ殿下」

「その呼び方はいや」

　彼が畏まって名前を呼ぶので、レオノーラは首を横に振った。せっかく彼の心に触れた気がするのに、また距離が離れていくようで寂しい。

　エドガーの薄い唇がわななく。

「……レオノーラさま」

　低い声で紡がれる響きは心地よかったけれど、まだ少し不満だった。さっきは「お前」だなんて呼んだくせに。

　軽く唇を尖らせて抗議すると、エドガーは黒い瞳を揺らしながら再び口を開いた。

「レオノーラ」

　それが雪に息を吹きかけるような切ない声だったから、レオノーラはどうしても胸に込み上げてくる感情を抑える事ができなかった。頬をまた涙が伝っていく。レオノーラが小さな声で「はい」と答えると、エドガーもまた顔を歪めて涙をこぼした。

「レオノーラ……」

　エドガーが立ち上がってレオノーラを抱きしめる。家族以外の男性とこれほど密着するのは生まれて初めてだ。彼の体は、とても熱くて、固くて、信じられないぐらいに胸が高鳴った。

　エドガーはいまどんな表情をしているのだろう。好奇心のままに視線をあげると、想像よりずっと近くに彼の顔があって心臓が止まりそうになった。

　──ダメ。

　これ以上はダメだ、分かっている。正しくない。王女ならば──王女としての責務を最後まで全うするならば、ここで終わりにするべきだ。誇り高く、清らかなまま逝くべきだ。エドガーの心にも、きっと深い傷をつけてしまう。だけど。

　エドガーと、レオノーラの鼻先が触れあう。互いがそれに怯えたように少し離れて、今度は額がぶつかる。二人の間にある空気が震えているようだった。微妙な均衡を破ったのは、一体どちらだったのだろう。レオノーラが彼の濡れた睫毛の、その奥の瞳を覗き込んだ瞬間、まるで引き寄せられるように互いの唇が重なった。初めてのキスは柔らかく、少しだけ鉄の味がした。

　──ああ。

　瞼を軽く震わせながら目を閉じる。時が止まったようだ。羽先が触れあうような口づけに、レオノーラは生まれた意味を理解したような気さえした。

「エドガー……、っ」

　堪らず名前を呼んだ瞬間、エドガーがレオノーラの頭を掴んでキスを深めた。唇の隙間から舌を差しこまれ、膝から力が抜けて目の前の体にしがみ付く。

　エドガーはレオノーラの背を壁に押しつけると、脚の間に膝を割り込ませ、さらに激しく唇を貪った。

「ん、ぁ、ふっ……」

　上手く息ができなくて、喘ぐような声が漏れる。その度に、口づけは余裕をなくして荒っぽくなっていく。激しくキスをされ、舌を吸われ、苦しいはずなのに気持ちがいい。全身が甘い痺れに支配されていく。

「はぁ、っ……」

　崩れ落ちそうになるレオノーラの体を、エドガーが両腕で支える。キスが止み、視線が絡まった。互いの間に確かに熱情があるのを感じて、吐息がこぼれる。

「……お願い、止めないで」

　それが罪深い願いであると分かっていたけれど、口にせずにはいられなかった。

　情をもって抱いたあとにレオノーラが処刑されれば、エドガーの心はきっと深い傷を負うだろう。

　分かっていてもレオノーラは彼との一瞬が欲しかった。たとえその一度の過ちで天国への門が閉ざされても。

　縋り付くレオノーラに、エドガーが微かに視線を彷徨わせた。

「……オレは、娼婦の息子ですよ」

　ため息と共に落とされた言葉に、レオノーラはぱちっと瞬きをした。

　平民の子であるとは知っていたが、それは初耳だ。

「あなたに触れるのに、全く相応しくない」

　続いた彼の声は決して恥じているという風ではなかったけれど、諦めているようではあった。

　相応しくない──そうだろうか。そうかもしれない。立場こそが人であるならば。

　レオノーラはじっとエドガーの顔を見上げ、その頬に両手をあてた。そして、いま胸にある素直な想いだけを口にした。

「……知れて嬉しいわ」

　他の感情は僅かも浮かんで来ない。

　するとエドガーはまた泣きそうな顔になって、それを誤魔化すように眉に皺を寄せた。

「……女を、抱いたこともないし」

「えっ」

　あまりに予想外の告白に、今度は目玉が零れ落ちそうになった。

　思わず声をひっくり返すと、エドガーが何とも言えない表情で唇をへの字にする。

　レオノーラは慌てて言葉を続けた。

「あ……えっと、ごめんなさい。その、あなたには何人も恋人がいると聞いていたから」

　社交界では有名な話だった。エドガーの周りにはいつも女性がいて、つまり、とっかえひっかえしていると。

「……女は苦手なので」

　エドガーの声が段々低くなっていく。自分でも何を言っているのかと、困惑しているような表情だ。レオノーラは何だか可笑しくなって、ふっと声を漏らした。その唇を懲らしめるように、エドガーが軽く指でつまんでくる。レオノーラが抗議の視線を送ると、今度はエドガーが微かに笑った。

　レオノーラは胸の高鳴りを感じて、瞼を震わせた。

「あなたが初めてと聞いて……私は嬉しいわ」

　正直な気持ちを吐露すれば、エドガーの頬がかすかに赤くなった。

　互いにこつんと額を合わせ、体を抱きしめ合い、再び唇を重ねる。

「んっ……」

　エドガーが、白いリネンのドレスの背中にある紐を外す。するとレオノーラの肩が露わになって、エドガーが息を呑むのが分かった。

「奥の部屋に行っても？」

　熱のこもった声で囁かれ、レオノーラは目を潤ませて頷いた。

　エドガーがレオノーラを抱き上げて奥にある寝室へ入る。部屋には粗末なベッドと衣装棚がひとつあるだけで、とても殺風景だ。エドガーはその様子を見て物言いたげな表情を浮かべたが、レオノーラは彼の顔を掴んで自分の方へ向けた。いまは余計なことは一つだって考えないでほしかった。

「エドガー」

　愛を乞うように名前を呼べば、エドガーが応えてレオノーラにキスを落とす。

　エドガーはゆっくりとレオノーラをベッドへ運ぶと、二人で倒れ込むように横たわった。

　ギシッと、ベッドの軋む音がする。レオノーラは、目の前の男が確かに存在する証明を求めて、その背中に腕を回した。

「……ん」

　エドガーがレオノーラの首筋にキスをする。

　すると柔らかい黒髪が顎にあたって、レオノーラは目を細めた。

「ねえ……、くすぐったいわ」

「……そういうもんですよ、我慢してください」

　胸がドキドキして、恥ずかしいのを誤魔化したくて言えば、エドガーが少しムッとした表情で視線を上げた。

　レオノーラは少し不安になって訊ねた。

「怒っているの？」

「……怒ってません」

「でもそういう表情をしているわ」

「そういう顔なんですよ、元々」

　そういう顔だったのか、知らなかった。

　素直に納得して頷くと、エドガーはまた妙な顔をしてから、首筋へのキスを再開した。

　さすが職人という手つきでレオノーラのドレスを脱がせていく。

「……ん、っ」

　鎖骨にちゅっと口づけられ、次にあらわになった胸の頂に唇が触れる。その瞬間、甘い痺れが全身を駆け抜けて、レオノーラの体が跳ねた。

「か、体がビクッてなったわ！」

「……報告をしていただかなくても、見ればわかりますよ」

「そうね」

　レオノーラは大真面目に頷いた。だって恥ずかしいのだ。まさかエドガーとこういうことをするなんて夢にも思っていなかった。でもこのままではエドガーに呆れられてしまうかもしれない。もう絶対に騒ぐまいと、レオノーラは目を閉じ、胸の前で手を合わせて体を硬直させた。

　するとエドガーが思わずといった様子で笑い声を漏らし、「なんだそれ」と呟く。

「ごめんなさい……、がっかりしたわよね？」

　高潔な王女の仮面の下の、本当のレオノーラに。

　レオノーラが眉を下げると、エドガーは困った様に眉を寄せ、諦めたように微笑んだ。

「……いいえ」

　ため息に似た言葉と共に、唇にキスが落ちる。口づけのことは何となく分かってきた。そっと唇を開くと、彼の舌が口内に入ってくる。レオノーラもまたおずおずと舌を絡めた。

「ん、ぁ、っ……」

　深い口づけに体を巡る血が熱くなっていく。じんじんと触られてもいない下腹部がうずいて、頭がぼうっとなってくる。エドガーは黒い瞳を細めてレオノーラの表情の変化を見て取ると、今度こそ乳房の先を口に含んだ。

「あっ……」

　ちゅうっとそこを強く吸われて、切ない声が漏れる。レオノーラは堪らずにエドガーの頭にしがみ付いた。

　──気持ちいい。

　舌でころころとそこを転がされながら、反対の飾りを指で摘ままれ、腰が浮いてしまう。脚の付け根の、その間からじわりと蜜が溢れてくるのが分かった。こういう反応が体に起こることは習ったので知っている。体が子供をつくる準備をしているのだ。

　──子供。

　頭に浮かんだ単語を殴り消すように、レオノーラは強く目をつぶった。愚か者、余計なことを考えるな。この先がないから、今があるのだ。

「エドガー」

　全て忘れさせてほしくて、名前を呼ぶ。エドガーは応えるようにレオノーラの太ももを撫でると、そのまま濡れた場所に指で触れた。

「……熱い」

　エドガーが堪えるような声でそう言葉を漏らす。彼は長い指で割れ目をなぞった後、つぷりと泥濘のなかに沈めた。

「あっ」

　初めてそこに異物を受け入れる感覚は、予想を遙かに超えて強烈だった。

　挿入された指を締め付ける媚肉が熱く、全身から力が抜けていく。少しだけ引きつるような痛みも伴っている。

　目をぱちぱちとさせて衝撃を受け止めるレオノーラを見て、エドガーは体を下にずらすと、あろうことかその場所へ顔を近づけた。

「え？」

　エドガーが、割れ目の先にある花芯に吸い付く。瞬間、信じられないほどの快感が脳天を突き抜けて、レオノーラは思わず口を両手で塞いだ。

「んーっ、ん……、ぁあっ！」

　そんなところにキスをするなんてあり得ない、恥ずかしいし汚いやめてほしい。

　理性の部分ではそう思っているのに、「やめて」の一言が口から出てこない。ぎゅっと脚でエドガーの頭を挟んで快感を伝えると、彼はさらに舌を使ってそこを攻めはじめた。

「ぁっ、んっ……ん、ふぁ」

　快楽の粒が少しずつ体に溜まって大きくなっていく。レオノーラは体をよじってそれをやり過ごそうとするのに、エドガーは決して逃がしてくれない。花芯を舌で嬲りながら、秘裂に埋めた指をゆっくりと動かしていく。

　膣の中を指で愛撫され、解され、気持ちが良すぎて訳が分からなくなる。ただ押さえた指の隙間から漏れるレオノーラの嬌声と、くちゅくちゅという濡れた音だけが狭い室内に響いている。

　やがて目の前がちかちかとしだし、大きな光の塊となった快感が弾けた。

「ぁあ……っん！」

　襲い来る快楽の波に、体が大きく跳ねる。荒い呼吸のまま、とろんとエドガーを見つめると、まるで飢えた獣のような黒い瞳と目が合った。

　エドガーが手の甲で唇を拭い、自身のズボンの前をくつろげる。

　この先にある行為がどんなものであるかも、勉強したから知っている。

　──大丈夫、怖くないわ。

　行為に伴うだろう痛みはもちろん、失ってしまう物の大きさを考えると自然と体が震えた。

　王女として生まれたレオノーラには、貞節を守ることは最も大事な仕事のひとつだった。

　だが、それも過去の話だ。何を失っても、もうどうということのない身の上だ。

　レオノーラは菫色の瞳を閉じて、口を開いた。

「エドガー……来て」

　両手を広げて、抱きしめてほしいと訴える。エドガーはその通りにレオノーラを腕に抱き、濡れたそこに自身をあてがった。

　彼が入ってくる──。

「あ、愛しているわ……」

　衝撃を受け止めようと想いを声に出した瞬間、エドガーの動きが止まった。そして、まるで火傷をしたようにバッとレオノーラの体から離れる。

　──え？

　いったいどうしたのだろう。行動の理由がわからずに上体を起こすと、エドガーは夢から覚めたような表情でレオノーラを見つめていた。

　──あ、……私、なにか間違えたんだわ。

　いまにも燃え上がりそうだった全身の血が、すっと冷めていく。

「エドガー？」

　縋るように名前を呼ぶと、彼は髪を掻きむしるようにして頭を抱えた。

「止めましょう……やっぱり、これは間違っている。アナンテアの王太子妃になる人が、こんなことで純潔を失っていいはずがない」

　彼の言っていることが分からず、レオノーラは首を傾げた。

　シーツを引き寄せて軽く体を隠しながら、そっと口を開く。

「何を言っているの？　私はもう、アナンテアの王太子妃になんて……」

「生きて王宮から出られれば、まだそうなる可能性はある」

　体のなかの熱を逃がすように深く息を吐きながら、エドガーはそう言った。

「そうだ……だから、オレがいまあなたを抱くわけにはいかない。あなたをここから助け出すというのなら、決して」

　自身に言い聞かせるように続けるエドガーに、レオノーラは戸惑って瞳を揺らした。

「生きてって……」

　レオノーラはさらに困惑して、ズボンの前を合わせようとするエドガーを見つめた。

　もしかすると、彼は土壇場でレオノーラを抱くのが憂鬱になったのだろうか。

　そうとしか考えられないほど、レオノーラには彼の言っていることが本気とは思えなかった。

「オレがここから出してやるって言ったでしょう」

　だが、エドガーの表情は恐ろしいほど真剣だった。

　黒い瞳を細めて囁くエドガーに、レオノーラは不安になって眉を寄せた。

「危険なことをしないでとも言ったわ。大体、そんなことができるはずもないと、あなただって分かっているはず」

「……何か方法があるはずだ」

「エドガー」

　レオノーラは窘めるようにそう名前を呼んだ。

「ねえ、お願い。本当にもう、私のことはいいの。私、あなたには生きていてほしい。それに……その、いまあなたが抱いてくれたら、それだけで私……」

　ぎゅっとシーツを掴んで、レオノーラは声を絞り出した。

　全て本心からの言葉だった。

　自分はどうせ、もう助からない。

　だからエドガーには、何一つ危ないことはしないでほしい。

　最後の思い出に一度だけ抱いてもらえたなら、きっと自分は満足してゆけるはず。

「エドガー、私はあなたのことを……」

　彼の気持ちを変えたくて心のなかを打ち明けようとしたが、言い切るより早くエドガーはレオノーラの頭を引き寄せた。

　唇を塞がれ、その先の言葉も奪われる。

「……もう、何も喋らないでくれ」

　睫毛が触れあうほどの距離で見つめ合い、エドガーが苦しげな声で囁く。

　そしてきつく目を閉じたかと思うと、レオノーラの体を軽く突き放してベッドから降りてしまう。レオノーラはしばし呆然としていたが、はっと気付いて彼を追いかけた。

「待って、エドガー！」

　シーツを体に巻き付け、エドガーに縋ろうとする。

　けれど彼は軽く片手でそれを制すると、元の部屋に戻って黒衣の箱を開け、赤いブローチを手に取る。

　レオノーラはなおも彼に詰め寄って、首を横に振った。

「お願い……行かないで。エドガー」

　だがエドガーはレオノーラを振り返ると、決意のこもった表情でブローチを手渡した。

「どこにも行かない……必ず戻ってくる」

　エドガーはそう言うと、レオノーラの足元にうやうやしく跪いた。

　レオノーラの体を覆うシーツの裾を掴んで、そっと口づける。

　そうしてはっきりと主従の境界線を引いてから、エドガーは微笑んだ。

「刑の執行日までに、私は必ずここへ戻ってきます。どうかその時まで、もうしばらく待っていてください」

　その後、レオノーラは自分が何を言ったのかよく覚えていない。

　危ないことをしないで、国を出て、自分のことはいい、でもどうか今だけは抱いてほしい。それを全て言ったのか、心で思っただけなのか。自分でも分からないうちに、エドガーは部屋を出て行ってしまった。

　鉄の扉が閉まり、ガチャンと鍵のかかる音がする。

　レオノーラは冷たい扉に両手をついて、その場に崩れ落ちるしかなかった。

「……エドガー」

『どこにも行かない……必ず戻ってくる』

　彼の言葉は本心だっただろうか。自分は本心であってほしいのだろうか。

　それすら分からず、レオノーラはきつく瞳を閉じ、彼の無事を祈り続けた。




　塔の廊下に、鍵の閉まる重たい音が響き渡る。

　その余韻が消えるまで耳を澄ませてから、エドガーは鉄の扉に片手を当てた。

　──これでいい、間違っていないはずだ。

　レオノーラをまた一人ここへ残して行くことに、罪悪感も、胸の痛みもあったけれど、『仕方がない』とエドガーは自分に言い聞かせた。

　いっときの感情にまかせ、無理に彼女を連れ出そうとしても無駄に死なせてしまうだけだ。

　──レオノーラ。

　先ほどまで腕のなかにあった温もりを思い出し、エドガーは深い溜息をついた。

　柔らかな体。心地の良い温もり。

　決して手に入るはずのなかったものを差し出され、エドガーは受け取らずにいられなかった。

　エドガーが彼女を抱こうとしたのは、どうしても彼女が欲しかったからだ。自分のものにしたいと思ったからだ。

　けれど、レオノーラはそうではなかったはず。

　彼女は全てを諦めているから、最後のよすがにエドガーの温もりを求めただけだ。

　もしもまだ救われる可能性があると僅かでも信じていたら、レオノーラは王女として、決してエドガーに身を任せようとはしなかっただろう。

　そして助かることがあれば、軽率な行動をした自分を恥じ、後悔をするはず。

　その事に気付いたから、エドガーはレオノーラを最後まで抱くことができなかった。

　なぜならエドガーは、決してレオノーラの命を諦めてはいないのだから。

　──レオノーラをここから救い出すことができたなら、今度こそ、きっとアナンテアが手を差し伸べるはず。

　アナンテアはレイアドルの現政権を正当なものと認めていない。

　レオノーラが生きていれば、アナンテアは『彼女こそが、レイアドル王国の正統な王家の血筋』と主張するだろう。

　レオノーラを再び王太子の妻に迎え、レイアドルを彼女の元に取り戻すという大義のもとマランツと争うことができる。

　戦後の支配を考えてもその方がいいと判断するのではないか。

　なによりアナンテアの王太子は彼女を愛していると言っていたではないか。

　レオノーラが、アナンテアの王太子妃になる可能性はまだ十分にある。

　そう、その命さえあれば。

『エドガー、私はあなたのことを……』

　その時、脳裏にレオノーラの言葉が蘇ってエドガーは首を横に振った。

　──考えるな。

　レオノーラは、決してエドガーのものにはならない。

　今日ここで抱いても、抱かなくとも。

　──だけど、もしもレオノーラが王家になぞ生まれていなければ。

　そうでなければ、自分は彼女を──。

　無駄なあがきを続ける思考に、エドガーは苦い笑みを浮かべた。

　いくら考えても、現実は変わらないというのに。

　エドガーは扉に額を当てた。

　自分とレオノーラは、本来決して交わることのない糸と糸だ。

　いまはただ、それが少し絡まって玉になっているだけ。

　ほどけてさえしまえば、また何事もなかったかのように別の糸に戻る。

　もしいまレオノーラがエドガーに何かしらの感情を抱いていたとしても──それはこの状況が作り出した一時の感情のもつれに過ぎない。

　彼女が元々愛していたのは、アナンテアの王太子なのだから。

　あるべきものを、あるべきように戻さなくては。

　それがレオノーラにとっての幸福であるはず。

　彼女はこの国の王女として生まれ、大国アナンテアの王太子妃となり、華やかな世界で幸福になるべき女性だ。

　目を閉じると、そうなったレオノーラの姿が自然と浮かんでくる。

　エドガーはゆっくりと瞳を開くと、顔を上げ、両手で髪をかきあげた。

　ああ、やっと頭の中の鐘の音が止んだ。

　エドガーの決意は、初めから一つでよかったのだ。

　──死なせて堪るか。

　長く息を吐いてから、エドガーは扉に背を向け、塔の階段を下り始めた。

　考えなくては。

　レオノーラをこの辛気くさい塔から救い出し、アナンテアへと届ける方法を。

　──何かあるはずだ。必ず……なにか方法が！

　髪をかきむしりながら階段を下りきる。

　塔の出入り口に立つ見張りが、口の端を切ったエドガーを見てぎょっとした顔をしたが、「黒衣が気に入らないと怒られてね」と適当なことを言ってやり過ごした。転んだよりはましな言い訳だろう。「あの王女さまでもこうなると怒りっぽくもなるか」と同情した様子の兵士に心の中で唾を吐きかけて、エドガーは守衛室へ向かって歩き始めた。

　──貴族の連中は頼りにならない……いや、誰かを頼りにすることを考えるな。オレにできることがあるはずだ。

　だが、たかが仕立て屋に何ができる。脳内の声に、エドガーは舌打ちをした。

　誰が〝たかが仕立て屋〟だ。

　──オレはただの仕立て屋じゃない。エドガー・ランハートだ。服飾大国レイアドルで、国家に三人しかいない宮廷付きの。

　その証拠に、レオノーラ王女の幽閉されている部屋の鍵を、こうもあっさり手に入れることができる。問題はただひとつ。どうやって王女をこの王宮の外へ逃がすかだ。

　鍵を強く握りしめながら門を抜け、それから少し歩いたところで、エドガーはふと足を止めた。

　──なんだ？

　なにか、いつもと違うような気がする。

　だがその〝なにか〟がすぐには分からず、エドガーは周囲を見渡した。

　──人が少ない……？

　塔へ繋がるだけの細い道を抜け、宮殿にだいぶ近付いているにもかかわらず、ほとんど人影がない。前に来た時は、マランツの兵がうろうろとしていたのに。

　行きは思い詰めていたから、その違和感に気付かなかった。

　エドガーは急に予感めいたものを感じて守衛室に走った。

　守衛室の兵士は、マランツ派とはいえレイアドルの人間だ。

　エドガーのことも知っているから気安いし、よく喋ってくれる。

　守衛室の前まで辿りつくと、息を整えて中に入る。室内にはちょうど、顔見知りの守衛がひとりいるだけだった。エドガーは適当にいくつか愚痴をこぼしてから、何げない様子で話を切り出した。

「……なあ、今日はやけに人が少ないようだが、何かあるのか？」

「ああ、仕立ての儀の準備で皆忙しいので、表に出ていないんですよ」

　エドガーから鍵を受け取りながら、守衛の男がそう答えた。

「仕立ての儀……」

　息を呑むエドガーに、兵士は神妙な顔で頷いた。

「実は……ここだけの話。いま王宮にいる兵士の半分以上がマランツ兵なんです。だから仕立ての儀の段取りがわからなくて、右往左往なんですよ」



　エドガーは王都の一等地に建つガドリン商会の本社に駆け込むと、そこで働く従業員らが驚くのも気に留めず、一目散にオズミックの部屋に飛び込んだ。

「オズミック！　アナンテアの連中が逗留している宿を教えてくれ！」

　椅子に座って書類に目を通していたオズミックは、視線だけをこちらに向け「ああ？」と唸った。

「ブローチを渡しに来た王太子の使いの連中だ！　どうせあんたが入国の手引きをしたんだろ」

　この時勢にアナンテアの人間がレイアドルに入国するには、なかの人間の手引きが必須だ。先日の様子から、それがオズミックなのではないかとエドガーは推測していた。

　現にオズミックは否定せず、不機嫌そうにただ太い眉を寄せた。

「……そんなことを知ってどうする」

「王女を王宮から逃がす。その為に協力者が必要だ」

「……んなことはできないと、結論が出ただろうが」

「仕立ての儀だ！」

　エドガーは肩で息をしながら、メモをとった紙をオズミックの机に置いた。

「これが欲しい。ガドリン商会なら用意できるだろう」

　オズミックは疑わしげにエドガーを睨んだあと、ちっと舌打ちをして紙を手に取った。

　それに目を通すと彼は大体のことを理解したらしい。

「……おい、明日国を出るって話はどうなった」

「行商隊を出すのを八日後に変更してほしい」

「エドガー、お前な……」

　次から次へと要求を口にするエドガーに、オズミックが怒気を含んだ声を漏らす。

　その怒りはもっともだと思えたので、エドガーは素直に頭を下げた。

「頼む。代金や負債はオレの財産全てで支払う。だから、頼む……！」

　オズミックにこうして頭を下げたのはいつ以来だろう──ああ、母を迎えにいきたいと頭を下げた時以来だ。

　オズミックもその時のことを思い出したのかもしれない。もう一度苦々しげに舌打ちをした。

「こんなことをすれば、王女が助かってもお前の首が飛ぶぞ」

「……危険なのは分かっている」

「いいか、エドガー。塔のなかで何があったのかは知らねえが、王女さまと『親密』になれた気がしているなら、それは勘違いだ」

　手に持った紙を机に叩き付けながら、オズミックが言葉を続けた。

「お前がいくら命を懸けようと、あの王女はお前のものにならない。何がどう転んでもだ」

　オズミックの言葉に、エドガーはきつく拳を握りしめた。

「……分かってる」

　瞼を閉じて、はっきりと頷く。

「分かってるんだ、オズミック」

　そう、そんなことは誰よりエドガーがよく分かっている。

　そして、今となってはもうどうでもいいことだ。レオノーラが誰のものになるかなど。

　結論は一つ、エドガーはレオノーラをおいて国を出ることはできない。彼女を救い出せる手段が己の手の中にあるかもしれないとあれば、なおのこと。

　──あのクソ溜みたいな場所で生まれたオレが、針と糸だけを持ってここまで来たのは、多分いまこの時のためだ。

　あの場所からレオノーラを救い出す。

　自分がその為だけに生まれてきたのだと言われても、エドガーは構わないと思った。

「……頼む」

　オズミック相手に、姑息な交渉はするだけ無駄だと知っている。

　だから、ただ深く頭を下げる。

　オズミックはそれでもしばらく黙り込み、何か思案をしているようだったが、やがて諦めたようにため息をつくと王都にある宿の名を口にした。

　エドガーは感謝を述べ、さらに深く、深く頭を下げたのだった。


　オズミックが告げたのは、ガドリン商会が経営する上顧客用の宿だった。

　──なかなか、堂々としていらっしゃるようで。

　夜半。外套のフードを軽くあげて、エドガーは目の前の宿を睨み付けた。

　表には閉店の看板がかかっているが、ようは貸し切りだ。

　本来なら場末の目立たない宿で小さくなっているべきアナンテアの使い達を、オズミックはなぜここまでもてなすのか。

　──まあ、大体予想はつくけどな。

　エドガーは眉を寄せながら、宿の扉を開いた。

　入ってすぐの受付に人はいなかったが、その奥の待合には三人、階段の手前にはさらに二人、剣を持った男が立っている。時刻はすでに真夜中だが、先にオズミックから話は通してもらっているので、彼らはエドガーを待っていたのだろう。

　一人にオズミックからの紹介状を見せると、二階へ案内され、廊下の突き当たりの部屋の前に通された。その扉の前にも、やはり男が二人立っている。

　──ただの兵士じゃないな。

　エドガーは、相手の体つきを見れば大体のことが分かる。恐らく彼らは単なる兵士ではなく、騎士と呼ばれる連中だろう。いわゆる国家の精鋭達である。

　こんな連中を連れてお忍び気分でいるこの部屋の主人とは、絶対に気が合わない自信がある。

　オズミックが聞いていたら『お前と気が合う人間なんかいない』と青筋を立てそうなことを考えながら、エドガーは目の前の扉をノックした。

「……エドガー・ランハートです」

　声をかけると、打って響くように返事があった。

　遠慮なく中に入るとすぐに、見覚えのある男の姿が目に入ってくる。騎士であろう男を二人背後に控えさせ、ビロード張りの椅子に腰掛けてこちらを見つめるのは、先日会った使いの男だった。

「先日は世話になったね、エドガー。レオノーラにあのブローチを渡してくれたこと、心から礼を言うよ」

　男はいかにも落ち着いた様子でそう言うと、青い瞳を細めて微笑んだ。

「身分を偽ったことを謝罪しよう。私がアナンテア国の王太子、ルナートだ」

　ちっとも謝罪している感じのしない態度のルナートに、エドガーは膝をついて頭を垂れた。『はいはい、そうだろうと思っていましたよ』と内心で毒づきながら。

　何しろ先日会った時の態度や話しぶりは酷く思わせぶりであったし、彼の立ち居振る舞いからはただの高位貴族ではないものを感じた。それでも確信を持てなかったのは、まさかこの時勢に、アナンテアの王太子御自らレイアドルにやってくる危険を冒すとは思えなかったからだ。

　──レオノーラ王女を愛しているというのは、きっと本当なんだろうな。

　恐らく彼も、元婚約者を救い出そうとレイアドルへ入国してきたはずだ。そうでなければ本人が来る必要がない。

　彼は果たして、自国にこの事を伝えて来ているのだろうか。他国との交戦中で、新たな開戦も控えているという時に、そんな行動が許されるのか？

　──今頃、アナンテアも大騒ぎになっているんじゃないのか。王太子が行方不明だって……。

　なにが責任は愛より重いだ、格好付けやがって。

　文句は尽きないが、まあ、彼やアナンテアの事情はエドガーにはどうでもいい。

　むしろルナートが王女の救出を願っていればいるほど協力を取り付けやすくなる。

　ルナートらが一ヶ月近くレイアドルに留まる選択をしていることからも、レオノーラを諦めきれていないのは間違いない。先日エドガーに会いに来たのだって、いざというときに鍵の入手を依頼できる相手かを確かめたかったからだろう。

　──この男は以前、無謀な救出を試みて自国の兵士を危険に晒すつもりはないと、そう言った。

　つまり勝算のある作戦を提示できさえすれば、乗ってくる可能性は十分にあるということだ。

　エドガーは緊張した面持ちで口を開いた。

「申し訳ございません。そうとは知らず、先日は失礼な態度を……」

「時間がもったいないな、堅苦しいのは止めにしよう。今日きたのはレオノーラのことだろう？」

　エドガーが頷くと、ルナートは「話を聞こう」と先を促した。

「……レオノーラ王女殿下を救出するために、お力を貸していただきたい」

「具体的には？　我々は王宮に入ることすらできないと言ったはずだが」

「仕立ての儀で、他国の使節団に成りすますのはどうでしょうか？」

　エドガーの提案に、ルナートははっきりと眉を顰めて「とても現実的とは思えない」と首を横に振った。

「招待を受けている使節団の一行にはレイアドルから親書が送られている。それがなければ使節団とは認められないだろう。もちろん、今回アナンテアにその親書は届いていない」

「……使節団には衣装合わせがあります」

「衣装合わせ？」

　ルナートが首を傾げる。王太子が知らなくても無理はない。

　衣装合わせとは仕立ての儀のなかの儀礼の一つで、使節団も普段は言われるまま、流れ作業のようにそれを受けていることが殆どだ。だが他国が考えるよりもずっと、レイアドルの人間は衣装合わせを重要視している。

「仕立ての儀とは、使節団の礼服の仕立てを我が国で請け負うという儀式です。礼服の仕立てを請け負った仕立て屋は、同じ服を二着仕立て、そのうちの一着は依頼を受けた国へ、もう一着はレイアドル王に納めます。他国へ送った礼服はその段階ではあくまで〝仮縫い〟という扱いであり、仕立ての儀に到着してすぐの〝衣装合わせ〟で大使が〝気に入った〟といえば、レイアドル王に納めていた〝本縫い〟の衣装に着せ替えをして王宮に入ることになります」

　実際には仮縫いも本縫いも全く同じ物なのだが、儀式の上ではそうなっている。

「……へえ。いつも使節団を送り出すだけだから、詳しくは知らなかったな」

　エドガーも宮廷付きになるまではよく知らなかった。なってからも実入りの良い仕事だなぐらいにしか思っていなかったが。

「つまり親書がなくとも、レイアドル王に納めた衣装と全く同じ物を使節団が着ていれば、それは正式な使節であるという証になるのです。少なくとも追い返すようなことはしないはずだ。むしろ仕立ての儀では、親書よりそちらが重要視されるぐらいなので、一時的に王宮に入り込むぐらいは可能です」

「だが外国の使節の服がどのようなものかなど、我々には知りようがない。……奪うのか？」

　エドガーは首を横に振った。各国の使節団には護衛もいるし、人数もこちらより多いだろう。アナンテアの精鋭の騎士たちならそれでも勝てるのかもしれないが、不自然な血や汚れがついてしまえば仕立ての儀で疑われてしまう。何より騒ぎになればそこでお終いだ。それこそ現実的ではないだろう。

　つまり服は新たに仕立てるしかない。

「オレが仕立てます」

　エドガーは強く言い切った。

「使節団の礼服は全て宮廷付き仕立て屋に依頼される。つまり三分の一はオレの仕事なのです」

　そう、他国へ送った服がどのようなものかなど、関係者以外は知りようがない。知ったとしても全く同じ服を作ることができるのは、仕立てた職人だけだ。宮廷付きと呼ばれる仕立て屋はそれぞれが特殊な技術を持っているので、見る者が見れば誰が仕立てたのか一目で分かる。

　だからこそ、その服は王宮に忍び込む〝鍵〟になり得るはずだ。

　そこまで聞いて、ようやくルナートの表情が変わった。

　体を前のめりにしてエドガーを見つめる。

「問題はまだある。使節団は三十人ほどからなる一行だ。私は十人ほどしか連れて来ていない。みな精鋭ではあるが……、それはどうする？　親書がないというのを説明するにも理由がいるだろう」

　その通りだ。しかも本来の使節団には大体女もいる。普段の仕立ての儀は国をあげての祭りなので、他国の貴族の女が遊び気分で来て、レイアドルで服を仕立てて帰るのだ。それはこの時勢だからで言い訳はつくだろうが。

「地図はありますか？」

　エドガーが訊ねると、騎士のひとりがすぐに地図を持ってきて机の上に広げた。

　ルナートも椅子から立ち上がり地図をのぞき込む。エドガーは地図の一点を指さした。

「我々が成りすますのはマランツの属国であるエルミアです。この一行が通る予定のルートに、川にかかった木橋があります。これを燃やしましょう」

　以前仕事でエルミアに行った際、そこを通ってボロい橋だと思ったことを覚えている。あれなら多分簡単に燃えるはずだ。今回の使節団がそのルートを通る予定であることも確認済みである。

「橋を落とせば、エルミアはこちらの峠を越えるルートを選ぶでしょうが、レイアドルへの到着に数時間の遅れが出る。そのことを先に馬を飛ばして知らせようとするでしょうから、そこを捕らえて逆に成りすますのです。親書は後の団体が持ってくるので、中で待たせてもらいたいとでも言えばいい。とにかく一旦王宮に入れさえすれば、王女殿下を救い出すのにそう時間はかからない。せいぜい二、三時間王宮の連中を誤魔化せればそれでいい」

　エルミアは八日後の午前の時間帯に来る予定であることを伝えると、ルナートは感心したように頷いた。

「……どうやってエルミアの情報を手に入れた？」

「城内にいる、私の熱心な信奉者に聞きました。使節団に挨拶をしたいから予定を教えてくれと。私の作る服には、アナンテア派もマランツ派もありませんので」

　エドガーは、守衛室の兵士の顔を思い浮かべながらそう言った。

　よく喋ると思っていたら、彼はエドガーのファンであったらしく、聞けば色々と教えてくれた。他にも城内に残っている兵にはエドガーの信奉者が多く、聞き込みをすることは難しくなかった。

　そもそも仕立て屋であるエドガーは、端から殆ど警戒されていないのだ。

　ルナートは真剣な表情で黙り込み、考えを整理しているようだった。しばらくして顔を上げると、青い瞳をまっすぐにエドガーへと向ける。

「最後の問題だ。レオノーラの処刑まであと八日しかない。エルミアの人間と入れ替わるとして、王宮に入り込むのは五人といったところか。使節団とその大使の服を合わせて五着、いまから作って間に合うのか？」

　エドガーは迷いなく頷いた。

「間に合います、私なら」

　エルミア国の使節の衣装は、エドガーが仕立てたなかでも、一点物を使っておらず、ややこしい刺繍柄も入っていない、わりと簡単な作りの物だ。素材は全てガドリン商会で揃えられる。作業は寝ずにやればできるだろう。エドガー・ランハートなら。

「……まさかオレがこんな大胆な手を使って王女を救おうとするなど、誰も考えていないはずだ。ルナート王太子殿下、あなたが自らレイアドルに来て、王都の宿に留まっていることと同じです。大胆で堂々としているほど周囲には気付かれにくい、違いますか？」

　それでも、これまでのレイアドルなら忍び込むのは難しかったかもしれない。王宮で働く者同士が顔を見知っている状況ならば。仕立ての儀を段取りよく進められるものが多く城に残っている状況ならば。

「しかも今、城内の半分はマランツ兵で、彼らが幅をきかせているせいで内部は混乱している。王宮に入り込むのは確かに厳しいが、出るのはさほど難しくない。中で動く時には、レイアドル兵の服を用意します。内部で働く人間に成りすませば、出る時に身体検査もない」

　エドガーはひと息に言うと、真っ正面からルナートの青い目を見つめ返した。

「これなら、アナンテアが関与していたという証拠すら残らない。王女だけが忽然と塔から消えることになる」

　アナンテアがいまレイアドルに干渉するのは軍事的に良くないというなら、それを隠し通すことだって可能だ。どうだとばかりに王太子の顔を見ると、彼は静かに「なるほど」と頷いた。

「……確かにこの手段ならレオノーラを救い出すことが可能かもしれない。我々の関与を明らかにしなければ、今すぐ国家間の問題になることもないだろう」

　しかし、とルナートは声を低くした。

「……エドガー、君が関係していることだけは誤魔化せない。王女がいなくなった後、エルミアの使節団が偽物だったと判明すれば、その服を仕立てた君が犯人であると彼らも気付くだろう。そもそも、鍵を手に入れられるのは君だけだ」

　無駄に整った眉を寄せて、アナンテアの王太子がさらに言葉を続ける。

「ガドリンは、君は国を離れる予定だと言っていた。だが戦争の危機を避けて一時的に国を出るのと、王女を攫って逃げるのとでは訳が違う。もし全てが上手くいったとしても君はお尋ね者だ。国に戻ることは当然できないし、国外に逃げても危険は付き纏うだろう。君の様に非力な人間が長生きをできるとは、とても思えない」

　そうだろうな、とエドガーは内心で頷いた。

　だからこそオズミックも反対をしたのだ。

「ガドリンから君の話は聞いている。その上で、それほど忠誠心のある人物だとは思えない。なぜ、そこまでする。……レオノーラを愛しているのか？」

　問いかけに、エドガーは思わず眉を寄せた。

　それが考えたこともない事だからだ。いや考えている余裕などなかったというのが正しい。そもそもこうなる前は、そんな発想すらなかった。

　──愛している？　オレが、あの王女さまを？

　確かに自分はレオノーラのことを好ましいと思っているし、死なせたくないとも思っている。抱きしめた時にはその体を欲しいと思ったし、心を慰めたいとも思った。

　だが愛？　愛とはなんだ。自分は人を愛したことなどない。そもそもレオノーラのことなど殆ど知らないのだ。そんな人間を愛しているといえるのか？

　──何と返すのが正解だ？

　エドガーは、どうしてもルナートの協力を取り付けたい。

　相手はレオノーラの元婚約者で、いまも彼女を愛しているだろう男だ。そのような人物を味方に付けたいと思うからには、ここはひとまず「いえいえ、こう見えて忠義に厚い男なんですよ」とでも言っておくべきか。

　混乱をきたしながらそんなことを考え、目の前の男の青い瞳を見つめ──。

「……分かりません」

　気がつけば、馬鹿正直にそんなことを喋っていた。

「分からない？」

「数える程しか、会話をしたことがない女です。彼女の何かを知っているような気にはなっているが……全ては思い違いなのかもしれない」

　自分でも、迷子の子供のような声だと思った。

　だが本心だ。エドガーはレオノーラを大切に思っている。幸せになってほしいと思っている。抱きしめたいと、その全てを自分だけのものにしたいと思っている。

　彼女の命を救うためなら、自分の命を投げ出したって構わない。

　だがそれを愛だと断じるには、自分はあまりに彼女を知らなすぎる。共に過ごした時間が短すぎるのだ。ゆっくりと一つ一つ確かめていけば、実は全てが勘違いだったと思うのかもしれない。

　エドガーはまだ、ルナートの問いに答える言葉を持っていない。この心の中には、まだ一つの答えしかない。

　エドガーは項垂れるように頭を下げた。ルナートが望むなら、靴を舐めても構わない。

「お願いします……レオノーラ王女殿下を助ける為の力を貸してほしい。オレは……あの女がこの世からいなくなることが耐えられない」

　エドガーの懇願に、ルナートはすぐに返事をしなかった。

　頭を下げるエドガーには、彼がいまどんな表情をしているのか知る術もないが、沈黙からは戸惑いのようなものを感じた。

　室内のどこかにある時計から、秒針の動く音がする。

　それがひどくゆっくりと聞こえ始めた頃、ルナートが「女か」と呟いた。

　やはりまずいことを言ってしまっただろうか。エドガーが体を強ばらせて視線をあげると、ルナートはどこか途方にくれた表情を浮かべていた。

　──なんだ？

　エドガーが眉を寄せると、ルナートはすぐに表情を戻して小さく頷いた。

「……いや、なるほど。分かった」

　ルナートが金色の髪をかき上げて、形の良い唇で弧を描く。

「レオノーラを助けてやりたいという気持ちは私も同じだ。……危険がないとは言えないが、頼めるか？　お前たち」

　ルナートが騎士たちの顔を見て訊ねる。騎士らは即座に膝をついて頭を垂れ、「殿下のご命令とあらば」と声を揃えた。

「……そういうことだ、エドガー。君の覚悟を信じよう。だが正式な返事は八日後、君が本当に仕立ての儀の衣装を揃えられるのかを確認してからだ」

　ルナートの試すような口調と表情に、エドガーは思わず眉を上げた。近頃めっきり小さくなっていたエドガーの誇りが、爪で引っ掻かれたようだった。本当にできるのかだと？　一体誰に物をいっているのか。

「……分かりました。必ずや完璧な物を仕立ててみせます」

　目を細めて挑戦を受けて立つ。同時に胸に小さな明かりが灯ったような気がした。

　──王女を助け出せるかもしれない。

　それはこのひと月でようやく得た、エドガーの希望の光だった。




　店に戻ると、オズミックがエドガーを待っていた。

「……悪いが、この店をこれまで通りお前に使わせるわけにはいかない」

　エドガーの椅子に腰掛けたオズミックが、太い眉を寄せてそう言った。

「お前の店は、ガドリン商会の一部だ。ここで王女誘拐の準備をされたとあっちゃ、うちまで片棒を担いだことにされかねないからな。お前のやることには目を瞑ってやるが、共犯者になって一緒に追われるのは勘弁だ」

　エドガーはちっと舌打ちをして「分かったよ」と頷いた。

　オズミックの言うことはもっともだが、店を使えないとなると作業にいくつかの問題が出てくる。家で作業するにも一気に五着もの礼服を作ろうと思えばそれなりの広さが欲しいし、道具も全てここに揃っている。時間が八日しかないのだ。いまは一分一秒が惜しい。

　頭を悩ませるエドガーに、オズミックはさらに言葉を投げかけた。

「いいか、お前には今日付けでガドリン商会を抜けてもらう。これから仕立てる服の素材もお前が勝手にウチから持っていったもので、オレは何も知らねえ。今回のことに、ガドリン商会は何も関わらない」

「……ああ、分かったって」

「おい、エドガー」

　とりあえず必要なものを纏めようと店を見渡していた所に何度も声をかけられ、エドガーは苛立ちのまま「だから分かったって言ってんだろうが！」と声を荒げた。そこに、オズミックが何かを投げ渡してくる。

「……なんだ？」

　片手で受け取って見れば、それは錆のついた古い鍵だった。

「郊外にある、今は使っていない工房の鍵だ。そこなら人目につかないし、お前が閉じこもって作業していても誰も怪しまない。アナンテアの方々と何か話し合いをするにも都合がいいだろう。素材や必要になるだろう道具もすでに運んである」

　オズミックの言うことを理解して、エドガーは鍵を握りしめた。

「……恩に着る」

　頭を下げてから、改めてオズミックを見つめる。出会ってからそれなりの時をこの男と過ごしてきたが、その大きな腹の底はいまだに読み切れない。

「……なあオズミック、あんたは結局アナンテア派なのか？」

　商人は原則として政治に関わらない。

　だが個人的な思想を持っていないということではないだろう。

「馬鹿いえ、商人にアレ派もコレ派もあるか。オレたちは常に儲けのある方に付く、それだけだ。アナンテアの王太子に手を貸しておけば、戦争でアナンテアが勝った際に融通が利くだろう」

　オズミックの返答に、エドガーは「ふうん」と曖昧に返事をした。それだけでオズミックが危険な橋を渡るとは思えなかったからだ。

　疑わしげなエドガーを見て、オズミックがにやりと笑う。

「だがまあ、レオノーラ王女殿下のことを可哀想に思っているのはオレも……いや、国民みな同じだろう。レイアドルの国民で、いまの王政権を快く思っている奴なんざいねえよ。まあせいぜい、あの新しい王さまの鼻を明かしてやれ」

「上手くやれ」と低く続けるオズミックに、エドガーは無言で手を上げた。




　オズミックが用意してくれた工房は、確かに古く埃も溜まっていたが、今回の作業をするにはうってつけの場所だった。十数年前の区画整理の影響でぽつんと郊外に取り残された工房で、周囲にひと気がない。おかげでエドガーが黙々と作業をしていても、何をしているのかと覗きにくるような知り合いがいないのが助かる。広さも十分だ。

　エドガーはそこで、とにかく休みなく手を動かし続けた。その手際の良さとスピードに、エドガーは「オレって本当に天才だな」と自分で自分が怖くなってしまうぐらいだった。

　しかし四日ほど経った所で問題が出てきた。手が痛くなり、思うように指が動かなくなってきたのだ。

　──腱鞘炎だな。

　殆ど眠ることなく指を動かし続けているのだから、当然こうなる。

　エドガーは何度も水で手を冷やしながら、慎重に作業を続けた。痛みで作業が雑になれば、仕立ての儀で不審に思われてしまう。たとえ指がちぎれても手は抜けない。

　アナンテアの騎士たちも「手伝えることはないか？」と何度も顔を出してくれているが、食事の手配と水を汲む以外のことは断っていた。素人の手が入れば、レイアドルの人間には一発で分かってしまうからだ。

　一針縫うごとに指の筋肉が引きつったように痛み、全身に脂汗が浮かんでくる。指を酷使しすぎて二度と針と糸を持てなくなった職人がいることも知っている。

　だが作業の手を止めることだけはできない。それはそのままレオノーラの死を意味するからだ。

　──手が痛いぐらいなんだ。

　エドガーは手を冷やした水でそのまま顔を洗い、気を引き締めた。

　あと四日この指が動いてくれるなら、もう二度と針が握れなくなっても構わないのだ。

『くすぐったいわ』

　目を閉じると、そう言って頬を染めた女の顔が蘇ってくる。

　抱きしめた肌の温もりが、柔らかさが。

　その記憶だけで、エドガーは命を懸けられる。この指を捨てられる。

『私が好きなのは……』

　続けて何かを言おうとした彼女が脳裏をよぎりかけ、エドガーは頭を振った。

　──余計なことは考えるな。

　レオノーラを、必ず生きてルナートの元へ届ける。エドガーの仕事はそこまでだ。

　後はルナートが何とかするだろう。愛し合う者同士、上手くやってくれればそれでいい。

　胸を切り裂くような痛みを寝不足のせいだと決めつけて、エドガーは再び指を動かし始めた。

　工房に人の声が響いたのは、丁度その時だ。

「エドガーさん」

　聞き覚えのある声に振り返ると、工房の入り口に二人の男が立っていた。エドガーもよく知っている、ガドリン商会に所属する腕利きの仕立て屋だ。どちらもガドリンが信頼していて、口も堅い人物である。

「オズミックさんから急に休暇を言い渡されましてね。暇ならここで遊んでこいと」

「そうそう、何もすることがないから、針と糸があるなら少し遊んでみようかなと」

　オズミックが二人を寄越した意図を察して、エドガーは震える指を押さえて頭を下げた。

「……ありがとうございます」

　エドガーを手伝うことで、この二人にも危険が及ぶかもしれない。

　オズミックが説明していないとは思えないので、きっと事情を分かってきてくれているのだろう。

　正直にいって、いまこの二人の助けは涙が出るほどに嬉しい。実際に目に浮かぶ涙を堪えるエドガーに、二人が顔を見合わせた。

「エドガーさんも、そんな顔をするんだねえ」

「オズミックさんから事情は大体聞いている。皆、この国を滅茶苦茶にしたマランツには腹を立ててるんだ。一泡吹かせてやろうじゃないか」

　二人に肩を叩かれて、エドガーは涙を強く手の甲で拭った。

　オズミックの言う通りだ。

　マランツを歓迎している国民など、レイアドルには一人もいない。

　──あの王さまの先も、きっとそう長くはないだろうな。

　国民にそっぽを向かれた王さまの行く末など、古今東西、どこも同じようなものだろう。

　見知った丸い輪郭の王さまに、心のなかで「いい気味だ」と吐き捨てて、エドガーは二人に向かって強く頷いたのだった。



	
			３章　結び止め

「いや、申し訳ない……。途中の橋が壊れてしまっていて……本隊の到着が少し遅れそうなのだ」

　空は曇天。

　レイアドルの歴史上、おそらく最も静かに幕が開いた仕立ての儀の二日目。

　通常なら仕立ての儀が開催されている三日間、日中は正門を開いたままにしているのだが、此度は事情もあってか閉じられている。使節の身元をきっちりと確認してから、門を開くようにしているようだ。見張りも通常より多く立てられている。

　やってくる友好国も例年の半分もないようで、普段ならひっきりなしにやってくる使節団も、飛び飛びという感じだ。

　エドガーとルナートたちは、初日にその様子を確認した上で『作戦の決行は可能』と判断をした。

　アナンテアの騎士たちはいま、エルミア使節団の衣装を纏い、正門前で見張りと話をしている最中だ。

　ルナートが連れていた十名の騎士は二班に分かれ、ここにいないもう五名とルナートは本物のエルミア使節団の早馬を止めに向かっている。

　エドガーはといえば王宮の外の少し離れた場所から、エルミア使節団に扮した彼らと、門兵とのやりとりを息を殺して見つめていた。

　──大丈夫、オレの仕立てた服は完璧だ。

　エドガーは、すっかり腫れあがった右手を押さえた。

　指先を少し動かすだけでも激痛が走るが、おかげで何とか仕事はやり遂げた。オズミックが寄越してくれた職人二人の手伝いもあり、出来は本物よりも良いくらいである。

　本来の仕立ての儀の衣装は、大中小のサイズで多めに仕立ててその国に送っている。使節団の顔ぶれは直前に変わることも多いので、事前に採寸情報を貰ってということが難しいからだ。よって今回も、一般使節団用の衣装のサイズに大きな問題はなかった。

　だが大使に関してだけは話が別だ。大使だけは最初から本人に合わせて作るので、必ず体にぴったりでなければならない。〝衣装合わせ〟に置いても当然、大使の服に厳しいチェックが入る。だが大使なくして王宮に入り込むこともできない。使節団の団員ごときでは、本隊の到着まで外で待てと言われて終わりだろうからだ。

　だからエドガーが初め、成りすます国を選ぶ際に最も重要視したのが大使の体型だった。ルナートがブローチを渡しに来た時、一緒にいた騎士の男。その男とほぼ同じ体型を持つ大使のいる国を選んだのだ。

「……そうでしたか、それで大使自ら早馬で」

「ああ。失礼があってはいけないと思ってね。……ほら、何しろレイアドルは色々とあったばかりだろう。我々も気を遣うのだ」

「ああ……なるほど」

「しかし、まだ中には入れないのか？　急いで来たから疲れているのだ、できればゆっくりと休ませてもらいたいものだが」

「申し訳ありません、もう少々お待ちください。大使の顔を知っている者を捜しているのですが、なかなか見つからず……」

「親書は後の一行が持ってくると言っただろう。道中さらに何かあってはいけないと、わざわざ置いてきたのだ。仕立ての儀なのだから、服を見ればわかるものじゃないのか？」

　ぐいぐい来る偽大使に、レイアドルの門兵が狼狽えているのが分かる。

　──エルミアの使節大使の顔を知る人間がレイアドルにいるわけがない。

　使節大使は、その国の外交官が兼ねていることが多い。国によってはレイアドルに遊びに来たい王族やらがすることもあるが、エルミアは外交官が大使となっている。

　エルミアは大国マランツの数ある属国の一つだ。

　そんな国のいち外交官の顔を、レイアドルに派遣されてきたマランツ兵が知っているとは到底思えない。レイアドルの人間にしても、せいぜい五年前に一度顔をみたかどうかだけの相手だ。

　そう高をくくりながらも息を呑んで様子を見守っていると、王宮の正門が開き官僚らしき男がこちらに駆けてきた。

「大使の顔を知る者は見つかりませんでしたが、〝本縫い〟をお持ちしました。〝衣装合わせ〟で確認ができます」

　──来た！

　予想通りの展開に、エドガーは思わず拳を握った。

　使節団に扮したアナンテアの騎士たちが、王宮の門をくぐっていく。〝衣装合わせ〟は、正門から入ってすぐの所に立つ建物で行われる。エドガーも慌てて後を追いかけた。いつものように身体検査を受けてから、正門をくぐる。

　エドガーは「エルミアの服は自分が仕立てたから、自分がそれを証明する」と申し出るつもりだった。

　新たに用意した衣装は完璧だが、エドガーが確認をするなら、より安全にここを通過できる。

「お、エドガーではないか」

　だがその時、聞き覚えのある声がしてエドガーはハッと振り返った。

「……陛下」

　この丸い輪郭──レイアドルの現国王だ。なぜ、この男がここにいるのか。

　エドガーは慌てて膝をついて、深く頭を垂れた。予想外の人物の登場に、全身から汗が噴き出してくる。

　──大丈夫だ、落ち着け。

　計画に支障はない。それよりも動揺を見せれば、怪しまれて全てが露見する可能性がある。そうなればレオノーラを助けられないばかりか、自分や、アナンテアの騎士たちもがここで命を落とすことになるだろう。

　エドガーは深く息を吸うと、にっと笑みを浮かべて顔を上げた。

「ご無沙汰しております、陛下。お会いできる時を楽しみにしておりましたが、まさかここでその僥倖を得ることができるとは……」

「はは、そうだろう。お前は運がいいぞ、エドガー。いまや私はレイアドルの王だからな、お前が簡単に会える相手ではなくなってしまったのだ」

　豚が調子に乗っている。

「仰るとおりでございます、陛下」

　腹の底からふつふつと湧き上がってくる怒りを堪えて、さらに笑みを深くする。

　王はいかにも上機嫌そうに頷いた。

「なに、庭で休んでいたら、エルミアの使節大使の顔を知っている者を捜していると話しているのが聞こえたのでな。この私が直々に来てやったのだ」

　さっと全身から血の気が引いていくのが分かった。

　──そうか。確かに、この男なら大使の顔を知っていてもおかしくない。

　マランツや、マランツの属国の使節大使は、仕立ての儀でレイアドルに来た際には必ずこの男の所に挨拶に行っていた。そのことを考えなかったのは、まさか王自ら使節大使の顔を確認にくるとは予想もしなかったからだ。

　──まずい、どうする。

　どうやってこの場を切り抜けるか。

　必死に頭を働かせるが答えは出てこない。そうこうしている間に、〝衣装合わせ〟を終えたアナンテアの騎士たちが建物から出てきた。彼らはすぐにこちらの状況に気付き、近付いてきて膝を折った。

「エルミア使節大使のアンジェ・カナンタフでございます」

　アナンテアの騎士はレイアドル王の顔を知らないだろうが、周囲の取り巻きや服装で身分を察したのだろう。大使に扮した男が、あらかじめ教えていたエルミア使節大使の名前を騙って頭を下げる。とても偽物とは思えない堂々とした態度は流石だが、エドガーの内心は穏やかではなかった。

　──どうする、どうすればいい……。

　突然自分が暴れ出せば、騎士たちが逃げ出すことぐらいは可能か？

　腕は立つのだろうし、どさくさに紛れて逃げ切ることができるかもしれない。

　エドガーが動揺するなか、大使に扮した騎士が顔を上げて王を見る。

　王はその男の顔をまじまじと見つめて──。

「……おお、久しぶりだな」

　ぼんやりとそう返事をした。

　どうやら、ぴんときていないらしい。

「おっ……！」

　──覚えてないのかよ！　何で来たんだよ！

　エドガーはそう突っ込みを入れそうになって、慌てて手で口を押さえた。「お？」と王がこちらを見るのを、へらりと笑って「何でも」と誤魔化す。

　──いや、そうだ。エルミアの使節大使ごときの顔を、それも恐らくは五年前に一度見たきりだろう大使の顔を、この男がしっかりと覚えているわけがない！

　ビビらせやがって！　腰が抜けそうになるのを、エドガーは目をつぶって堪えた。

　レイアドル王は大使の顔をよく覚えていなかった事が気まずかったのか、「……少し太ったか？」とか適当なことを言っている。恐らく、顔を覚えているつもりが、実際に見てみると「こんな顔だったかな？」と印象があやふやだったのだろう。彼の所に挨拶に来る大使は多かっただろうから、記憶がごっちゃになっていてもおかしくはない。おかしくはないが腹が立つ。そういう根拠のない自信で、思いつきのまま行動する性格が、レイアドルをいまこの状況に追い込んでいるに違いないのだ。

　ひとまず危機を乗り越えたかと胸をなで下ろした所で、〝衣装合わせ〟の建物からひとり男が出てきて、ぱたぱたとこちらに駆けてきた。

「あの……エルミア使節の〝仮縫い〟と〝本縫い〟は確かに同じように見えるのですが……その、きちんと判別をできる人間がいないのです。ですのでやはり外でお待ちいただくべきかと思ったのですが……陛下が大使を知っておられるというのなら間違いはないでしょうし、もうお通ししてしまってもよろしいでしょうか？」

　男は跪くと、王の側の人間に声をかける許可を得てから、遠慮がちにそう述べた。

　──その程度のことができる人間すら、すでに王宮にいないのか？

　エドガーは愕然とした。

　以前のレイアドル王宮には、エドガーのような外の仕立て屋とは別に、衣装の管理をする多くの〝衣装係〟の女性がいた。彼女たちならエドガーの仕立てた服を一目で判別できたはずだ。それを仕立ての儀の〝衣装合わせ〟という場にすら用意できないというなら、ここはもうレイアドルではない。

　目の前の王も同じように感じたのかもしれない。

　ムッと鼻先に皺を寄せると、偉そうに顎をあげた。

「……どれ、私が一応見てやろう」

　いざとなればエドガーが声を上げようと思っていたが、先にレイアドル王がそう言った。〝衣装合わせ〟の建物に向かい、〝仮縫い〟と〝本縫い〟の衣装を見比べる。

「……この礼服は見たことがあるな」

　王がぽつりと呟く。エドガーは少しだけ感心した。

　人の顔より衣装を覚えているのは、いかにもレイアドルの人間らしかったからだ。

「……これは、私がお前にアドバイスをしてやったものではなかったか？」

　王がエドガーを振り返って、鼻の穴を大きくする。

　エドガーは笑顔で頷いた。

「ええ、その通りです。陛下から大変有り難く尊いご意見をいただき、素晴らしい衣装になりました」

　一点の曇りもない嫌みだが、そうとは聞こえないように慎重に喋る。

　マランツやその属国の衣装は、デザイン画の段階でこの男の意見を貰いにいき、ご高説を賜るのが暗黙の了解になっていた。

「ここのボタンも、私が小さくしろと言ってやったのだ。そうだろう？　エドガー」

「……ええ。陛下の造詣の深さには、常に頭の垂れる思いです」

「そうだろう、そうだろう。私が仕立て屋であったなら、宮廷付きの職は私であったと皆が口を揃えるぐらいだ」

　可哀想に。エドガーは心底からそう思った。

　ものを見る目を持たないというのは不幸だ。エドガーの仕立てる服の良さを心から理解できないのだから。

　それでも仕立てに興味があるのは本当なのだろう。レイアドル王は一丁前に裏地まで確認すると、大層ご立派そうに頷いた。

「ここの縫製の仕方も、紛れもなくエドガーのものだ。お前の作る服なら私は一目で分かるからな。……よいよい、客室に通してやれ。この者たちは紛れもなくエルミアの一行だ。一国の使節大使を外で待たせるのは失礼だろう」

　──間抜け！

　エドガーは拳を握りしめ、心の中で叫んだ。

　エルミア大使に扮した騎士たちが、頭を下げて一言、二言礼をいい、「また後ほど」と王宮の奥へ進んでいく。エドガーも「それでは」と立ち去ろうとしたが、レイアドル王に引き留められた。

「エドガー、レオノーラの黒衣はまだ仕上がらないのか？　処刑まであと二日しかないぞ。……お前が毎日のようにレオノーラの元に通っているという噂を聞いているが、何か問題が起こっているのではないだろうな？」

　話しかけられたので、再び膝をついて頭を垂れる。そして、黒い瞳を怒りに鈍く光らせた。

　──その汚い口で、レオノーラ王女殿下の名前を呼ぶな。

　王がレオノーラの名前を呼んだ瞬間、怒りで全身の血が沸騰するのではないかと思った。

　黒衣はまだ仕上がらないのか？　処刑まであと二日しかないぞ？　お前がそれを言うのか。

　レオノーラ王女はお前の姪だろうが。同じ血の通う親類だ。何の罪もない姪を断頭台に送り込む決断を下して平然としていられるなんて、この男はもはや人間ではない。畜生以下のケダモノだ。

　そうだ、この男のせいでレオノーラは命に期限を付けられ、あんな塔に閉じ込められて、髪を切られた。

　この男が蛮行に走った裏には、兄との確執があっただとか、マランツに何かを吹き込まれただとか、色んな噂が流れているが、それの真偽がどうであっても変わらない。この男はただの人殺しだ。血を分けた兄を殺し、その家族を無残に殺害した。盗んだ玉座に堂々と座る厚顔無恥な醜い簒奪者だ。

　レオノーラが今あのような目に遭っているのは、一から十まで、全部この男が悪い！

　エドガーは殴りかかりたくなるのを堪え、この男に向けた心底からの侮蔑を表情に込めて笑った。

「……ええ。レオノーラ王女殿下には困ったものです。陛下もお聞き及びでしょう？　レオノーラ王女殿下は自ら黒衣に刺繍を入れたいと言われ、私も大層困っているのです。ですが今日で完成する予定ですので、問題なく処刑日に間に合うはずです」

　自分でも感心するほど媚びるような声だ。

　エドガーはダメ押しに、もう一つ言葉を続けた。

「私の忠誠は、常に親愛なる陛下のもとに」

　もちろんエドガーに忠誠心などないので、その中身は空っぽだ。

　オズミックが聞いていたら腹を抱えて笑いそうな台詞に、レイアドル王は満足そうに大きく頷いたのだった。



　そこからの騎士たちの行動は素早かった。

　客室に入るなり、王宮の人間に「疲れたので少し休みたい。本隊の到着までそっとしておいてほしい」と言い含め、一緒に持ち込んだ献上用の布地を入れた箱の、その底下に隠したレイアドル兵の制服に着替えた。箱はガドリン商会が用意した二重底で、例えば妻が夫に内緒で買った高価な布や、夫が愛人に着せる服を隠したりするために用いられるものだ。少しコツがいるが、服の数着ぐらいなら隠せる。

　王宮に入る前にも一応チェックを受けたようだが、「本隊に持ってこさせなかったんですか？」と問われたぐらいで、「本隊がさらに遅れた時に、先にこれだけでも献上できるようにしたかった」といえば、それ以上怪しまれることもなかった。

　レイアドル兵に成りすました後は、念の為に一人が部屋に残り、後の四人は窓から外へ忍び出て、ひと気のない場所で鍵を入手したエドガーと合流した。当初の想定通り王宮の人手は中央に集中していて、レオノーラが幽閉されている東へ向かうほど人は少なくなり、門の周辺には見張りの二人以外には誰もいなかった。

　アナンテアの騎士は味方を装って見張りに近付くと、エドガーが渡した縫製用の鋏を武器に二人を脅し、あっという間に気絶をさせてしまった。見張りに猿ぐつわを噛ませ、布で手足を縛った後は剣を奪って茂みに隠し、騎士二人が見張りに成りすましてそこに残る。

　そして全く同じ手口で塔の見張りを倒した後、エドガーは一人で塔の階段を駆け上がった。

　肺が潰れるような勢いで最上階まで辿りつくと、急いで扉の鍵を回し、ノックもせずに開け放つ。

「……エドガー！」

　血相を変えて飛び込んできたエドガーに、窓辺に腰掛けていたレオノーラが目を見開いた。

　椅子を蹴るようにして立ち上がり、こちらに駆け寄ってくる。

　彼女は久しぶりにやってきたエドガーを見て表情に喜色を浮かべたが、すぐにただごとでない空気を感じ取ったようで、眉を顰めた。

「そんなに息を切らして、いったい何が……」

「急ぐぞ！」

　困惑するレオノーラの腕を掴んで、エドガーは服を脱がしにかかった。

「え、えっ、待って……何、どういうことなの？」

「説明は後だ、とにかくここを出る。時間がない。いいから服を脱いでくれ」

　敬語も忘れて要求を口にする。

　だがレオノーラは「いいえ、説明が先だわ」と応えない。八日ぶりに現れた男にいきなり「服を脱げ」と言われても、確かに「はい分かりました」とはならないだろう。

　──そうだ、八日ぶりだ。

　焦がれた女の体温に、エドガーの胸が熱くなる。処刑の日はまだ先だと分かっていても、もしも何かあったらと思うと気が気ではなかった。

　エドガーはこの八日間、一度もレオノーラに会いには来なかった。一番の理由は時間がなかったからだ。ここに来ようと思うと、移動はもちろん、身体検査や鍵の受け渡しでかなりの時間を取られる。それに「救出の準備をしている」と事前に説明をした所で、彼女が自分の為にエドガーやアナンテアの人間を危険に晒すことを良しとするとは思えない。思い詰めて処刑の日を早めてほしいとでも言い出されては事だ。

　──でも、それだけじゃない。

　エドガーは多分、怖かったのだ。レオノーラに会うことが。会ってしまえば、今度こそ彼女を自分のものにしたいという欲求を堪えることができなくなるのではないかと思った。二度と手放したくなくなるのではないかと。

　事実こんな状況でさえ、彼女の手を握っただけで自身の体温が上がっていくのが分かる。

「……エドガー、あなたすごく顔色が悪いわ。ねえ、何があったの？」

　レオノーラがエドガーの頬に手をあてて顔をのぞき込んでくる。澄んだ菫色の瞳を見つめた瞬間、エドガーは胸に苦しいほどの痛みを覚えた。

　この状況でエドガーの体調を心配するレオノーラが、いじらしくて堪らない。想いを隠すように、エドガーは彼女から視線をそらした。

「……寝不足なだけだ。とにかく、あなたを連れて逃げる準備をしてきた。下でアナンテアの騎士たちが見張りに成りすまして待っているが、いつ事が露見するか分からない。時間がないんだ」

「アナンテアの騎士って……何を……」

「だから詳しい説明は後だ、とにかく急いでくれ！　女官の服に着替えるんだ」

　兵服と共に持ち込んだ女官服を出して見せると、レオノーラはようやく粗方の事態を把握したようだった。顔を青ざめさせて、華奢な体を震わせる。

「……どうして、そ、そんな危険なことを！　もし事が知られたらどうするのです！」

「どうもしない、死ぬのが二日早くなるだけだ」

「私のことではないわ、あなたのことよ！」

「バレたら殺されるに決まってるだろうが！」

　エドガーに掴みかかって声を荒げるレオノーラに、負けじと怒鳴り返して細い腕を掴み返す。

「死ぬよ！　ダメだったら、一緒に死んでやる！」

　何があっても、レオノーラを一人で逝かせることだけはしない。

　覚悟を込めて言えば、菫色の瞳が揺らいだ。

「悪いがもう諦めてくれ。どちらにせよ後戻りはできないんだ。一緒に逃げるか、一緒に死ぬかの二択しかない」

　きっぱりと告げると、レオノーラの息を呑む音が聞こえた。目を閉じて逡巡した後、腹を据えたような表情で「わかりました」と頷く。

「ただ、着替えは自分でできるわ……」

「のんびりと着替えているのを待っている時間はない。どうせもう裸を見ているんだから一緒だろう」

「い、一緒って……」

　エドガーの明け透けな物言いに、レオノーラが顔を赤くした。

　だがすぐにそんな場合ではないと思い直したようで、口をつぐむ。

「ほら、後ろを向いて」

　レオノーラの肩を持ってくるりと体を回し、背中のリボンを外して服を脱がせていく。

　手際よくシュミーズだけにされるとレオノーラも諦めがついたようで、協力して素早く着替えを終えた。エドガーは次にレオノーラを椅子に座らせると、頭に亜麻色の長いウィッグを被せた。

「すぐに結う」

「……髪結いもできるの？」

「娼館育ちなものでね……何でもやらされたんだ」

　女官らしく髪を結いながら答える。最初からそういう髪型になっているものを用意したかったが、型崩れさせずに持ち込む方法がなかったのだ。

　だが腫れ上がった右手が思うように動かない。舌打ちをすると、レオノーラが遠慮がちに視線を寄越した。

「エドガー、その指……」

「……何でもない、頭を動かさないでくれ」

　くいっと頭をまっすぐに戻しながら言えば、レオノーラが不満げに眉を寄せたのが分かった。

「……大体こんな事を考えていたなら、先に教えてくれればよかったのに」

「教えたら反対したでしょう」

「当然です！　こんな……こんな危険なこと！　大切な指までおかしくして……何か無理をしたのでしょう！」

　それが何だ。この指ひとつでレオノーラの命が助かるなら安いものじゃないか。

　少なくともエドガーは、レオノーラが死ぬかもしれないという最悪の気分から解放される。

　けれどこの想いを言葉にするのは憚られて、エドガーは口をつぐんだ。ふいに訪れた沈黙を破ったのは、レオノーラのか細い声だった。

「……もう、あなたに会えないのかと思った」

　切なさを込めた言葉に、エドガーは視線を彷徨わせた。不安な思いをさせたのは分かっているだけに、胸が鉛のように重たくなる。

「必ず、また来ると言ったはずだ」

　だがエドガーが約束を必ず守ると、レオノーラが信じられたはずがない。何しろ、もうすぐ処刑されるという極限の精神状態だ。

　急に訪ねる者がいなくなったこの塔で、一日、また一日と時が過ぎていくのはどれほど恐ろしく、不安なことだっただろうか。

　エドガーは彼女の白い首筋を見つめながら、ひとり後悔に打ちひしがれた。

　やはり無理をしてでも会いにくるべきだったのだ。ここに来なかった理由の一つに、自分勝手でやましいものが無いとはいえないだけに心苦しい。

　堪らずに「申し訳ない」と謝ろうとしたが、その前に、レオノーラの手が後ろに伸びてきてエドガーの服を掴んだ。

「……ええ、ありがとう」

　短く、ただそう呟くレオノーラに。そっと縋り付く細い指先に。

　エドガーは、腹の底から突き上げてくるような強い感情を覚えた。

　これが愛しさなのだと言われれば、確かにそうなのだろうと思う。

　──死なせない。

　絶対にこの女を死なせない。

　エドガーは腫れ上がって熱を持った手を再び動かし始めた。そして痛みに意識を朦朧とさせながらも、何とか髪を結い上げた。

　──いける。

　女官服を着て、亜麻色の髪をそれらしく結い上げたレオノーラは、とても王女には見えない。いまの王宮で彼女の顔を知っている者は少ないだろうし、通りすがりに一目で王女と見破られることはないはずだ。

「……行こう」

「待って、お母さまのブローチを」

　レオノーラが小棚の上に置かれたブローチへ手を伸ばす。

「貸してくれ、オレが持って行く。オレなら装飾物の類いは何とでも言い訳が付く」

　単なる女官が見るからに高価そうなブローチを持っていては、万が一見つかった時に怪しまれてしまう。そう説明すると、レオノーラはすぐに頷いてブローチをエドガーに渡した。

　──やっとだ。

　重たい扉を開け放ち、先に一歩部屋の外に出る。下から来る冷たい空気を肌に感じながらレオノーラに向かって手を伸ばした。「さあ」と促せば、白く小さな手が重なる。エドガーは抱きしめるようにして彼女の体を引き寄せた。

「……あ」

　開け放った扉から廊下へ出た瞬間、彼女が小さくそう声を漏らした。それから呼ばれたように背後を振り返る。がらんとした室内は、元からそうあるべきであったことを主張するように静かだ。

　エドガーは、ようやく捕まえた小鳥が籠に帰ってしまうのを恐れるように、彼女の手を強く引いた。

「急ごう」

　エドガーの言葉に、レオノーラが「ええ」と短く頷く。

　そのまま手を繋いで階段を駆け下りると、アナンテアの騎士たちが待ち構えていた。

「リュートに、ダリア……あなたたちが来てくれたのね」

　塔の下で見張りに成り代わっていた騎士二人の顔を見て、レオノーラが涙ぐむ。『知り合いか？』と視線で訊ねると、レオノーラは「ルナート殿下直属の騎士団のお二人です」と答えた。

　彼女とルナートは婚約中も交流があったようなので、王太子付きの騎士と顔見知りでもおかしくはない。

　騎士たちもまた、レオノーラの姿を見るとほっとしたような表情を浮かべ、「ご無事で良かった」と呟いた。

「我々が戴く、未来の王太子妃殿下の為とあらば」

　騎士の一人が、そう言って深く頭を下げる。繋いでいたレオノーラの手が強ばるのが分かってしまい、エドガーは苦笑ともいえないものを口の端に浮かべて、その手を離した。

　──分かっているさ。

　この手を永遠に繋いでいることが叶わないことぐらい。

　生き残った彼女には成すべきことがある。ルナートの元に嫁ぎ、レイアドルを偽りの王から取り戻すのだ。正統なレイアドル王の唯一の娘として、彼女はきっと責任を果たすだろう。

「……まだ油断はできない。王宮から出て、国境を越えるまでは」

　言外に感動の再会は後にしてくれと告げると、彼らは顔を見合わせて頷いた。

　この後は、エドガーはいつものように鍵を返し、王宮の正門から外に出る。レオノーラと騎士たちは、それぞれ王宮の東西にある通用門を使う予定だ。一連の流れを説明すると、レオノーラが「待って」と声を上げた。

「この時間に女官が王宮の外に出ることはあまりないから、門を使えば必ず何の用かと疑われます。……北の庭を抜けた所に、王族しか知らない地下道の抜け道があるの。そちらを使ったほうが安全だわ」

　それは確かに懸念材料だったので、エドガーは胸をなで下ろした。抜け道があるというなら使うに越したことはない。

　騎士らが話し合った結果、リュートとダリアがレオノーラの護衛に付き、残りの三人は予定通り通用門を使うことになった。庭を抜けて行くのに、あまりぞろぞろと歩いていては見つかってしまいかねないからだ。彼らの話が素早くまとまった所で、エドガーが声を上げた。

「待ってくれ、オレもレオノーラ殿下について行く。あんた達だけじゃ、馬車を待たせてある所まで辿りつけないだろう」

　抜け道が王宮外のどこに通じているか分からないのだ。逃亡用の馬車を王宮の近くに待たせているが、わかりにくい場所に隠してあるから、土地鑑のない人間では迷う可能性が高い。

「分かった、頼む」

　リュートと呼ばれたほうの騎士が頷く。

　門兵に成りすました他の騎士二人にも計画の変更を伝えると、エドガー達はレオノーラの案内のもと、茂みに隠れるようにして北の方へ向かった。レオノーラは流石というべきか、王宮のことをよく知っており、ひと気のない道を選んで進んでいく。

「子供の頃はよく、王宮内を探検したの。……お兄様と一緒に。だから、誰にも見つからない道はよく知っているのよ」

　誰にともなくレオノーラが説明する。エドガーは感心しかけたが、その前に足を止めた。

　北の庭に侵入する手前の茂みで、人の気配を感じたからだ。レオノーラもそれに気付いて青ざめ、近くにいたエドガーの腕を掴んでくる。

　──まあ……いまは彼女が探検した頃と事情が違うだろうしな。

　当時の、王宮全体がのんびりしていた頃とは違う。マランツの連中は、自分たちがここを占領しているという自覚がある手前、こういったいかにも人が隠れられそうな場所こそ警戒して見回りさせているのだろう。

　──まずいな、どうする。

　エドガーとレオノーラの前後を守るように進んでいた騎士二人が、先ほど見張りの兵から奪った剣に手をかけるのを見て、エドガーは眉を顰めた。できればまだ騒ぎを起こしたくはないのだ。王宮から出た後も、国境を越えるまでには時間がかかる。出来る限り事が露見する時間を遅らせたい。

「……誰かいるのか？」

　こちらの気配に気付いた見回りの兵が歩み寄ってくる。エドガーは隣で震える女の肩を抱き寄せた。リュートとダリアの二人に目配せをして隠れるように伝えると、レオノーラの背中を近くの木に押しつける。

「エドガー？」

　戸惑うように名前を呼ぶレオノーラに、エドガーはしっと唇の前に指を立てた。

　こういう場所でこっそり隠れている人間には、ふた通りしかいない。まさに自分たちのように王宮に忍び込んできた敵か、もしくは──。

「……んっ」

　エドガーはレオノーラの顎をくいっと指で持ちあげて唇にキスを落とした。そしていかにもそれらしくスカートを捲り上げ、彼女の脚の間に膝を割り込ませる。

　レオノーラは驚いて目を見張ったが、すぐに意図に気付いたらしく、エドガーの背中に腕を回した。柔らかな体を押しつけられて、全身がかっと熱を持つ。

　──ああ、くそったれ！

　時間が止まればいい。このまま、もう二度とレオノーラを離したくない。

　情熱としかいいようのないものを瞳に込めて彼女を見つめると、菫色の瞳に涙が浮かんだ。間近で見つめ合った二人の想いが、この瞬間だけは確かに一つであったと、エドガーにも信じられた。

「ん……、ぁ」

　レオノーラの腰を引き寄せて、口づけを深くする。エドガーには、今、彼女の唇を味わう以外の全てはどうでもいいことのように思えた。未来の王太子妃に無礼を働いた罪とやらで、騎士たちに斬られてもいい。この一瞬だけ彼女が手に入るなら、もう死んだって構わない。

　レオノーラの舌を絡め取り、唾液を交換しあう。声がかかったのは、エドガーが彼女の脚を撫でた時だった。

「……何やってるんだ、こんな所で」

「ここは立ち入り禁止区域だぞ」

　茂みをかき分けて来た兵士が二人、こちらが何をしているのかに気付いてそう言った。

　エドガーは名残惜しげに彼女から離れると、ぐっと親指で自らの唇を拭って背後を振り返る。すると兵の一人が「あっ」と声を上げた。

「エドガーさんじゃないか」

　名前を呼ばれて、エドガーは目を細めた。

　エドガーの顔と名前を知っているということは、マランツから来た兵ではなく、元からのレイアドル人なのだろう。ならば王女の顔も知っている可能性がある。エドガーはレオノーラの顔を隠すように抱きしめると、二人に向けて申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「悪い、黙っていてくれないか……。彼女の両親に交際を反対されていて、ここぐらいでしか逢い引きができないんだ」

　エドガーの言い訳に、レイアドルの兵が疑わしげにレオノーラを見つめる。そして彼女が女官の格好をしていることを確かめると、二人で顔を見合わせた。

「何だ……エドガーさんが毎日王宮に通っているっていうのはこの為だったんだな」

「次の見回りは十五分後ですから、それまでには終わらせてくださいよ」

　兵士二人は肩透かしを食らったような顔でそう言って、場を離れていく。すると抱きしめていたレオノーラの体が崩れ落ちた。どうやら腰が抜けたらしい。

「……大丈夫か？」

「え、ええ……」

　レオノーラの手を掴んで立ち上がらせた所で、アナンテアの騎士二人が駆け寄ってくる。彼らはレオノーラの無事を確かめると、何か言いたげにエドガーを見つめた。

　──本当にオレを斬るつもりじゃないだろうな。

　体を強ばらせて警戒するエドガーを、リュートがきつく睨み付けた。

「……今の様なことはこれで最後だ。次は敵を斬って捨てて問題を解決する」

　低い声で偉そうに言われると、「それじゃ新しい問題が発生するだろうが」と反論したくなるが、ぐっと堪えてエドガーは黙って頷いた。どちらにせよ、今のようなことは最後にするべきだとエドガーも思ったからだ。

　そして懸念の必要もなく、その後は問題なく進むことができた。

　地下の抜け道を越え、王宮の外に出る。抜け道は小さな空き家の床下に通じており、おあつらえ向きに馬車を止めてある場所の近くだった。

　走って馬車の所へ向かうと、オズミックが眉をつり上げて待っていた。

「遅いじゃねえか！　急げ、行商隊は国境近くで待たせてある。騒ぎになる前に王都を抜けろ！　先に国境を封鎖されたら終わりだぞ！」

「オズミック！」

　怒鳴るオズミックに、レオノーラが目を見張った。

「あなたも協力をしてくれていたのね！」

　声を震わせるレオノーラに、オズミックがにっと唇で弧を描いた。

「ご無事でなによりです、王女殿下。感謝のお気持ちはまたいずれ、あなたがアナンテアの王太子妃になった後で頂ければ結構。いまは急いでください」

　ちゃっかりと感謝の気持ちを要求しながら、オズミックがレオノーラを馬車に乗り込ませる。

「けれど……オズミック。あなたはどうするの？　こんなことをしたと知られたら……」

「私のことは心配なさらなくて結構ですよ。今回の騒動は全てそこの馬鹿一人が起こしたことだと、証明する準備はできておりますので」

「え……」

　レオノーラが目を見張って、同じく馬車に乗り込むエドガーを見つめる。

　エドガーは肩を竦めてから、オズミックを見つめた。

「本当に大丈夫なのか？　オズミック」

「当たり前だ、オレを誰だと思っている。ぼんくらな王さま一人上手く言いくるめられなくて、ガドリン商会の社長が務まるか」

　にっと笑うオズミックの手を、エドガーはしっかりと掴んだ。

「ありがとう、オズミック。全てあんたのおかげだ」

「……お前に感謝されるようじゃ、オレも焼きが回っているってことだな」

　エドガーの手を握り返して、オズミックが目を細めた。

「死ぬなよ、エドガー」

「あんたもな、オズミック」

　交わした言葉を最後に、馬車が動き始める。エドガーは無言で窓の外を見つめた。

　恐らく、二度と戻ってこられないだろうレイアドルの景色を目に焼き付ける。

「エドガー」

　レオノーラに名前を呼ばれて振り向き、ぎょっと目を見開く。

　彼女が菫色の瞳から、ぽろぽろと涙をこぼして泣いていたからだ。

「ごめんなさい……本当に、ありがとう」

　きっと、エドガーがレオノーラを助ける為に何を犠牲にしたか気付いたのだろう。

　エドガーは涙を拭ってやろうと手を伸ばしかけて、止めた。彼女の白い肌に触れることは、もう許されないだろうと感じたからだ。

「……いいんだよ」

　レオノーラが生きてくれているのなら、それでいい。

　その涙だけで、もう十分だ。

　エドガーは胸にあふれる想いを込めて、レオノーラに向けて微笑んだのだった。



　レイアドルは現在、アナンテアへ向かう主な街道の国境を全て封鎖している。山越えなどで向かうルートがないわけではないが、辺境地の砦や町村を全てマランツに押さえられているため、付近を抜けていくのは危険を伴う。

　その為、エドガーたちはレイアドルと国境を接する唯一の中立国を目指していた。そこと繋がる街道の国境も仕立ての儀が終われば封鎖される予定だが、今ならまだガドリン商会の信用で通れる。王女が消えたことが明らかになれば真っ先に封鎖される場所でもあるので、伝令が到着するまでの時間との勝負だ。

　オズミックと別れ、王都を馬車で脱出した後は他の騎士三人と合流をし、あらかじめ用意していた馬に乗り換え、約数時間休むことなく走り続けた。そして国境近くで待機をしていた行商隊と合流し、無事に中立国への入国を果たした。だが人心地つくことができたのは、行商隊と別れてからさらに山を越え、アナンテアへの国境を越えてからだ。

　ルナートと落ち合う約束をしていた町にたどり着いた頃には、すでに夜は白み始めていた。

「お従兄にいさま……！」

　宿の一室に入ってルナートの顔を見た途端、レオノーラがそう言って目に涙を浮かばせた。

「レオノーラ……無事で良かった」

　ルナートが椅子から立ち上がって両手を広げると、レオノーラは迷わずに腕の中に飛び込んでいく。その様子をぼんやりと見つめながら、エドガーは深く安堵の息をついた。

　──辿り着いた。

　そう思った瞬間、エドガーは昏倒しそうになった。

　単純にもう体力の限界だ。ここしばらく殆ど寝ていなかった所にこの行程だから、途中で気を失わなかっただけ褒めてほしい。こちとら爪まで筋肉で出来ていそうな騎士さまとは違うのである。

　──もう大丈夫なんだよな？

　エドガーは胡乱な目をルナートへ向けた。

　ルナートはエドガーたちとは別の、元から帰国を予定していたルートでアナンテアへ戻ってきたらしい。極秘だというので詳しくは聞いていないが、エルミアの早馬を足止めしていた位置からだとその方が確実だったようだ。相当険しい山道だったという話だが、見たところは怪我一つない様子でレオノーラと再会を喜んでいる。

「……苦労をしたね」

　ルナートが、ほっそりとしたレオノーラの首筋を撫でてそう言った。ちなみに王宮を脱出するときに使ったウィッグはすでに外してある。美しかった白金色の髪をばっさりと切り落とされた様子は、誰の目にも痛々しい。

「……助けに来てくださってありがとうございます、お従兄さま。また生きてお会いできるとは思っておりませんでした」

　レオノーラの頬を涙が伝うのを、ルナートが優しく指で拭った。

　お似合いとしか言いようがない二人の感動の再会を蚊帳の外から見つめているうちに、エドガーは自分の胸にぽっかりと穴が空いていくような気がした。

　──終わったんだな。

　自然とそんな言葉が胸に浮かんでくる。

　自分の役目は、ここで全て終わった。この後の彼女を守り、慈しみ、癒やしていくのはルナートの仕事なのだ。

　どっと足下から込み上げてくる疲れを感じながら、エドガーは口元に小さな笑みを浮かべた。

　最後の気力を振り絞って、その場に跪く。

「両殿下の無事を心からお喜び申し上げます」

　頭を下げて言えば、レオノーラのはっと息を呑む様子が伝わってきた。

　けれど彼女が何かを言うより早く、ルナートが口を開いた。

「ご苦労だった、エドガー」

　王太子さまのありがたい労いの言葉に、エドガーは少しばかりいじけたような気持ちになった。別にルナートの為にやった仕事ではないし、協力を依頼したのもエドガーだ。

　とはいえ、そんな下らないことで突っかかっていっても何もならないし、ルナートに他意がないのも分かっている。

「もったいないお言葉です」

　さらに頭を下げると、ルナートが僅かに声のトーンを落とした。

「エドガー、我々はこの後まっすぐにアナンテアの王城に戻るつもりだ。この先はレイアドルからの避難民も多く、君の顔を知っている人間と出くわす可能性もある。互いの為に、この町で別れたほうがいい」

　全くもって仰る通りであったので、エドガーは「はい」と大人しく頷いた。

　最初に覚悟をした通り、エドガーはこの先の一生をお尋ね者として過ごすことになる。レイアドルとマランツは躍起になってエドガーの居場所を捜すことだろう。その時にアナンテアにいれば安心ということもない。敵国の中といえど、仕立て屋ひとり攫ったり殺したりするぐらいそう難しいことではないだろうからだ。

　生き伸びる為には、出来る限りその二カ国から離れた場所で、ひっそりと身を隠しているしかない。エドガーはアナンテアを出てさらに遠い国を目指すことを考えていた。

　しかしここに来て初めて、ルナートが別の提案を口にしたのである。

「……君はこの後、アナンテア国内のランドリア地区へ向かうといい。護衛の騎士も二人付けよう。地理的にマランツともレイアドルとも離れているから追っ手がかかりにくいし、我々の友好国と国境を接する辺境地だから何かあればすぐにそちらへ逃げ込める。領主にもすでに話を通して、君を当分匿ってもらうように手筈を整えている。我々と共にアナンテアの中心に来るよりは安全なはずだ」

　あまりにありがたい申し出に、エドガーは驚いて顔を上げた。正直、ルナートがそこまでしてくれるとは思っていなかったからだ。レオノーラ救出は互いの悲願であったとはいえ、あくまでエドガーは協力を頼んだ側であり、さらに自分も助けてくれというのは虫が良すぎてとても言えなかった。ルナートも特に何も言わなかったので、互いが手を組むのはレオノーラ救出までだと理解していたのである。というか、そんな準備をしていたなら、先に言ってくれればよかったのではないか。

「……ありがとうございます。心から感謝いたします」

　何となく腑に落ちないものを感じながら、エドガーは心からの礼を口にした。

「私もだ、エドガー。君に心から感謝をしている。……まあ、次の戦でアナンテアが勝利することを祈っていてくれ。そうすれば、君も少しは大きな顔をして往来を歩くことができるようになるだろう」

　つまり、次の戦が国の存亡をかけたものになるということだろう。マランツが滅びさえすれば、エドガーを追う者はいなくなる。

　──そりゃ、そうなってくれれば都合はいいが……。

　自分が関わりようのないことで期待しても仕方がない。ルナートの言う通り、祈っておくぐらいが丁度いいだろう。

　エドガーは口元に笑みを浮かべて頷いたあと、レオノーラに視線を移した。

　レオノーラともここでお別れだ。そして恐らく、もう二度と会うことはない。分かっていた事とはいえ、その事実はエドガーの体を真っ二つに切り裂くようだった。

　──これでいいんだ。

　例えばルナートがもっと嫌な男だったら──とてもレオノーラを幸せにできないような男だったら、エドガーは彼女を攫っていくことを考えたかもしれない。けれどルナートは、エドガーの目から見てもいい男だった。見目がよく、責任感があり、王太子という身分でありながら、エドガーのような男の話を聞く公正さを持っている。何より、レオノーラを愛している。ルナートはきっと彼女を大切にするだろう。

　すっかり無一文となり、名ばかりの貴族の称号すらなくし、指の状態次第ではこれから先また仕立て屋として働けるのかすら分からない。そんな自分といるより、間違いなくレオノーラは幸せになれるはずだ。

　だからもう、文句はない。

「レオノーラ王女殿下……これをお返しします」

　預かっていたブローチを差し出すと、レオノーラが僅かに体を震わせた。

　ここまでエドガーとルナートの会話を息を殺して聞いていたのだろう、彼女の瞳はすでに涙ぐんでいて、きつく結んだ唇は白くなっている。

　レオノーラはブローチを受け取ろうと腕を伸ばしたが、触れる直前でぐっと手を握った。

「それは、エドガー……あなたに……」

　レオノーラはそこで言葉を一度飲み込んで、ちらと隣に立つルナートを見つめた。ブローチが彼を通して贈られたものだからだろう。彼女はルナートが頷いたのを見てから言葉を続けた。

「あなたに差し上げます」

「……しかしこれは」

　エドガーは眉を顰めた。このブローチは彼女の母親の形見だ。レイアドルに戻れない彼女にとって、亡くした家族を偲ぶ唯一のものである。そんな大事なものは受け取れない。断ろうとするエドガーに、レオノーラは大きく首を横に振った。

「あなたに差し上げたいのです。私は……あなたがしてくれたことに対して、他になにひとつ応えることができないから……」

　聞いているほうが苦しくなるほど震える声で、菫色の瞳を揺らしながらレオノーラはそう言った。エドガーは彼女もまた、自らのあるべき場所へ戻ることを決めたのだと悟った。

　──泣くなよ。

　それでいいのだから。

　そうなるために、自分はこの命を懸けたのだから。

　だから、レオノーラが気に病むことはない。己の望むように生きて、幸せになってほしい。泣き顔は見たくない。なぜだか──理由は知らないが、自分はこの女の涙を見たくないのだ。

　エドガーは、レオノーラとブローチへ交互に視線をやった後、しばらく迷った末に頷いた。

　これが自分が聞いてやれる、彼女の最後の願いだと思ったからだ。

　形式張った言葉でブローチの礼を言うと、レオノーラが微笑んだ。

「本当にありがとう……エドガー」

　レオノーラはぴんと背筋を伸ばすと、先ほどまで覗かせていた悲しみを笑顔の奥にしまいこんだ。

　──叶うなら……。

　叶うなら、ただ一度でいい、レオノーラの心からの笑顔が見てみたかった。

　だがそれも、きっと自分には過ぎた願いだったのだろう。

　王の娘と娼婦の息子が、王女と仕立て屋ではなく、ただの男と女としてその人生を交差させたのは、まるで糸を噛んだような間違いだった。彼女にとっては一瞬の過ちで、自分にとっては一生分の夢だった。

　エドガーはもう一度、レオノーラの、その王女然とした微笑みを見つめた。

　そしてひとりの仕立て屋として、最後の言葉を口にした。

「レオノーラ王女殿下の幸せを、心から願っております」



「……エドガーはもう出て行ったよ」

　扉をノックする音に応えると、ルナートが室内に入ってきてそう言った。

　宿の窓からぼんやりと明け方の空を眺めていたレオノーラは、振り返って頷いた。出来る限り毅然と、胸を張って。

「ええ……ここから見ていました」

　見送りには出なかった。彼は朝早くに人目を忍ぶように出て行ったし、レオノーラが外に出るときには騎士が護衛についてくれるので、どうしても目立ってしまう。

　彼もまたレオノーラに出立を告げにくることはなく、この窓を見上げることすらしなかった。

　レオノーラの為に命を懸けてくれた彼との別れは、まるで全てが幻だったといわんばかりに呆気のないものだった。

　──エドガーに、私は……何も返せなかった。

　その事実が、レオノーラの心をこれ以上ないほどに打ちのめしていた。

　この身のために、彼は一体どれほどのものを手放したのだろうか。なぜ彼は、それほどの犠牲を払って自分を助けてくれたのだろう。

　完全に理解するには、レオノーラは彼のことを知らなすぎる。

　あの塔のなかで起こったことが一体何だったのかさえ、いまのレオノーラには分からなくなっていた。あれは愛だったのか、それによく似た何かだったのかも。一度は確かに答えを得た気がしたのに。

「……エドガーは見事な男だね」

　気持ちに整理をつけられずに途方に暮れていると、ルナートがぽつりとそう呟いた。

「彼は……君を助けるのに力を貸してくれと私に頭を下げた後、自分自身のことはただの一度も口にしなかった。エドガーは本当に、君のために人生の全てを懸けたんだ」

　ルナートは一度言葉を区切ってから、穏やかな声で続きを口にした。

「……今ならまだ、彼と行くことを選べるよ。レオノーラ」

　まるで心を全て見透かしているような言葉に、レオノーラは目を見開いた。

　ルナートは腕を組むと、試すようにこちらを見つめた。

「私たちが君を救い出した事を公表しなければ、レイアドルはまず間違いなく君を予定通り処刑したと発表するだろう。塔に幽閉していたはずの王女を、たかが仕立て屋に攫われただなんて公にできるはずがない。うちとの大がかりな戦争を控えた時に、国家の威信を失うのは痛いだろうからね。ひと月ほど様子をみて、どこからも王女の無事が聞こえてこなければ、レイアドルは必ずそうする」

　その発表を確認してからになるが──とルナートは声を低くした。

「だから、死んだことにしてしまえばいいんだ。今なら生き直せる、ただのレオノーラとして」

「そんな……」

　レオノーラは思わず一歩後ずさった。

「できるはずがありません。私は……この身の責任を果たさなければ」

　自分はレイアドルの王女だ。今は亡き正統なる王であった父の、ただ一人の娘だ。

　生きているのなら、その限り、レオノーラは責任を果たさなくてはならない。

　アナンテアに与し、玉座を叔父から取り戻すのだ。

　王女が生きていることを知れば、仕方なく現政権に恭順の意を示している地方領主や、奮起を誓ってアナンテアへ逃れていた貴族たちはこの血の下に集まってくるだろう。

　その勢力をまとめあげるのが自分の役割であるはず。

　それはきっと、次の戦争でアナンテアの利にもなるだろう。

　レオノーラを助けてくれたのはエドガーだけではない。アナンテアの彼らの恩に報いるためにも、自分はそうするべきなのだ。

「……君に王女としての責任などもうないのではないだろうか。レイアドルという国は君を助けられなかったのだから。本当なら君は明日死ぬはずの人間だった。死んだ人間に何ができる。彼らにはもう、王女を求める資格はないはずだ」

　ルナートの言葉に、レオノーラは大きく瞬きをした。

　誰よりも国家に尽くす彼が、そんなことを言うとは思わなかった。

「それに……私は、父母や、兄の無念を晴らさなくては」

　理不尽に命を奪われた家族の顔を思い浮かべて強い口調で言い切ると、「それが君の本当の願いなのか？」とルナートが首を傾げた。

「……君が国を取り戻し、家族の敵かたきを討ちたいというのならば私と来ればいい。アナンテアでできることは多いだろう。君と正式に婚約していた時と随分状況は変わったが……依然うちにとってレイアドルが重要な国であることは変わりない。軍事的にも、政治的にも。色々と問題は起きるだろうが……君と改めて婚約するという道も確かにある」

　ルナートは自身の滑らかな顎を撫でると、彼らしい落ち着いた声で言葉を続けた。

「マランツを倒し、レイアドル王を討ち果たす。それは……君が今想像しているよりずっと試練の多い道になるだろう。君のような優しい女性には特に。復讐というものは正気で果たせるものではないよ、レオノーラ。それでも君が望むなら、私には力を貸す準備がある。だがエドガーは……」

　ふと、ルナートが言葉を飲み込む。

「エドガーは、そんなことをさせるために君を助けたわけではないだろう」

　少し考える間を置いた後、ルナートは静かにそう言った。

「彼には、君が王女であるかどうかはどうでもいいことだった。ただ、君という女性が愛しかったから、その幸せを願っただけだ。私は……彼の願いを汲んでやるべきだと思い、いまこうして君と話をしている」

　そこで、ルナートの青い瞳が戸惑うように揺れた。

「なぜなら、私は一度、君の命を完全に諦めたからだ」

「お従兄さま……」

「君を諦めなかったのはこの世界でただ一人、エドガーだけだった。君のために真に全てを懸け、捨てる事ができたのは、王女ではなく君という女性を慈しんだ彼だけだった」

　レオノーラは息を呑んで彼の言葉に耳を澄ませた。

　いま自分に、大きな選択肢が与えられようとしていることに気付いていた。

「もちろん、エドガーと行くことも平坦な道ではないだろう。共に命を狙われることもあるかもしれない。ランドリア地区はそれなりに安全な場所ではあるが、絶対とは言えない。アナンテアが戦争に負ければその道はさらに険しくなる。……その上で、もう一度だけ訊ねよう」

　背後の窓から、朝日が差しこむ。

「彼と行くかい？　レオノーラ」

　レオノーラは瞳を揺らした。胸の前で組んだ手が震えている。

　初めてなのだ、自分で生き方を選ぶなど。

　──本当にいいの？　エドガーと生きることを選んでも。

　けれど亡くなった家族は許すだろうか。

　正直に言えば、復讐をしたいという強い気持ちはいまのレオノーラにはない。塔の中で何もできず、自分の命にすら刻限をつけられた日々の中で、全てを諦めるしかなかったせいだろう。元々、それほど苛烈な気性でもない。

　家族を亡くしたことは心から悲しいし、これから先彼らを偲んでいくなかで、そういった気持ちが生まれることもあるのかもしれない。けれど復讐の先に得るだろうものに、レオノーラが惹かれることはなかった。

　だが復讐を果たさずにいることを、家族が許すとは思えない。王家に仕えたことで命を落としたり、国を追われたりした者たちもどう思うか。

　王女としての責務を放棄し、戦火に見舞われようとしている母国を見捨てようなど──。

「私は……」

　脳裏に、エドガーの顔が浮かぶ。

　けれどもし、たとえ誰に罵られても、彼と生きる道があるのなら。彼を知り、その心に触れ、その想いに報いる術があるのなら。

「……エドガーを愛しているのだろう？」

　訊ねられて、レオノーラは視線を彷徨わせた。

　愛している？　そうだ、彼を愛している。確かに塔の中でそう思った。けれど──。

「……分かりません。分からないのです、お従兄さま」

　彼に触れている時に感じたものを、確かにそうだと証明する時間がなかった。

「ただ……私は、あの人と離れることが辛くて堪らない」

　レオノーラは、声を震わせてそう言った。

　瞼の奥が熱くなって、堪えきれない涙が溢れだしてくる。その肩を、ルナートが引き寄せた。

「……君を愛してるよ、レオノーラ。初めて会ったのは君が三歳の時だったかな。それからずっと、君のことは大切な家族だと思ってきたし、本当の妹のように思ってきた。君という人を尊敬しているし、どんな時でも毅然として王女らしく振る舞おうとする姿をみて立派だと感じていた」

「……私もです、お従兄さま」

　レオノーラだって、ずっと彼を尊敬していた。そして本当の兄のように思っていた。子供の頃は、自分には兄が二人いると無邪気に喜んでいたものだ。

「婚約が決まったときは……多分そうなるだろうと思ってはいたけれど、正直戸惑ったよ。君のことは目の中に入れても痛くないと思っていたけれど……君も私も、互いに男女として意識するにはあまりに家族のように過ごした時間が長かったから。けれど同時に、きっと君となら仲の良い夫婦となり、より良く国を治めていけるだろうとも思った」

　レオノーラも同じだ。彼との結婚を嫌だと思ったことは一度もない。きっとルナートとは上手くやっていけると信じていた。恋や情熱がなくとも、互いの間には確かに愛情があったからだ。それが親愛であれ、王族の結婚に愛が望めること自体幸運なことだった。

　レオノーラはエドガーを知り、どうしようもなく惹かれてしまった訳だけれど──それはこのようなことでもなければ誰にも知られず、ただ少女だったころの淡い初恋として思い出になるはずだったのだ。

「……正直な気持ちを言おう。私はできるなら、いまでも君と結婚したいと思っている。君が最良の相手だと。だけど私は……君のために生きることはできない。私の命はアナンテアという国に捧げるべきもので、私はそのようにしか生きられないからだ」

　エドガーのようには、と消え入るような声でルナートは付け加えた。

　まるで何かを噛みしめるように、言葉を続ける。

「……だけど、こんな私でも考えることはある。血とは、本当に愛よりも重いのだろうか。王家の人間に生まれるということは、本当に……ただの男と女であるということよりも優先されるべきなのだろうか。きっと私には死ぬまで答えが得られない問いだが」

　ルナートはレオノーラの涙を拭うと、ごく普通の青年のように微笑んだ。

「いまの君ならその答えを探しにいけるだろう。もしも今回のことで私に感謝をしてくれていると言うのなら、いつか……君が得た答えを教えてくれればそれでいい」

　祈るような口調でルナートが言葉を続ける。

「君は明日死ぬはずだった。だから、死んだつもりで生きればいいんだ。余計なことは何も考えず……幸せになればいい。君を大事に思っている人は、きっと皆同じことを願っているよ」

「もちろん選ぶのは君だ」というルナートの言葉に、レオノーラは手で涙を拭った。

　そして目を閉じ、幾つもの迷いを胸によぎらせたあと、一つの答えを得て口を開いたのだった。




「わあ、素敵だわ、ココちゃんのお洋服！　ねえエド、今度はこっちのペペちゃんのお洋服を作ってちょうだい！　ララちゃんのも！」

　ランドリア領主の娘ジュリアが、いかにも少女が好きそうな人形を両手に掲げてキャッキャッと喜んでいる。くるくるとした金色の髪が可愛らしい、御年十歳のお嬢様である。

「……ええ、お嬢さまのお望みとあらば」

　エドガーはレイアドルで鍛えた紳士スキルを最大限に使って、少女の前に跪いた。そしてぽっと頬を赤らめるジュリアに微笑ましげに目を細めてから、心の中で呟いた。

　──帰りたい。

　なんだ、ココとかペペとかララとか。同じ文字を繋ぎ合わせた名前しか人形に付けちゃいけない家訓でもあるのか？　訳が分からない。いや本当に。

　大体エドガーは女と子供が苦手なのだ。出来る限り関わりたくない。だというのにわざわざこうしてジュリアの機嫌を取っているのには、一応理由がある。

「ねえ、エドはレイアドルの出身なのよね？　普通のお洋服は作らないの？　私、このペペちゃんのようなドレスが着てみたいわ」

「……ええ、私は人間の服は作らないのです」

　もうしばらくは。

　しれっと内心で付け加えて、エドガーはペペちゃんの──いや、ララちゃんだったか、ヨヨちゃんだったかが着ているドレスを見つめた。当然であるが、自分が作るものは人形の服まで完璧だ。本当に当然ではあるが、才能が怖い。

　──あれから三ヶ月だ。

　エドガーは何となく自分の指を動かしてみながら独りごちた。

　腱鞘炎は一時、ピクリとも指を動かせないほどの重傷だったが、いまはほぼ癒えていて後遺症もない。だが仕立て屋としての仕事は当分請け負うつもりはなかった。作った服が原因で、自分の居場所を追っ手に知らせてしまうことを避けるためだ。自分の特徴を隠して服を仕立てるのはそう難しくないが、仕立てたものが評判になってしまうのは避けようがない。エドガーは、自分の仕事に手を抜くことだけはできない。

　とはいえ腕が鈍るのは避けたいし、指の状態を把握しておきたいというのもあって、ひと月ほど前、お気に入りの人形の洋服が汚れたと泣いているジュリアのために、気まぐれに新しいものを仕立ててやったのである。結果、ジュリアにはとても懐かれてしまった。エドガーは子供が苦手だが、子供からは好かれてしまう質だった。

　エドガーは『エド』という簡単な偽名で領主の館に客人として匿われていたが、ジュリアの昼夜を問わない『服を作って』『遊んで』『構って』という攻撃に疲れ果て、いまは城下町の外れに家を一軒借りて暮らしている。ランドリアの城下町は全体が一個の要塞になっており、戦争を控えたいま特に出入りが厳しく管理をされている。その為、領主の館を出てもさほど危険はないと判断したのだ。だがもし命の危険があったとしても、あのままジュリアの相手を一日中するぐらいなら自分は館を出ただろう。

　それほど嫌だったジュリアの相手を、いまもこうして定期的に館に通ってまでしているのは、ひとえにレオノーラの情報を知りたいからだ。あれから三ヶ月も経つのに、いまだにレオノーラ王女が無事であるという報が出ない。

「そうだエド、今日の新聞よ」

　人形のお洋服と交換とばかりに、ジュリアが新聞を渡してくる。新聞は貴族や上級市民の読み物なので、読みたければここに来るのが一番早い。

　礼を言って受け取ったエドガーは、紙面に目を通して眉を顰めた。

「……どういうことだ？」

　思わず声が漏れる。

　そこには『レイアドルが予定通り王女を処刑した』という記事が載っていた。

　──王女が処刑？　それもレイアドルで……？

　レイアドル王女が無事で、アナンテアに逃れてきたという情報を求めていたエドガーは、記事の内容にただただ混乱した。

　とてもジュリアの相手をしている気分にはなれず、エドガーはすぐにその場を辞した。

　──何がどうなってる。

　青ざめた顔で自宅への帰路を歩きながら、エドガーは忙しく頭を動かした。

　レオノーラの身に何かあったのだろうか。確かめる為にも、一度ルナートに会いに行くべきだろう。危険はあるが、手紙を送ってもルナートはなぜか返事を寄越さないのだから仕方がない。

　迷いなく決断を下したエドガーは、しかし家が見えてきた所で足を止めた。

　建物の前に、一台の馬車が止まっているのが見えたからだ。

　エドガーがここに住んでいることは、ごく一部の人間しか知らない。訪ねてくる人間など、そうそういないはずだが。

　──まさか、追っ手か？

　エドガーは物陰に隠れようとしたが、そこでふと、馬車の側に女が立っているのに気付いた。

　眉を寄せて目をこらし、顔をしかめる。

「……王女殿下？」

　後ろ姿で、フードのついた外套を羽織ってはいるが、彼女の輪郭を自分が見間違えるはずがない。慌てて駆け寄ると、足音に気付いたレオノーラが振り返り、ほっとした表情を浮かべた。

「エドガー」

　名前を呼ばれた瞬間、心臓が止まるかと思った。

「……なんで、ここにいる」

　彼女の前で立ち止まり、その姿が幻でないことを確認してからエドガーはそう声を震わせた。

　レオノーラは、ぱちっと大きく瞬きをして小首を傾げた。

「……ルナート殿下から、連絡はきていないの？」

「……なにも」

「どうしてかしら、連絡をしておくと言ってくださったのに。手違いがあったのかもしれないわね」

　──あの野郎。

　レオノーラの言葉で大体のことを察し、エドガーは内心で舌打ちをした。なんの意趣返しかは知らないが、連絡をしなかったのはわざとだろう。

　これまでもランドリアの領主を通してルナートと連絡を取ろうとしたのに、ちっとも反応がないからおかしいとは思っていたのだ。以前から何となくそんな気はしていたが、あの男は絶対に、相当いい性格をしている。

「……それで、殿下はなぜここへ？」

　動揺を隠して訊ねると、レオノーラは視線を彷徨わせた。

「…………あなたに会いに」

「……は？」

「ですから、あなたに会いにきたの。できることなら……その、一緒に暮らしてほしいと思って」

　突然の状況に混乱しているからか、レオノーラの言っていることがよく理解できない。

　──一緒に暮らす？

「……仕立てのできる使用人が必要ですか？」

「そうではなくて、伴侶……とはいかなくても、まずは……恋人として……？」

　レオノーラの声が、どんどん尻窄みになっていく。

「私……あなたのことが好きなの。あなたもそうだと思ったのだけれど、違ったかしら？」

「……そりゃ、違いませんが」

「だったら、一緒に暮らしてほしいの」

「ここで？」

　エドガーは、視界に映る自分の家を見つめた。

　いまは客人として扱われているので、与えられている家もそこそこ立派だが、それでも一国の王女が住むような場所ではない。

「……ええ。お従兄さまは、いまエドガーが暮らしている所にそのまま押しかければいいのではないか？　と仰っていました」

「押しかければって……だけど……ここは殿下の住まわれるような場所では」

「王女はやめたのです」

「やめた？」

　聞き返すエドガーの声が上ずった。

　いまだにレオノーラの言っていることが半分も理解できない。ルナートに、エドガーに対する何らかの悪意があることしか分からない。

　もう二度と会えないと思っていた──しかも先ほど処刑されたという記事を見たばかりの恋しい女が突然現れて、エドガーの脳内処理は限界だった。とりあえずレオノーラを抱きしめ、キスをしたいという衝動を堪えるだけで精一杯だ。

「そうです。……どうしてもあなたと共に生きたくて。〝レオノーラ王女〟はあのまま処刑されたということにしたの」

　あのまま処刑された。

　その言葉と、さきほど新聞で見た記事が繋がり、エドガーはようやく全てを理解した。

「色々とあって、ここへ来るのが遅くなってしまったのだけど……迷惑だったかしら？」

　不安げに華奢な肩を震わせるレオノーラに、エドガーは軽い怒りを覚えた。迷惑だなんてことあるはずがないだろう。だからといって、受け入れることもできるはずがない。

「……危険だ。オレは命を狙われているんだぞ」

「分かっているわ。だけどそれは私だって同じだし、危険なのもどこにいたって同じです」

　唸るようなエドガーの言葉に、レオノーラはきっぱりと言い返した。

「それにあなたは、私に幸せになれと言ったではないの」

　エドガーは鼻先に皺を寄せた。そうだ、確かに言ったさ。

「オレは……もう何も持っていない。金も……僅かばかりの身分も、仕事も。あんたに、身の安全すら与えてやれない。それでどうやって、あんたを幸せにできるっていうんだ」

　話している間に、エドガーは俯いていた。胸の奥で情けないような、腹立たしいような、色んな感情がない交ぜになって膨れ上がり、いまにも爆発してしまいそうだった。

　だがそれを聞いたレオノーラは、ぽつりと「知らないわ」と言った。

「……ただ私は、もう一人では幸せになれないの」

　菫色の瞳が、まっすぐにエドガーを見つめる。

　この目だと、エドガーは思った。塔のなかでも彼女の瞳はいつも美しかった。

「確かなのは、あなたが幸せでいてくれないと、私はもう二度と幸せになれないということだけ。あなたがどこかでひとり苦しんでいたり、辛い思いをしているかもしれないと考えると、胸が張り裂けそうになるの。だから私に幸せになれというのなら、あなたは私の傍にいてくれないといけないわ。あなたが幸せでいる所を、この目で見させてくれないと」

　ふざけるなよ、と。エドガーは心のなかで呟いた。

　人が──人が、どんな気持ちで彼女の手を離したと思っているのか。

　どれだけ会いたいと思っていたか。どれだけその体を抱きしめたいと思っていたか。どれだけ。

「だけど……あなたがもし私の傍では幸せになれないというのなら……」

　レオノーラは、そこで不安そうに目を細めた。全く、弱気になったり強気になったり、忙しい女だ。

「私だって何も持っていないの。この体一つしか……」

「十分だ」

　エドガーは、もう迷うことをしなかった。決意も懸念も、何もかもくそ食らえだ。

　目の前で、欲しい女が、全てを捨てて来たのだと言っている。その他のあらゆるもの全てより、エドガーを選んだのだと言っている。ならもう、それ以外のことはどうでもいい。それでももう一度彼女を突き放してやれるほど、自分はよく出来た男ではない。

　エドガーはレオノーラの腕を掴むと、力の限り引き寄せた。

「オレの仕立てた服を着るのに、その体ひとつあれば十分だ」

　柔らかい体を抱きしめて囁く。レオノーラの全身が驚いたように強ばり、次に小さく震え出した。だがそれはエドガーだって同じだ。感情が溢れて、瞼の奥が熱くて堪らない。

「レオノーラ……」

　彼女の肩に顔を埋めるようにして名前を呼べば、細い腕がエドガーを抱きしめ返した。「はい」と愛らしい声が答える。顔を上げると、自分と同じように涙を流すレオノーラと目が合った。互いにそのまま少しの間見つめ合い──それから、当然そうするべきだとでもいうように唇を重ねた。上唇の、柔らかい尖った場所を触れあわせ、一度離れて、今度は全体を押しつけるように口づける。

　とても近い所で目があったと同時に、エドガーはさらに強くレオノーラの体を抱きしめた。そしてお互いが、お互いを、その全てが自分のものであると主張するかのように強く、深く、キスを交わしたのだった。



「……だから、お従兄さまはそう言って私に生き方を選ばせてくださったの。けれど中々レイアドルから王女処刑の報がでなかったから、来るのが遅くなってしまったわ」

　照明を落とし、カーテンをぴたりと閉めた薄暗い部屋のベッドの上で、すでにシュミーズとドロワーズだけになったレオノーラが言った。彼女と向かい合って座るエドガーは、そのシュミーズを頭から脱がしながら眉を寄せた。

「王女処刑の記事が新聞に載ったのは今日だぞ」

「この時勢だからかしら？　まだ処刑がレイアドルで発表されてから半月ほどしか経っていないから、ランドリアの新聞に載るのがこの時期になってもそう不思議ではないわ」

　上半身を生まれたままの姿にされて、レオノーラが恥ずかしげに胸を両手で隠す。エドガーは彼女の腰を抱き寄せて、白い首筋に口づけた。

　──どうだかな。

　確かにレイアドルとの国交が途絶えている今、アナンテアへ情報が伝わるのが遅くなるのは仕方ない。そのうえランドリアは地方だから、中央より情報が伝わるのが遅い。

　だがそれらを踏まえても、レオノーラが到着した日とタイミングが良すぎる。

　思えばエドガーは、新聞の日付まで確認をしなかった。渡される新聞は当然最新のものだと信じていたからだ。

　ルナートがレオノーラのことを秘密にしておくため、新聞を渡す日を調整するようランドリアの領主に命令をしていたのではないだろうか。

　──まあ……いいけどな。

　レオノーラをこの腕に抱けるいま、それぐらいの意趣返しは気にもならない。

　エドガーはレオノーラを押し倒すと、胸を隠す両手をベッドに縫い付けた。そしてその胸の頂に唇で触れようとした時──。

「そうだ、オズミックも無事よ。うまく責任を逃れたようだと、お従兄さまが教えてくださったわ」

　真剣な表情で言うレオノーラに、エドガーはぴたりと動きを止め、真顔で頷いた。

「あ、ああ……まあ、そうだろうな」

　オズミックのことは、もちろんエドガーもずっと気にしていた。

　新聞を読んでいた時も、レオノーラの事はもちろん、オズミックのことが書かれていないか目を皿のようにして探していた。だがレオノーラと違い、オズミックは記事になっていないことが無事の報せだ。三ヶ月もの間新聞に彼の名がないことを考えると、方々上手くやったのだろうと察しはついた。

　──だが、裏では相当な金を払ったはずだ。

　事を起こした当時、エドガーは名簿上ガドリン商会を抜けていたが、だからといって『はいそうですか』とオズミックが許されたはずがない。

　しかし簡単に処分をしてしまうには、レイアドルにおけるオズミックの影響力は大きすぎる。

　オズミックが多額の献金をして恭順の意を示しているのなら、ひとまずは彼を処分するより、そのままにしておいた方が得だと現国王が判断した──いや判断させたのだろう。

　問題は、その額面がいくらになったかだ。

　オズミックは元々新政権に献金の用意をしていたが、今回のことで額は跳ねあがったはず。

　その上乗せに使ってもらうよう、エドガーは自分の全財産と、レオノーラの婚礼ドレスをオズミックの所へ置いてきた。特に婚礼ドレスは素材全てが一流品であり、かつ今は行方不明になっているエドガーの最後の仕立てである。オークションに出した時の価値は計り知れない。この二つで足りているといいのだが。

「……オズミックは私が王太子妃になったら恩を返してもらうといっていたのに、その期待を裏切ってしまったわ」

　考え込んでいると、レオノーラが瞳を陰らせた。

　エドガーは特に慰めるつもりもなく、首を横に振った。

「それは……少し奴を見くびりすぎだな。オズミックは回収できない売掛を作るような男じゃない」

　以前より少し伸びた白金色の髪を撫でながら、エドガーはそう言った。

　大体、あの時にレオノーラがアナンテアの王太子妃になれるという確証があったわけでもない。オズミックはそんな曖昧なものを信用したりしない。

　彼が損と危険を承知でエドガーに手を貸したのは、もちろん情もあっただろうが、ルナートとの間に確固とした信頼関係を築きたかったという狙いがあったはず。それをクリアした時点で、レオノーラがどうなろうとオズミックの回収は完了している。

　後は、いずれまたエドガーをこき使ってやろうぐらいは考えているかもしれないが。

「オズミックは……」

　まだオズミックの話をしようとするレオノーラの唇を、エドガーは思わず指で掴んだ。

「ふぁに？」

　なに？　と驚いたような顔をするレオノーラに、エドガーは「いや……」と目を細めた。

「よく喋る口だなと思って」

　何しろ、ベッドに上がってからずっと喋っている。

　そもそも先ほど再会をしてキスをした後、馬車の中にいた護衛の騎士に咳払いをされて、一旦我に返っているのだ。それでも荷物を運び込み、再び二人きりになるとまた気持ちが盛り上がって、二人ベッドにもつれ込んだのである。だというのに、その後もずっとレオノーラは喋っている。しかも「それ後にしないか？」と言い辛い話題ばかりなので、こちらも答えるしかない。話題の重要性は理解しているが、少しでいいので、毎度情熱に水をかけられるこちらの身になってほしい。

「……だって、大切な話だわ」

　エドガーが指を離すと、レオノーラは唇を軽く撫でながら、むっとした表情を浮かべた。

「あなたと抱き合うのが我慢できなくて、つい真っ先にベッドに上がってしまったけれど、大事な話はやっぱり先にしておかなくてはと思ったの」

　抱き合うのが我慢できなくて。

　エドガーは心の中で、しっかりとその台詞を繰り返した。

「確かに……それはそうだな」

　頷いてから、顔の下半分を手で覆って横を向く。自分がいま、はっきりとにやけているのが分かったからだ。そうか、レオノーラも我慢ができなかったのか。

「……がっかりした？　よく喋る女で」

　レオノーラが不安げに訊ねてくる。思いもよらない質問にエドガーは一瞬目を丸くしたが、すぐに苦笑を浮かべて彼女の唇にもう一度指で触れた。

「いいや、嬉しいよ。この口が、よく喋るんだと知れて」

　その答えにレオノーラが大きく瞬きをして、花の綻ぶように笑う。

　エドガーは、弧を描く彼女の唇に口づけた。

「だけど、残りの話は終わってからだとありがたい。そろそろ我慢も限界だ」

　耳元で囁くと、レオノーラは耳を真っ赤にして頷いた。エドガーは満足して、彼女の胸に触れようとして──。

「あ、でも待って」

　でも待つのか。

「あなたも服を脱いでほしいわ。前はあなた、最後まで服を着たままだったでしょう？　こういった行為は互いに衣服を脱ぐものだと教わりました」

　前回はそうだっただろうか？　エドガーは首を傾げた。

　あの時はあまりに色んなことが必死だったので、自分の服がどうだったかまでは覚えていない。

　──まあ、そういうことなら。

　後で脱ぐつもりだったので、それが今でも問題はない。

　請われるままにシャツを脱ごうとしたところで、レオノーラが上体を起こしてエドガーの腕に触れた。

「私が脱がせたいわ……あなたがしてくれたように」

　真剣な顔をして言うレオノーラがやけに可愛くて、エドガーはふっと笑みをこぼした。

「どうぞ」

　頬に口づけて頷く。レオノーラが、たどたどしい手つきでエドガーのシャツのボタンを外していく。その様子を見ていると、自分でも不思議なぐらい胸が高鳴った。

　我慢できずに彼女の頭や頬にキスを落とせば、レオノーラから「邪魔をしないで」と苦情が入ったが、それすら何だか嬉しい。

「……男性の体を、初めて見たわ」

　エドガーの上半身を裸にさせた所で、レオノーラが頬を染めて俯く。初めてなだけじゃなく、自分を最後にしてほしい。そう願いながら残ったドロワーズを脱がせると、レオノーラもまた思い出したようにエドガーのズボンを脱がせにかかった。

　互いに生まれたままの姿になった所で、エドガーは再びレオノーラをベッドに押し倒した。

「……本当に、指はもう大丈夫なの？」

　レオノーラが不安そうに訪ねてくる。

　ベッドに上がる前から、彼女はしきりにそれを気にしていた。

「ああ、さっきも言っただろう。丈夫な指は、一流の仕立て屋の条件だって」

　エドガーは答えを繰り返すと、今度こそ、彼女の胸の先の小さな飾りに口づけた。

「あっ……」

　レオノーラの体がぴくりと震える。それに気を良くしてぱくりとそこに吸い付けば、レオノーラはまた可愛らしい声を漏らして、細い腰を揺らす。彼女の反応をひとつひとつ味わっていく度に、エドガーは自分のなかに渇望が生まれていくのを感じた。早く、彼女の全てを手に入れたい。だが同時に、大切にしたいとも強く思う。レオノーラに心地よくなってほしい。エドガーの口で、指で、全てで。

「ん、やぁっ……あぁっ」

　そこを舌で転がし、軽く甘噛みをしてから、また反対の膨らみを口で愛撫する。

　──ひとの肌が、こんなに心地いいものだとは知らなかった。

　片方の乳房を手で揉みながら、そんなことを考える。

　これまで触れたどんな絹地より、レオノーラの肌は滑らかで、柔らかく、とにかく手触りがいい。以前触れた時はそれを感じる余裕がなかったが──この心地良さはエドガーにとって予想外だった。レオノーラの肌にならきっと永遠に触れていられると思う。

　エドガーは柔らかな乳房と、その先端の感触を手と口で存分に味わうと、ゆっくりと顔をあげた。視界に入るのは熱に浮かされて潤む紫色の瞳と、美しい白い肢体。手に少し余る大きさの乳房は上気に色付いていて、先端の小さく綺麗な桃色は、エドガーの愛撫を受けてピンといじらしく立っている。

　──欲しい。

　彼女が欲しい。欲しくて欲しくて堪らない。

　心臓が激しく動悸し、全身が熱くなって、額に汗が浮いてくる。下腹部の膨らみは、もう痛いほどその存在を主張していた。

　だけどまだだ。今のままでは、彼女を傷つけてしまう。

「力を抜いてくれ……」

　はあ、と熱を逃がすように息をついて言うと、エドガーはレオノーラの股の間に手を伸ばした。するとそこはすでにとろりと蜜を流していて、思わず息を呑む。

「……あ、……んぅ」

　ぐっと指を中に入れると、レオノーラの口からまた愛らしい声が漏れる。

　エドガーもまた、その場所の熱さときつさに声を漏らした。以前もここに触れた事があるというのが嘘のように、喜びが胸に溢れてくる。秘められた場所だ。そこに触れている、許されている。

「やぁ……ぁあっ、ああ……」

　指を奥まで押し込んで、ぐいぐいと中を広げるように愛撫すると、レオノーラは堪らずといった様子で高い声を上げた。

「……痛くないか？」

　理性を総動員して耳元で訊ねると、レオノーラがこくこくと頷く。それを確かめて、エドガーはもう一本、愛撫する指を増やした。これまでレオノーラ以外の女の体に触れたことはないが、娼館育ちゆえ知識だけはそれなりにある。見習い時代も、よく下世話な話を耳にしていた。

　だから、初めての女はとにかく時間をかけ愛撫してやらなければならないということも知っている。エドガーは必死に自分の欲望を堪えて、時間をかけてそこを慣らした。

「あぁ、はあっ……」

　彼女のなかから愛液が溢れ、濡れた音が室内に響く。彼女の快感が高まってきたのを確認してから、エドガーは秘裂の先にある小さな突起に指で触れた。瞬間、一際大きく彼女の体が跳ねた。

「やぁ、あ……」

　レオノーラの足が突っ張り、その爪先に力がこもる。

　多分、達しそうなのだろう。エドガーは濡れた場所に顔を近づけ、口でも愛撫してやろうとしたが、その前にレオノーラに頭を掴まれた。

「お、願い……キスをして……っ」

　言われて初めて、エドガーはベッドに上がってから、ろくに唇への口づけをしていないことに気付いた。彼女を解すのに精一杯だったのだ。少し情けない気持ちになりつつ、求めに応えて唇にキスをした。

「ふぁ……」

　舌を絡めて深くキスをしながら、挿入した指をぐぐっとさらに押し込み、花芯を親指の腹で柔らかく押しつぶしてやる。するとレオノーラは細い喉を仰け反らせて嬌声をあげ、恍惚とした表情でビクビクと小刻みに体を震わせた。

「やぁ、んっ……」

　指を抜くと、てらりとした愛液が糸のように伸びる。その場所はひくひくと震えて、まるでエドガーを待っているように見えた。もう十分だろう。十分なはずだ。誰か十分だと言ってくれ。

　自分がまるで、欲望そのものになった気がする。肉を目の前に吊り下げられた飢えた獣に。

「エドガー……」

　切ない声が自分を呼ぶ。

「ねえ、来て……」

　とろんとした目で誘われた瞬間、理性の最後の糸が勢いよく焼き切れた。

　エドガーは低いうなり声をあげると、自身の昂ぶったものを彼女の熱い入り口にあてがった。先端にぬるりとした愛液が絡みつき、気がおかしくなりそうだ。

「あっ……」

　レオノーラが声を上げて抱きついてくる。それだけで達してしまいそうになるのを、目を閉じ、息を吐いて耐えて、慎重に腰を奥へと進めた。

「ああ」

　絡みつく媚肉の柔らかさと熱さに、エドガーは思わず声を漏らした。気持ちがいい。こんなことは知らない。彼女のなかが切なそうに締まる度、快感が脳天を突き抜けていくようだった。

「あぁっ……、いっ……」

　だが、なか程までを貫いた時、レオノーラが突然悲鳴のような声を上げて体を強ばらせた。

「痛いのか？」

　はっと我に返って訊ねると、彼女は額に汗を浮かべてこくりと頷いた。

　痛いのか。どうすればいいんだ？

「悪い、すぐ抜く……」

　自分でも情けないほど狼狽えて、エドガーはひとまずそうするべきだろうと、慌てて繋がりを解こうとした。けれどレオノーラは、抱きしめていた腕にぎゅっと力を込めると、ふるふると首を横に振った。

「いいの……痛くても、いいから……、お願い」

「いや、でも……」

「お願い……やめないで」

　菫色の美しい瞳が涙に潤んでいる。

「途中でやめるのは……もういや」

　切なさを込めた懇願に、塔のなかでの行為が頭の中で蘇る。彼女の手を離すために随分努力をしたが、同時にそれはその心を酷く傷つけてしまったのだろう。

　エドガーは申し訳なく思うのと同時に、自分の胸のなかに、彼女に向けたあらゆる感情が込み上げてくるのを感じた。レオノーラをいじらしいと思う。可愛らしいし、何よりも大切にしたいと。ずっと傍にいてほしいし、二度と離したくない。

「ああ、やめない」

　エドガーはレオノーラの耳元で囁くと、ぐっと強く腰を押し進めた。レオノーラの喉が苦しげに仰け反る。その頭を何度も撫で、額に、頬に、唇にキスをしてあやしながら、最奥を貫く。

「ああ……」

　瞬間、レオノーラが満足そうな声を漏らす。エドガーもほっとして、そのまま動きを止めた。彼女の体が慣れるまで、しばらくその方がいいだろう。

「……大丈夫か？」

　ぎゅっと体を抱きしめて訊ねると、レオノーラがこくりと頷いた。

「……何だか、繋がっている場所が……じんじんするわ」

「痛いか？」

「さっきは。いまは……それほどでもないわ。嬉しい気持ちのほうが……おおきくて」

「そうか」

　オレの方が嬉しいよ。そう言葉にできるほど素直になれない自分を、どうか許してほしいと思う。

「ねえ……キスをして」

　請われて、また小さな唇に口づける。上唇を食み、下唇を噛んで、噛まれて、じゃれ合うように。互いの体はぴたりと隙間なく重なっていて、触れあった肌がとても心地よい。凹凸の全てが、お互いの為に作られているような気さえした。

　彼女の体は温かく、柔らかい。包みこむその場所の熱さは、とても言葉にはできないほど気持ちがいい。なんという幸福だろう。この世の全ての幸福を手に入れたと、エドガーは本気でそう思った。

「……エドガー？」

　戯れるようなキスを繰り返していると、レオノーラがふと気付いたように名を呼んだ。そして、白く細い指でそっとエドガーの頬を拭う。

「どうして……泣いているの？」

　苦しい？　痛い？　と見当違いの心配をするレオノーラが愛しくて、ただただ愛しくて、エドガーはその体を抱きしめて首を横に振った。

「生きているなと……そう思って」

　温かくて、柔らかい体。レオノーラが生きている。それは、なんと素晴らしいことだろう。

　エドガーの答えに、彼女が一瞬ぱちりと大きく瞬きをした後、「ええ」と頷いて微笑んだ。

「生きているわ」

　そしてレオノーラもまた、瞳から一滴の涙を落としたのだった。



　秘められた場所の、一番奥を貫かれた時、レオノーラは渇望していたものを手に入れた奇跡に胸を震わせた。いったい誰が想像できただろう。自分と彼が、こうして愛し合える未来がここにあっただなんて。初めて男を受け入れるがゆえの痛みはあったけれど、それすら彼が与えてくれるものだと思えば愛おしかった。

「生きているわ」

　彼の涙に答えると、自然と自分の目からも涙がこぼれ落ちた。

　ああ、幸せだ。彼を手に入れた。全てを彼に捧げることができた。彼と生きている。今、彼と。

「……レオノーラ」

　エドガーに名前を呼ばれ、レオノーラは瞼を閉じて僅かに唇を開いた。こうすれば、彼がキスをしてくれることにやっと気付いた。ぴたりと唇が重なって、彼の舌が中に入ってくる。心地良さを分け合うようなキスをしばらく繰り返していると、ふいに、繋がっている場所の痛みが治まっていることに気付いた。

「エドガー、もう大丈夫みたい……その、痛くないわ……っん」

「うん……」

　良かれと思って唇を離して言ったのに、エドガーはまだ足りないとばかりに追いかけてきて、また深くキスをしてくる。ただ話はしっかりと聞いていたようで、緩やかに彼の腰が動き始めた。少しずつ、少しずつ抜き差しをされて、レオノーラの口から吐息が漏れる。

「……痛みは？」

　ぐちゅぐちゅと繋がった場所に音を立てながら訊ねられ、レオノーラは涙目で頷いた。

「……へ、いき……とても、きもちがいいわ……」

「……そうか」

　自分で聞いてきたくせに、エドガーの返事はどこかぼんやりとしている。

　彼もまた、熱に浮かされているのだろう。

「もっと、動いてっ、へい、きよ……あ、ぁっ」

　彼の腰に、自分の脚を擦りつけるようにしてそういえば、エドガーは「はあ」とくぐもった息を漏らしてから、ぐっと強く奥を突いた。そして肌をぴたりと合わせるように抱きしめていた体を一度離し、上からレオノーラを組み敷くと、ゆっくり抽挿を始めた。

「ぁあ、あっ……やぁ」

　熱く、硬く、張り詰めたものが、レオノーラの全てを暴いていく。膣の中が、もっとと、はしたなく彼を締め付けている。もっと欲しい。もっと彼を感じたい。もっと、もっと。

　腰を揺らして快感を伝えるレオノーラに、エドガーは最初、それでもまだ気遣うように腰を動かしていた。だがその場所が痛みより官能を感じているようだと悟ると、より激しく腰を動かし始めた。レオノーラの全身に快感の波が広がっていき、頭の奥がじんじんと痺れてくる。

　幸福だ。いま、自分は満ち足りているのだと感じた。これ以上なく──気持ちがいい。

　彼と繋がる場所が嘘のように熱く、快楽の塊がいまにも弾けそうだ。

　大きな光に飲み込まれそうになりながら、レオノーラはエドガーにしがみ付き、目尻から涙をこぼした。

　──いつか。

　いつか、こんな自分を恐ろしいと思う日がくるのだろう。王女として生まれた、その全ての責務をかなぐり捨てて、エドガーと抱き合うことを選んだ自分を。国を捨て、民を忘れ、ただひとりの男の隣で生きていくことを選んだ自分を。

　これからの時代を生きていく中で、その欲深さと、罪深さに、きっと何度も押しつぶされそうになるのだろう。

　それでも、この道を選んだことを後悔だけはしない。何があっても、胸を張って生きていく。

　命の限り、幸福である為にあがくのだ。彼のために。彼とともに。

「レオノーラ……」

　切なそうに、エドガーが名を呼ぶ。レオノーラは自分の胸と、腹の下あたりが切なく疼くのを感じた。力の限り、彼を抱きしめる。できることなら溶け合ってしまいたかった。一つになって、もう二度と離れることのないように。

「あぁっ」

　彼の動きが一際強くなり、レオノーラは喉を仰け反らせた。温かいものが、自分の腹の中に広がっていく。それをはっきりと感じながら、レオノーラもまた、快楽の渦のなかに身を任せたのだった。



　抱き合った後、そのまま少し眠って、起きて湯で互いの体を清めあい、何となくカーテンを開くと空は暗くなっていた。窓から覗く月がとても美しかったので、二人はベッドの上で寄り添ったまま、それを眺めていた。

　互いの髪を撫でたり、キスをしたり。そんな時間のなかで、エドガーはぼんやりとレオノーラの腹を撫でた。するとレオノーラが、エドガーの胸にもたれかかるようにして顔を見上げてくる。

「いまは、何を考えているの？」

「……いや、子種を腹に出したのはまずかったかと思って」

　正直に答えると、レオノーラの瞳が不安そうに陰った。

「子供は欲しくない？」

　エドガーはすぐに自分の失言を悟り、反射的に「そうじゃない」と答えようとしたが、ふとそれを飲み込んだ。思えば、自分に子供など考えたことがなかったと、いま気付いたのだ。

　試しに、少し考えてみる。子供か。レオノーラと、自分の子供。

「いや……嬉しいよ。もしもできていたら、とても嬉しい」

　そこまで考える余裕もなく、つい腹のなかに放ってしまったが、それはどこかで彼女との子供を望んでいたからに違いない。彼女の腹でもし命が実っていたら、それはきっと、とても愛おしいものになるだろう。

「ただ……今の状況で望むものではないと思ったんだ。何しろ、逃亡中の身だからな。もっと落ち着いてからの方がいいだろう？　……だから、次は気をつける」

　まあ、さきほどの行為でできていたら──その時に考えよう。いまの所、すぐに差し迫った危険はなさそうであるし。

「……そう、次もあるのよね」

　レオノーラが安心したように、嬉しそうに、エドガーの胸に頬を寄せる。

　エドガーは彼女を抱きしめてから、手触りのいい髪を撫でた。

「……少し落ち着いたら、海を渡るのもいいかもしれないな」

　実は前々から考えていたことだったが、その時はもちろん彼女が一緒だとは考えていなかった。むず痒さと、少しばかりのばつの悪さに、エドガーはさも今思いついたようにそういった。

「海を？」

「この辺りじゃ、当分、仕立ての仕事ができないだろ」

　いまは生活の面倒をランドリア領主──ひいてはルナートに見てもらっているが、いつまでも甘えているわけにはいかないだろう。エドガーとしても、人形の服ばかり作っているのはごめんだ。

　しばらく追っ手をやり過ごした後は、ひっそりと海を渡り、東の大陸へ行くのはどうか。レイアドルとマランツも、いざアナンテアと戦争が始まってしまえば、海の向こうまでエドガーを追いかけてくる余裕はないはずだ。

　エドガーは元々、東の大陸の文化に興味があった。あちらの服飾技術を学ぶのも、きっといい勉強になるはずだ。

　だが同時に、レオノーラには抵抗があるかもしれないとも思った。母国からさらに遠く離れることになるし、言葉も通じない。けれど、レオノーラは楽しそうに微笑んだ。

「素敵ね。なんだか、お尋ね者という感じがするわ」

　置かれている状況にしては、あまりに脳天気な台詞だと思ったが、それは多分レオノーラも分かっているのだろう。だから笑っている。エドガーも笑った。今日ぐらい、脳天気でもいいだろうという気がした。

「いいな、逃避行だ」

　まあ、どうにかなるだろう。どうにもならなければ、その時に絶望すればいい。今日はまだ、悲観するには早すぎる。

　もちろん海を渡るにも色々と問題はあるだろうが、無理だったなら、また別のことを考えればいい。それがダメなら、また次のことを。

　命さえあるなら、生き方は無数にあるはずだ。

「だけど、エドガー。お従兄さまが、いつかあなたに服を仕立ててほしいといっていたわ」

「……請け負うよ、恩がある」

　レオノーラを優しく抱きしめて答える。その依頼があったとき、たとえ世界のどこにいても、必ず請け負う。そう言うと、レオノーラは嬉しそうに頷いた。それから「あっ」と思い出したように声を上げる。

「そうだわ、お従兄さまから預かってきたものがあるの」

　レオノーラはそう言ってベッドから降りると、幾つか積んだままにしていた荷物のなかから、ひとつの箱を取り出した。

「お従兄さまが私を助けに来てくださった後、レイアドルを出る時に、オズミックから預かったのですって。私のものらしくて、エドガーの所に着いてから開けるように言われていたの」

「オズミックから？」

　なんだ？　と、エドガーも興味を引かれてベッドを降りた。そしてレオノーラの背後から彼女が箱を開けるのを見て──目を見開いた。

「これは……」

　驚愕の声を漏らすエドガーに、レオノーラが「まあ」と顔を上げた。

「エドガー、これって……」

　衣装箱の中に綺麗に畳まれてしまわれているのは、ひと目で高級なものとわかる、銀色のドレス。

「婚礼ドレスだ……オレが、レオノーラのために仕立てた」

　なぜ、それがここにあるのか。

　その意図を理解した瞬間、目頭がかっと熱くなって、エドガーは片手で視界を覆った。

　これは、エドガーが起こした事態によって発生する、あらゆる負債の支払いの為に置いてきたものだ。当然、オズミックは金に換えるのだろうと思っていた。

　──なんでだよ、オズミック。

　もちろんオズミックが、その後のレオノーラの運命を知っていたはずはない。

　だがオズミックは、エドガーのことを誰よりも理解していた。エドガーが、このドレスはレオノーラが着なければ意味がないと思っていたことも。

　オズミックはただその意思だけを汲んで、これをルナートに託してくれたに違いない。

「……本当に素敵ね」

　レオノーラが、ドレスを持ち上げて瞳を輝かせる。

　彼女も仮縫いの時に一度これを見ているが、もう二度と袖を通せないと思っていたドレスを前にすれば、色々と感慨があるのだろう。

「……着てみるか？」

　軽く鼻を啜って訊ねる。

　レオノーラはエドガーの涙の意味を訊ねることなく、ただ笑顔で頷いた。

「……ええ」

　エドガーは彼女の手を取って立ち上がらせると、シュミーズの上にドレスを着せていった。とはいえ、いまは予定をしていたパニエもなければ、コルセットもない。どうなるかと少し心配したが、それはそれで、なかなか様になっていた。

　髪型もそのままで、化粧もせず、アクセサリーもない。それでも、エドガーの婚礼ドレスを身につけたレオノーラはとても美しかった。

　──いや、だがアクセサリーか……。

　ふと思いついて、エドガーは棚からレオノーラの赤いブローチを取り出した。それをドレスの胸元に飾ると、一気に全体が華やぐ。うん、いい出来だ。

「お似合いですよ、レオノーラさま」

　手の甲にキスをして言えば、レオノーラが愛らしく頬を染める。

　その手を引いて姿鏡の前に立たせると、レオノーラは菫色の瞳から涙を流した。

「やっぱり、あなたの仕立てるドレスは特別だわ」

　光沢の強い銀糸の生地に、ビーズの代わりにいくつものダイヤモンドを散らした華やかなドレス。だがその豪華すぎる作りは、着る者によってはたちまち品をなくしてしまいかねない。

　誰よりも清らかで、ドレスに負けない気品を持つレオノーラだから──レオノーラだけが着こなせるものだった。

「ねえ、エドガー……覚えている？　あなたが、私に初めてドレスを仕立ててくれた時のこと」

「……ああ、もちろん」

「私、あのドレスを見た時から、ずっとあなたに憧れていたのよ。だからあなたに初めて会った時、どうしようもなく恋に落ちてしまったの」

　恥じらうように頬を染める、愛らしい花嫁を、エドガーは背後から抱きしめた。

「……初恋ってことか？」

「まあ、そうね」

「そうか。……やっぱりな、そうだよな」

　しみじみと言うと、レオノーラが鏡越しにエドガーを見つめた。

「……やっぱり？」

「そうじゃないかと思っていたのに、あんたがその後いつも平然とした顔をしていたから、自信が持てなかった」

　ほら見ろ、やっぱりオレは彼女の特別な存在だった。最初から。

　ふふんと笑うと、レオノーラが振り返ってエドガーの唇を指で摘まんだ。

　なんだよ？　と目で訴えると、レオノーラが指を離してから、じとっと目を細めた。

「よく喋る口だと思ったのよ」

「……がっかりしたか」

「ええ、少し」

　レオノーラがすねた顔でつんと顎をそらし、それから思わずといった様子で吹き出した。

　エドガーは彼女の唇にキスをしてから、瞳を細めた。

「だけど、その晴れ姿を見る人間は、オレだけになってしまったな……」

「いいの、あなたが見てくれたなら」

　レオノーラはそこで、自分の言葉に納得したように頷いた。

「そう、これで良かったのかもしれないわ。だって勿体ないもの、これを王女のドレスとしてお披露目するだなんて。これはあなたがレオノーラの為に仕立ててくれたドレス、そうでしょう？」

　そう言って笑う彼女に、エドガーはなぜか、自分の母親のことを思い出した。頑なにエドガーの前でしか、自分の仕立てた服を着なかった母親。彼女も、もしかしたら同じ気持ちだったのだろうか。エドガーのドレスを、ただの娼婦の衣装としてしか見ない人間たちの前に着ていくのは嫌だったのか。

「……そうかもしれないな」

　頷いて、もう一度レオノーラを背後から抱きしめる。彼女もまた愛おしげにエドガーの腕を両手で掴んだ。その時、エドガーはふと彼女の左手の薬指の空白に気付いた。花嫁の薬指にあるはずのものがないのは締まらない。

「少し待っててくれ」

　エドガーはそう言うと、仕事道具を入れた小箱をテーブルの上に置いて開いた。ランドリアの領主に用意してもらったもので、いまはほぼジュリアの人形の服を仕立てる為にしか使っていないものだ。その中から、エドガーは色合いの合う糸を何種類か選ぼうとして──一度手を止め、次に無造作に幾つかの糸を掴んで取り出した。様々な色、太さ、種類。それらを気にせずに何本か手に取り、適当な長さに切って、軽く編んでいく。出来上がった一本の紐を、エドガーはレオノーラの薬指に巻き付けた。

「今は……こんなものしか用意できないが」

　眉を下げて言えば、レオノーラは首を横に振ってから、手を頭上に掲げた。

「……素敵」

　窓から差しこむ月明かりが、レオノーラの横顔を照らす。

　少し癖のついた短い髪に、化粧もしないまま銀の婚礼ドレスを身にまとい、無造作に組んだ指輪代わりの紐を愛しそうに見つめるレオノーラは、まるでこの世のものとは思えない程に美しかった。

「ありがとう、エドガー。私いま、本当に幸せだわ」

　レオノーラは振り向くと、まるで自分こそが世界で一番幸福な花嫁であるとばかりに微笑んだ。

　大輪の花が開いたようなその笑みに、エドガーは胸に込み上げてくるものを感じて、彼女の体を抱きしめた。愛している。彼女を。レオノーラを。

「オレも……幸せだよ。レオノーラ」

　囁く声に応えて、レオノーラが嬉しそうに目を細める。

　エドガーは、その愛おしい唇に、そっと触れるだけのキスをした。




　その二ヶ月後、アナンテアとマランツによる大規模な戦争が始まった。

　レイアドルではその最中、市民を中心とした大規模な暴動が起こり、捕らえられた王は断頭台へ送られたという。暴動を扇動したのはガドリン商会であり、その後、レイアドルはアナンテアに与した。

　レイアドルはもちろん、大陸全土を巻き込んだ戦火は七年に亘って続いたが、結果はアナンテアの勝利に終わり、マランツという国は大陸の地図から姿を消した。

　その頃、東の大陸で名を馳せたとある仕立て屋と、その妻がアナンテアにやってきて、勝利を祝う衣装をアナンテアの王に献上したという。夫婦には、ある秘めやかな噂が流れたが──。


　それらは全て、まだこれからの話だ。



完



	
			番外編　１

「いらっしゃいますか、エドガー殿」

　店の扉を開く音とともに、男の声が聞こえる。

　奥にある作業部屋で仕事をしていたエドガーは、振り返って「いるよ」と応えた。

　肩まで伸ばした髪を紐でくくり直し、軽く伸びをして椅子から立ち上がる。

　店に出ると袖口の広い長衣の官服を着た男がひとり、所在なさげに室内を見渡していた。

「……どうも」

　エドガーが声をかけると、男はほっとしたように口を開いた。

「ああ、エドガー殿！　お迎えにあがりました！」

　そう言って頭を下げる男は、エドガーと宮廷との間を取り持つ下級役人だ。ごく最近交代になったばかりで、彼が店へくるのは今日が初めてである。

　彼はいかにも〝お洒落〟など縁がなさそうな若者で、エドガーの店の装いに圧倒されているようだ。

　それもそのはず。ここは都でも珍しい西洋風の店で、天井にはシャンデリアが飾られているし、商談用の椅子は木製でなく、ビロードのソファだ。田舎から出てきた若者でなくとも、初見は誰でも息を呑む。

　エドガーは役人に片手をあげて「了解」と答えると、店内を見渡し、感慨ぶかく目を細めた。

　あのレオノーラ救出劇から五年──エドガーたちはアナンテアを離れ、東の大陸へと逃れてきていた。

　ここへ来てもエドガーの仕事は順調である。

　もちろん、初めは大変だった。全く見ず知らずの土地であるし、言語も文化も違う。エドガーにはガドリン商会の伝手で東大陸の商人に知り合いがいたので、そこを頼って何とか最初の一年をしのいだ。

　そうこうしている内に、エドガーの仕立てた衣装が大国の皇帝の目に入った。皇帝は以前から〝西洋の仕立て屋エドガー・ランハート〟のことを知っており、あれよあれよとエドガーは彼のお抱え職人として重用されるようになったのである。

　いまではこうして店も持たせてもらっているし、割と良い生活もさせてもらっている。

　ちなみに皇帝は中々話の分かる人間で、エドガーやレオノーラの事情を全て知った上で側に置いてくれている。エドガーはこれからその皇帝に、ひとつ大勝負をしかけにいく予定だ。

「外に馬車を待たせております。……皇后陛下のお衣装の方は」

「もちろん、準備できている」

　エドガーはそう言うと、ちらと奥に吊してある旗袍ドレスを見つめた。袖口の広い東洋らしいドレスである。所々に西洋風のデザインを取り入れ、全面に繊細な刺繍を施したそれは、仕立てたエドガー自身が見ても見事なものだった。

「……美しいですね」

「当然だ」

　短く頷いて、エドガーは軽く役人を振り返った。

「すぐに支度をする、待っていてくれ」

　エドガーはそう言うと、同じ建物にある住まいの方へ向かおうとした。だが間を区切る引き戸を開いた所で、奥から小さな男の子が飛び出してきて、エドガーの腰に飛びついた。

「父さん、出かけるの？」

　菫色の大きな瞳を輝かせて訊ねるのは、今年四歳になるエドガーの長男ルカだ。エドガーは彼のくるくるとした黒い髪を撫で、目を細めた。

「ああ、仕事だ」

　ルカは外見はエドガーにそっくりだが、性格は妻によく似ている。好奇心が旺盛で、表情がくるくると変わって、なによりよく喋る。

　エドガーが愛しさを込めて笑った所で、今度は奥から二人、さらに小さな女の子が駆け寄ってくる。

「とーと！」

「あっこ！」

　がしっとエドガーの両脚に抱きつくのは、エドガーの長女と次女。間もなく二歳になる双子の姉妹ローズとマディである。双子だけあって二人はそっくりで、白金色の美しい髪と、菫色の瞳をしている。エドガーは両手で二人を抱き上げようとした──が、腕力がないので後ろによろけ、さらに腰に衝撃まで走ったため、仕方なく一人ずつ抱き上げることにした。まずは自分に似て跳ねっ返りのローズから。

「……重たくなったな」

「とーと、しつれい！」

　母の真似して、ローズが眉をつり上げる。エドガーは口端で笑ってからローズを下におろし、今度はマディを抱き上げた。彼女はどちらともに似ている。つまり元気で、小生意気だ。

「……重たくなったな」

　本当に重たかったので、エドガーは同じ言葉を繰り返した。ちょっと前までは、自分でも両手でそれぞれ抱き上げることができていたのに、大きくなったものだ。

　感慨にふけるエドガーに、双子が口々に文句を言う。その背後でルカが「何時に帰ってくるの？」「お風呂は一緒に入れる？」「ご飯は？　一緒に食べられる？」とずっと喋っている。

　エドガーは遠い目をしながら、ひとつずつ答えていった。いまだに子供という生き物は、エドガーにはよく分からない。

「お子さま、みんな可愛いですね」

「……ああ」

　役人に背後から声を掛けられて、エドガーは頷いた。照れ隠しの悪態も浮かんで来ないほど、エドガーは彼らが可愛かった。それこそ、目の中にいれても痛くない程に。

「エドガー、もう行くの？」

　ふと、奥から今度は女の声が響いた。

「奥さまですか？」

　役人が声を弾ませる。西洋からきた仕立て屋の、それは美しい妻のことは、彼のような下級役人ですら知っているほどに有名だ。

　西洋の伝説、妖精エルフではないかと噂される美女をひと目見てみたいと、役人が背伸びをしてエドガーの向こうを覗こうとする。

　エドガーはマディを抱っこしたまま、僅かに体を反らしてそれを遮った。

「……ん？」

　役人は自分がなにをされたのか分からない様子で、今度は反対に首をそらして向こうを見ようとする。エドガーはマディをぐっと男の前に差し出して、やはりそれを遮った。

　そこでようやく役人は、エドガーが妻の姿を見せまいとしていることに気付いたらしい。「ええー！」と不満げに眉を寄せた。

「挨拶をするぐらい、良いではないですか！」

「駄目だ」

「なぜです、姿を見たところで減るというわけでもないのに……！」

「減る！」

　エドガーは言い切ると、男を肩で押して、妻が見えない位置まで押しやった。

「そんなあ」と落ち込む役人に「そこで待っていてくれ」と指示をして、エドガーはようやく妻の方へ向かった。住まいの方から、廊下を歩いてこちらへ向かってくる妻を見て、黒い瞳を細める。

「レオノーラ」

　名を呼ぶと、妻レオノーラは、エドガーを見て柔らかく微笑んだ。

　──妖精エルフか。

　彼女が世間でそう呼ばれていることを思い出し、エドガーは然もありなんと頷いた。

　小さな顔に、細い肩と腰。その下の緩やかなまろみを描く美しいライン。

　彼女を描く〝線〟は、子供を三人産んでからも美しいまま変わらない。もっとも、子供を腹に宿しているときの〝線〟も、エドガーにはとても綺麗で、神聖なものに見えたものだが。

　どんな時も、レオノーラの〝線〟と〝色〟は、エドガーにとってこの世で一番美しい。

　エドガーはマディを床に下ろすと、そっと彼女の腕をとって引き寄せた。

「いってくるよ、レオノーラ。子供たちを頼む」

「ええ」

　エドガーの腕のなかで、レオノーラが小さく頷く。

「いってらっしゃい、エドガー」

　彼女の声を聞くたびに、ぬくもりを感じる度に、エドガーは今でも時々泣いてしまいそうになる。

　海を渡り、苦労の末に成功を手に入れたエドガーを見て、『今は幸せだろう』という者がいる。その度に、エドガーは『それは違う』と思うのだ。エドガーはここへ来て苦労している間もずっと幸せだった。あの日、レオノーラが自分を選んでくれた時からずっと──エドガーは幸福のなかにいる。

　いまはもう、エドガーはレオノーラがいなければ息もできない。

　だからつい、彼女に近付く男にも警戒をしてしまう。彼女の愛情を疑ったことはないが、エドガーは自分の人格に難があることを知っている。正直、いつ彼女に見放されても不思議ではない。

　──いや、レオノーラを幸せにできるのはオレだけだ。

　そうだろう？　と自分に言い聞かせ、エドガーは黒い瞳を細めた。

　エドガーはこれから、宮廷へ皇后の衣装を届けに行く。春の宴で纏う衣装だ。

　この衣装で、果たして皇后の心を掴むことができるのか。それが今のエドガーの課題だった。

　海の向こうでは、いまだにアナンテアとマランツの戦いが続いている。話を聞く限り、情勢は五分と五分だ。

　そしていまエドガーたちがいる大国は、武器の鋳造が盛んである。つい先ほど、最新鋭の武器が開発され、アナンテアとマランツはそれを手に入れようと貿易の交渉に躍起になっているという。

　皇帝はどちらかの国と取引をしても良いと思っているが、肝心の皇后は西洋嫌いで、西洋が武器の輸出で力をつけることを嫌がっている。

　皇后さえ説得できれば、皇帝はアナンテアとの交渉を前向きに考えると約束してくれた。その為に皇帝が用意してくれたのが、今回の機会だ。

　エドガーは用意した旗袍ドレスで皇后に取り入り、うまく両国の交渉の橋渡しがしたいと思っている。

　全てはレオノーラのために。

　──アナンテアが滅べば、レイアドル再興の道は途絶える。

　そうなれば、レオノーラはきっと一生自分を責め続けるだろう。

　レオノーラは普段決して後悔を見せないが、エドガーは彼女が自分と生きる為に、何を捨てたのかを知っている。レオノーラという女の心の優しさも、柔さも。

　彼女がこれからも心から笑えるように、アナンテアには必ず勝利をしてもらわなければならない。

　だからエドガーは戦うのだ。剣と銃ではなく、針と糸を持って。

　──だができるか、オレに？

　自身に問いかけた所で、レオノーラが「こほん」と可愛らしい咳払いをした。

　レオノーラを見ると、足下へ目配せされる。何だ？　と視線を下げると、子供たちが揃って両手で目を覆っていた。

　エドガーは出かける時、レオノーラにいつもキスをする。触れ合うぐらいのものだが、エドガーはどうしても気恥ずかしく、子供たちに「ちょっと目を閉じていてくれ」と頼むのだ。それがいつしか頼む前から、どうぞと目を隠されるようになっていた。これはこれで余計に気恥ずかしい。

　とはいえ心遣いはありがたい。エドガーはやはり咳払いをしてから、彼女の顎に指を添えた。

「レオノーラ」

　名前を呼んでキスをする。彼女の唇はいつも甘い。

　胸が震えるような幸福を味わってから、エドガーは名残惜しげに妻の体を離した。

　それから、片手で前髪をかき上げる。

「さあ、行くか」

　身を翻し、エドガーはまっすぐに前を見据えた。

　──できるかだと？　できるに決まっているだろう。

　先ほどの己の問いかけに力強く答える。

　他の誰でもない。

　この自分はレイアドルの天才服飾師エドガー・ランハートなのだから。



	
			番外編　２

　大陸の覇者となったアナンテアの王城は小高い丘の上にあり、まるで白い竜が羽を広げたように美しく、壮大である。

　その城内、謁見の間にて、ひと組の男女が玉座に向かって跪いていた。

　ひとりは黒いくせのある髪をした、凜々しい顔つきの男。

　ひとりは腰にまで流れる白金色の髪の、見目麗しい女。

「うん、素晴らしい衣装だ……流石だな」

　献上された衣装を見て、アナンテア王は満足そうに頷いた。

　それを聞いて、黒い髪の男が口端をあげる。「当然だ」と、顔にはそう書いてある。あと「そんな当たり前のことしか言えないのか」「このオレを誰だと思っている」「褒め言葉が足りないんじゃないか」とも書いてある気がする。

　男の雄弁な表情を横目に見て、女──レオノーラは思わず目を細めた。

　相変わらず彼は不遜で、自信家で、畏れ知らずだ。まあ、そこが好きなのだけど。

　心の中でそっとのろけて、レオノーラは唇で弧を描いた。

　大陸全土を巻き込んだアナンテアとマランツの戦争が終わり、そろそろ一年が経つ。

　東の大陸へ渡っていたエドガーとレオノーラは、アナンテア王に勝利を祝う衣装を献上する為に再びこの地へと戻ってきた。

　ここではレオノーラは死んだことになっているし、エドガーも行方不明という扱いだ。戦争が終わったとはいえ、レオノーラが生きていると明らかになれば色々と混乱を招く。

　あまり堂々とした訪問にならぬよう、二人は偽名を使い、別人としてこの場に来ていた。

　アナンテアにはレオノーラの顔を知っている者もいるが、処刑されたはずの王女が生きているとは誰も信じないだろうし、ひっそりとしていれば噂で終わることだろう。

　この場にも、二人の他はアナンテア王と、その限られた側近と護衛しかいない。

　レオノーラがそんな事を考えていると、ひとしきり衣装を眺め終えたアナンテア王が側近に人払いを命じた。

　室内に残るのが三人だけになった所で、アナンテア王ルナートはゆったりと足を組み、肘掛けに体を預けた。

「久しぶりだね、エドガー、レオノーラ」

　親しみをこめた声で名を呼ばれ、レオノーラは目に涙を浮かべた。

　顔をあげ、玉座に座る人をまっすぐ見つめて微笑む。

「はい……ルナート陛下」

「こうして再会する日が来るとは……お互いの幸運に感謝しよう」

　幸運、まさにそうだ。

　今日に至るまでの道は、ルナートにとっても、自分たちにとっても、決して平坦なものではなかったのだから。

　現にルナートは、別れた時と比べて随分とやつれたようだ。

　年齢はエドガーとそう変わらないはずなのに、髪には白いものがまざり、目元には焦げ付いたような隈がある。

　長年の戦争は、どれほど彼の心身を蝕んだことだろうか。

　彼の苦労を思うと、レオノーラの胸は張り裂けるように痛んだ。

「戦時における、君たちの協力も忘れていない。今日のアナンテアがあるのは、君たち二人のおかげだといっても過言ではないだろう」

「恐れ多いお言葉です。私たちは……できることをしただけです」

　七年前──エドガーとレオノーラは海を渡り、東の大陸へと逃れた。

　そこでもエドガーは仕立ての腕を認められ、ある大国の王家のお抱えとなったのだ。

　大国とアナンテアの間では武器輸出の交渉が行われており、エドガーとレオノーラはその間にたって、両国の関係を取り持った。

　レイアドルで市民が暴動を起こした際も、エドガーが武器商人と取引をして、レイアドルへの武器輸出を行わせたのだ。

　いくども危ない橋を渡ったが、エドガーは全て仕立ての腕ひとつで乗り越えてきた。レオノーラも彼を支え、また自分に出来る限りのことはしたつもりだ。

「……オズミックにはもう会ったのかい？」

　ルナートのこの問いかけには、エドガーが答えた。

「いいえ、まだ。この後、レイアドルへ向かってそこで会う予定です」

「そうか……うん。レイアドルも随分落ち着いたから、それがいいだろう」

　レイアドルは、レオノーラの叔父である前国王を処刑した後、一時的にアナンテアに吸収されていた。しかしやはりレイアドルの服飾文化は国家として守られるべきであるとして、戦後あらためて独立国となったのだ。

　ルナートは母がレイアドルの元王女であり、レイアドル王家の血が流れている。同じようにルナートの兄弟にもレイアドル王家の血が流れており、彼の弟がレイアドル王として立った。

　新たなる王のもと、レイアドルは再建の真っ最中である。元々経済の強い国だから順調に進んでいるようだ。

　三人はそのまましばらくレイアドルのことや、これまでの自分たちのことを話していたが、それが一段落した所でルナートがエドガーに声をかけた。

「エドガー、少しレオノーラと二人で話をしたいのだが、構わないだろうか？」

　エドガーは思いきり嫌な顔をした。

「しかし……レオノーラはもう人妻ですし、いくらルナート陛下とはいえ他の男と二人きりというわけには……。構うか構わないかでいえば、構うと申しますか……」

「エドガー、お願い」

　まさかここに来てルナートの願いを断ろうとすると思わず、レオノーラは慌ててそう言った。相手は一国の王だし、すでにお互い別の相手と結婚している。いまさらルナートとレオノーラの間になにか間違いが起こるはずもないというのに。

　だがエドガーは信じられない事を言われたとばかりに顔を歪め、とても悲しそうに部屋を出て行った。

　──エドガーったら……。

　エドガーは普段、憎たらしいほどの自信家だというのに、ことレオノーラのことになると急に気が小さくなる。

「いや、仲良くやっているようだね」

　エドガーが部屋からいなくなるのを待って、ルナートが思わずとばかりに吹き出した。レオノーラは頬を染め、「はい」と頷いた。

　ルナートはさらに声を出して笑い、それから目を細め、首を傾げた。

「さて、レオノーラ。あの日の答えは得たかい？」

　静かな問いかけに、レオノーラは改めて跪くと、深く頭を下げた。

「いいえ……ルナート陛下」

　白金色の長い髪が、耳元から落ちて頬を撫でる。

　あの日──ルナートがレオノーラに与えた問いかけ。

　王家の血は、義務や責任というものは、愛よりも尊いものなのか。

　レオノーラはこれまでの人生で、何度もその答えを出そうとした。幸福な時に、あるいは絶望のなかで。

　けれど答えはいまだ出ないままだ。

　こうして王家の務めを果たすルナートを前にすると、彼の生き方こそが在るべき姿なのではないかとも感じる。けれど──。

「では聞き方を変えよう」

　ルナートは頬杖をつくと、柔らかく微笑んだ。

「いまは、幸せだろうか？　レオノーラ」

　レオノーラはひとつ瞬きをしてから、ゆっくりと顔を上げた。

　エドガーと共に自分を救い、生き方を与えてくれた従兄あにを見つめ、頷く。

「はい、心から」

　レオノーラの選択を、正しくないという者もいるだろう。

　祖国には、レオノーラを責め立てたいと思う者もいるかもしれない。

　それでもレオノーラは、エドガーの隣を懸命に歩いてきた。幸福である為に、後悔のないように一生懸命に生きてきた。

　この生き方が正しくとも、間違っていても、レオノーラはそれだけは胸を張れる。

　レオノーラがいま持っている答えは、それだけだ。

　笑みを浮かべるレオノーラに、ルナートは「そうか」と言って眩しげに目を細めた。

「……考えてみれば、この問いかけでレオノーラにだけ答えを求めるのもおかしな話だった。私もこれからは、自分なりの答えを探してみようと思う」

「陛下……」

「従兄あにとは、もう呼んでくれないのかい？」

　問いかけられて、レオノーラは菫色の瞳を揺らした。

　あまりの懐かしさに胸が震える。

「いいえ、お従兄にいさま」

　ルナートが、満足そうに頷く。

　彼は青い目を閉じると、まるで良い夢を見ているように唇に弧を描いた。

「君たちを見習って、私も幸福になれるように務めてみるよ。だからいつかまた、互いの答え合わせをしよう、レオノーラ」


　謁見の間を出ると、すぐ前の廊下でエドガーが腕を組んで待っていた。

　何でもないような表情をしているが、レオノーラもさすがに彼との付き合いが長いから、内心は気が気でないのが分かる。

「……何の話を？」

　訊ねられて、レオノーラは指先を自分の唇に当てた。

「秘密よ」

　悪戯っぽく答えると、エドガーがショックを受けた様子で口を丸くする。レオノーラは吹き出してから、肩を竦めた。

「相手はルナート陛下よ？　心配するようなことなんて、起こるはずがないわ」

「心配になるに決まってるだろう」

　エドガーはむすっと唇を尖らせた。

「良い男だ」

　彼が他人を褒めるのは珍しい。

　レオノーラは驚いて瞬きをし、それから頷いた。

「ええ、そうね」

　ルナートは良い男だ。間違いなく。

　レオノーラにとっては、世界で二番目に。

　だがエドガーにレオノーラの心の声は届かなかったようで、さらに不満そうに眉を寄せた。

「オレは、……レオノーラがいないと生きていけない」

　ぽつりと小さな声で囁く。

　彼も、この七年で随分素直になった。

　そしてレオノーラには嘘を吐かないから、これは本心だ。

「……私もよ、エドガー」

　レオノーラもまた、エドガーには嘘を吐かない。

　するとエドガーはようやく機嫌を直したようで、眉間からシワをなくした。

　エドガーがさっと周囲にひと気がないのを確認し、レオノーラの腰を引き寄せる。

　レオノーラは、彼が何か言うよりも早く目を閉じて顎をあげた。間を置かず唇にキスが落ちてくる。「愛している」と聞こえてきそうな、優しい口づけだった。

　エドガーは何度か角度を変えて唇を重ねた後、少し離れてこちらに腕を差し出した。

　レオノーラは迷わずその腕を掴んだ。見つめ合い、どちらともなく微笑む。

「さあ、帰ろう」

　エドガーの言葉に、レオノーラは笑顔のままで頷いた。

「ええ、帰りましょう」

　廊下の窓から差し込む日差しは明るく、向こうに広がる空は青い。

　二人は寄り添うように歩き始めた。その光の方へ、二人の祖国──レイアドルへと向けて。
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東海在住。旅ブログを見るのが好きな引きこもりです。最近はYouTubeでお笑いを見るのにはまっています。

ヒロインが大好きなヒーローなら、スパダリヤンデレツンデレクーデレ問わずに何でも書きます。
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